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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　人は見た目じゃ分からない、とはよく言うけれど。

　ゲームで豊かな想像力を養った天あま宮みや渚なぎさにも、この状じよう況きようはまったく予想できなかった。

「……美しすぎる。こうして目で見て、腕うでで抱だきしめているだけで俺おれの身も心も……溶とけてしまいそうだ」

　渚の膝ひざ元もとで愛の言葉が紡つむがれる。最近は少女漫まん画がですらお目にかかれないセリフだ。

　ここは風紀委員の活動拠きよ点てんである、視し聴ちよう覚かく室。そしてこのアジトのボスである風紀委員長こと高たか城しろ時雨しぐれは、今まさに甘あまい言葉を口にした張本人。

　彼かれは渚にひざまずき、まるでシンデレラにガラスの靴くつを履はかせるかのような所作で、渚のふくらはぎに優やさしく手を添そえていた。

「この、神に愛された骨格。感かん触しよくも滑なめらかで……柔やわらかくて、たまらない」

　時雨は端たん正せいな顔を赤く染め、ハアハアと荒あらい息を吐はきながら渚の脚あしに頰ほおをすり寄せる。

（──やばい。気持ち悪すぎて、思考回路がショートしてた）

　脚を愛めでられている渚本人は、自分の脚とイケメンのラブシーンを傍ぼう観かんしている状態だ。脚は渚の一部なのだが、どうも自分を愛でられている気がしない。

　突とつ然ぜん始まった、この意味不明な状況に、渚の頭はまだ追いつけずにいる。

（いったい、どうしてこうなった）

　その自問に答えるべく、渚はいったん自分の脚を放置して、ここに至るまでの約一週間の自分の行動を振ふり返かえった。
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　暗い部屋の中、テレビから放たれる青白い光が渚の顔を不気味に照らす。

　テレビに映るのは、先日発売されたホラーゲーム【サイレントパレス】だ。キャラクターを操作して襲おそいくるゾンビを倒たおす仕様。渚はリズミカルにキャラクターの装備を変へん更こうして、無心でゾンビを倒していく。視線も体も一いつ切さい動かさずに、ボタンとカーソルを弾はじく指だけを、まるで別の生き物のように目にも留とまらぬ速さで動かした。

　そしてそれから一分と経たたずに、画面には『clear』の文字が浮うかび上あがる。

「ふぁーっ！　やっと次のフロアに行けるー……」

　一段落ついて、渚の集中力が切れる。コントローラーを放って首を鳴らしながら、渚はセンスのいいデザインのゲームパッケージを見つめた。

「発売前の評価は微び妙みようだったけど、うん。これは当たりだ。アクション要素が強いのに、シナリオもしっかりしてるし……さっすがアサヒナ先生。マジ感動っす」

　お気に入りのシナリオライターを絶賛しつつ、渚は足元に転がるスマホを手に取った。

「こっちのスタミナもたまってるかなぁ。よしよし、まずはー……」

　スマホのゲームアプリのアイコンをタップして、次のゲームに意識を集中させる。こちらは、今お気に入りの、イケメンを立派な王子様に育てるゲーム【愛いとしのプリンス様】だ。

「うはあ!!　エヴァンス王子くそかわ!!　ほんと天使……マジはげる……」

　推おしキャラであるブロンド坊ぼつちゃんヘアの王子様を育てながら、渚は満足げに呟つぶやく。しみじみとした呟きに対し、スマホをタップする音は激しくけたたましい。

　この通り、ゲームに始まり、ゲームに終わる。それがここ四カ月の渚の生活スタイルだ。

　そしてその日も、渚は朝日を拝みながら、のんきにスマホゲームのスタミナを消費していた。

　──コン、コン。

　この、ノックの音が聞こえるまでは。

「渚。今、いいか？」

　父の声だ。渚はスマホを片手で連打しながら、部屋の扉とびらを開ける。

「ああ、よかった。起き──ゲームしてるんだなあああ！　父さんが話しに来ても、そうだよなあ！　渚はゲームが好きだもんなああ！」

　部屋から出てきた渚を見るや否いなや、父は嘆なげき始めた。ゲームが渚の不登校の原因の一つであるからか、最近ではテレビでゲームのＣＭを目にするだけで父は泣いている。

　渚もそれを申し訳ないと思うけれど、どうしてもゲームはやめられなかった。

「あれ？　なんで彰あきらくんまでいるの？　学校は？」

　父の隣となりには、渚より一つ年上の幼なじみ、藤とう堂どう彰がいた。隣に住む彼は遠い進学校に通っているため、もう家を出発している頃ころだ。そう思って渚が首を傾かしげると、彰は困り顔で笑った。

「今日は日曜日だから学校はお休みだよ」

「あ、そうだっけ？」

　引きこもりの昼夜逆転生活で、渚の曜日感覚は完全に壊こわれている。そんな渚の反応に父が頭を抱かかえるけれど、彰は気さくな笑え顔がおを浮かべたまま。

「渚ちゃんに話があるから、朝のうちに来てほしいっておじさんに頼たのまれたんだ」

「なんで朝？」

「渚ちゃん、お昼は寝てるでしょ？　夜もゲームで忙しいし。寝る前の朝が一番いいって」

「それに渚はお父さんの言うことは聞かなくても、昔から彰くんの言うことは八割くらい聞くからな！　お父さんにぬかりはない！」

　たしかに、何か頼みがあって彰を連れてきたのなら、その戦略はお見事。

　渚も人間だし、ゲームという二次元で目の肥えた女子。自分と似た顔のおじさんより、優しいイケメンお兄ちゃんのほうが話を聞いてあげたいと思うわけだ。

　そんなわけで渚が二人を部屋に通すと、父はテレビのゲーム画面を見て、また奇き妙みような雄叫おたけびをあげた。もはや、ゲーム恐きよう怖ふ症しようの域。

「おじさん、落ち着いて。渚ちゃんにお話があるんですよね？」

　彰はご乱心の父にも優しい。慰なぐさめられた父は、深呼吸をして本題に入った。

「さて、渚。もう分かっていると思うけど、話はお前の不登校についてだ」
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「聞きなさい！」

　渚が耳を手で押さえて聞こえないふりをすると、また嘆きかけた父はすぐに咳せき払ばらいを挿はさんで軌き道どう修正した。

「お父さん、いろいろ考えたんだ。渚はちゃんと学校に行っていたのに、いきなり不登校になった。それは渚なりの理由があるからだろうと思って、あまり口出しはしないで待ってたよ」

（……理由、ね）

　父から視線をそらしたまま、渚は苦く笑しようする。しんみりとした空気が、渚の胸に沁しみた。

「でも、渚は学校に行く気配を見せないし、なんなら家にいてゲームしてるほうが楽しそうで……そう、ゲーム。渚はゲームばっかりしてる！」

　父が凜り々りしい態度で話を展開できたのも、そこまで。『ゲーム』というワードを境に、ドンッと床ゆかを叩たたいた。

「渚が学校に行かなくなって四カ月経った！　二年生に進級して、もう一カ月！　一年生は前半真ま面じ目めに通っていたから修しゆう了りようできたけどね！　このままだと今年は──」

「留年するね」

「するね、じゃな───い！　留年はダメ！　分かっているなら学校に行きなさい！」

　ハイテンションではあるが、父も冗じよう談だんでこんなことを言っているわけではない。

　父の言う通り、このまま不登校生活を続けているのはよくない。ゲームばかりしていてはいけない。そんなことは渚も分かっているけれど──。

「……学校には、行きたくない」

　渚が小さな声で返事をすると、静かに話を聞いていた彰が渚の頭を優しく撫なでた。

「渚ちゃんが学校に行きたくない理由、僕ぼくはなんとなく分かっているつもりだよ。ゲームがしたいのも理由だろうけど、僕が前に心を鬼おににしてゲームを没ぼつ収しゆうしても、渚ちゃんは学校に行かなかったもんね」

　ゲームを没収されたことは何度もある。彰だけでなく、父にも。しかし没収されても、渚は学校に行かなかった。それを知っているから、彰の説得の仕方は父と少し違ちがう。

「だから、渚ちゃん。僕の高校においでよ。そしたら、僕ができるだけ一いつ緒しよに──」

「「待って待って」」

　彰の提案に対して、渚と父の制止の言葉が見事にハモる。

「彰くんの気持ちは嬉うれしいけど、彰くんの高校は偏へん差さ値ち高すぎて私には無理。編入試験とか受かる気しない」

「そうそう。渚はバカではないけど、彰くんほど秀しゆう才さいでもないし。彰くんがそばにいれば安心だけど、さすがに偏差値はすぐにどうにかできるものでもないから。……だからちゃんと、お父さんも渚の通う新しい高校の候補は用意してきたんだ」

「ほら、お父さんもこう言って──は？」

　渚は硬こう直ちよくする。父の言葉をしっかりと頭で整理してみるが、たしかに「新しい高校」と父は言った。彰から父に視線を戻もどすと、父はどこから取り出したのか、三冊の高校のパンフレットを見せてきた。

「さあ、渚！　お父さんが、渚でも楽しい学校生活を送れそうな高校を絞しぼってみたぞ！　この中から渚の好きなところを選びなさい！」

「いやいや、待って。待ってくれ、父よ」

「そうですよ、おじさん。僕と別の高校なんて、今と同じようなことに……」

「彰くんも待って」

　転校先で揉もめている二人を、渚は止める。

　別に転校することに抵てい抗こうはない。ただ、学校を変えたところで渚の性格は変えられない。結局同じことになる未来は見えているのだ。

「私には学校生活が向いてないんだって」

「何事もネヴァーギブアップだ、渚！　まずは新しい学校で頑がん張ばってみる！　友達に囲まれた楽しいスクールライフが渚を待ってるから！」

「待ってない。友達はできないよ。……でも！　ゲームは友達になってくれるから！」

「お父さんはゲームが友達なんて認めないぞ！　お願いだから、ゲームをいったん忘れて……お父さん悲しい」

「……そう言われても」

「お願いだ、渚！　とりあえず通ってみなさい。お父さんの言うように、今の学校が合わないだけかもしれないだろう？　この通り！　お父さんの一生の頼みだ！」

　父が床に頭を擦こすりつける。そこまでされて断ることはできず、渚は渋々頷いた。

　転校先の候補はいずれも私立。パンフレットの表紙を飾かざっている校舎も外観は大差ないため、つまらなそうにパンフレットを手に取る。

　しかし、三校目のパンフレットをめくっている途と中ちゆうで、渚の手が止まった。

「え、やばい……この制服すっごくかわいい」

　以前プレイしたゲームキャラの着ていた制服に似た、ピンクと黒基調のかわいいブレザーの制服だ。着ているモデルの女の子も美人で、渚の心が摑つかまれた。

　そして、さらに次のページに掲かかげられた校風に目を奪うばわれる。

「『校風は自由』……校則ないの？　この学院」

　そこには明確な校則は指定していないと書いてある。今の学校では校内でのスマホ使用は禁止という校則があるけれど、この学校にはそんな校則もない、ということ。

　渚が興味を示すと、父も嬉しそうにパンフレットを覗のぞき込こんだ。

「桐きりヶが崎さき学院かあ。ここはいいぞ。良家のご子息ご令れい嬢じようもたくさん通かよってるから、将来を担になう人間を育てる教育の一いつ環かんで、校内での生活はほぼ生徒の裁量に任まかせているらしい！　だから渚にもきっと合うはずだぞ！」

　父はノリノリで桐ヶ崎学院を勧すすめてくる。

（学校自体行きたくないけど……どうせ行かなきゃいけないなら、校内でゲームできるとこがいいよね）

　その考えに行き着いて、渚は瞬しゆん間かん的に桐ヶ崎学院を選んでいた。
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　早く渚を学校に通わせてやりたいという父の熱意により、転校を決意してから約一週間で、桐ヶ崎学院に通える手て筈はずが整った。

「よりにもよって明日から学校かあ……エヴァンス王子のイベが始まるのに」

　渚はため息を吐つきながら、スマホの画面をなぞる。ちなみに今プレイしているのは王子様を育てるゲームではなく、モンスターを強化して挑いどむパズルゲーム【モンスターサーカス】だ。

　そんな渚の背後には彰がいる。彰は幼い頃から渚の世話を焼きたがる癖くせがあって、今夜もこうして渚がゲームに集中できるように、わざわざ家に来てドライヤーで髪かみを乾かわかしてくれているのだ。もはや渚にとって彰は実の兄も同然の存在だ。

「はあ……朝起きれるかなあ。いつもは朝寝るのに」

「起こしに来てあげたいけど、僕が学校に行く時間は渚ちゃんが起きるには早すぎるからね」

「本当、彰くんはすごいよ。それに比べて私は……」

　前の学校も通学時間は普ふ通つう、授業の難しさも普通、という特に厳しくもない学校生活であったにもかかわらず、渚は不登校になってしまった。

（……自じ業ごう自じ得とくだけど）

　ゲームをしながら渚は小さくため息を吐く。そんな渚を見て彰はくすりと笑った。

「でも、新しい学校に行ってみて、それでもダメなら仕方ないよ。そのときは僕がおじさんの説得を手伝ってあげるから」

　彰の優しい言葉に渚は涙なみだぐむ。彰が味方なら心強い。

「ありがとう、彰くん。とりあえず、明日はちゃんと行ってみる」

「うん。……そうして最後には僕の学校においで。勉強は僕が教えてあげるから」

　ドライヤーの音に紛まぎれて彰が呟く。そんな彰の真意を知らぬまま、渚は優ゆう雅がにゲームを楽しんでいた。
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　そういうわけで初日は真面目に通おうと、渚は桐ヶ崎学院にやってきた。

　転校生は珍めずらしいもの。それも季節外はずれとなれば、当然興味をひく。おかげで休み時間になると、クラスメートが自然と渚に話しかけに来てくれた。

「今の時期に転校してくるって珍しいね！」

「なんで転校してきたのー？」

（どうしよう……。『前の学校は不登校だったから来ました～♪』とか言えないし……なんて返事すればいいんだ。やばい、選せん択たく肢しが見えない、マジやばい）

　質問自体が返答しにくい内容であるため、渚は返事に戸と惑まどってしまう。無難な返答を考えるけれど、何が無難なのかも分からない。

「……い、家の都合で」

「引ひつ越こしとか？　前の学校も結構近くだよね？」

　新たな質問が飛んできて、渚は頭を悩なやませる。

（無理……もう何も聞かないでください。ほんとどうしよう……）

　うまい返事がまったく見つからない。そのせいで渚は話しかけてくれたクラスメートと会話を発展させられずにいた。けれど予よ鈴れいという助たすけ舟ぶねが、渚を質問の嵐あらしから解放してくれる。周りが次の授業の準備のために席に戻り始めたため、渚は一息つけた。

（……つ、疲つかれた）

　慣れないことに神経を使ったため、渚は癒いやしを求めてスマホを手にする。しかし、ゲームを開始することなく、手にしたスマホをスカートのポケットに戻してしまった。

（何戻してるんだろ……ここは前の学校じゃないのに）

　自分の行動に呆あきれていると、隣の席の女子がスマホゲームをしているのが渚の視界に映り込んだ。

（あ……あれ、このあいだ配信スタートしたカードゲームだ）

　渚が興きよう味み津しん々しんに画面を見つめていると、渚の視線に気づいてその女子が振り向いた。

「天宮さん？　どうしたの？」

「え、あ……えっと、そのゲーム……」

「ああ、もしかして天宮さんもしてるの？」

「いや、その……まだしたことはなくて」

「そうなの？　結構おもしろいよ、これ」

　気さくに笑いかけられ、渚は戸惑う。そのゲームはスマホの容量の問題で見合わせていたのだ。レビュー次し第だいではメッセージアプリを消去する覚かく悟ごもしているほど気にはなっていた。

　サイトを見て事前調査もかなりしているが、大当たりキャラや、素材のドロップ率、スキルランクややり込み要素など、聞きたいことがたくさんある。

（でも……）

「……そう、なんだ」

　渚は踏ふみ込こんだ話をすることなく、すぐに話を切り上げる。相手も渚がすんなり話を切り上げてしまったため、肩かたをすくめてゲームを再開してしまった。




　その休み時間以降、隣の席の女子とは話をしていない。他の女子も徐じよ々じよに『話の弾はずまない転校生』への興味は薄うすくなってあまり声をかけてこなくなった。

（まあ、今日はお試ためし登校みたいなものだし。やっと、帰れる……）

　学校が変わったところで渚は渚のままだ。コミュ力の低い渚が友達に囲まれるわけがない。努力なしにそんなご都合主義な展開が訪おとずれないことも最初から分かっていたこと。

　ともあれ初日はこれで終しゆう了りよう。このあと夕方五時からは【愛しのプリンス様】のイベントも開始される。楽しいことは学校の外にたくさん待っている。渚はそんなプラス思考で元気を取り戻し、ホームルームが終わるなり教室を飛び出した。

（みんなの走り具合によってはコンビニに行って課金の用意をしなきゃ！）

　イベントへ向けての計画を立てながら、渚は廊ろう下かを走る。久しぶりの学校で疲れてはいるが、エヴァンス王子を前にそんなことは言っていられない。

　そうして鈍のろ間まな足を懸けん命めいに動かしていると──。

「──おい、待て」

「わ、あ！」

　渚は腕を摑まれる。瞬間、廊下を歩いていた生徒たちがざわついた。

「……高城先せん輩ぱいだ」

「廊下走ってただけで捕つかまえるとか、さすが……」

「ああ、怒おこられるの怖こわいけど、でもちょっとうらやましいかも」

「じゃあ、あんたも何か風紀違い反はんしたら？」

　いろんな声が渚の周りで沸わき起おこる。渚が自分の腕を摑む男子に視線を向けると、整った顔が見下ろしていた。絶ぜつ妙みように相手の視線が渚の顔より下に向けられているため、渚はマジマジと男子の顔を拝おがみ、そして感かん嘆たんの息を吐いた。

（……う、わあ、イッケメン）

　即そく座ざにそんな感想がこぼれるほど、整った顔面をしている。ただし安易に「イケメンですね♡」と伝えられるような感じではない。言った瞬間に、三時間くらい正座で説教されそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出だした男子だ。

「え、ええっと、何か？」

「廊下を、走るな」

　呼吸を整えるようにして男子は言葉を吐き出す。地の底から出てきたような声で言われ、渚は肩をビクつかせた。

「す、すす、すみません。ちょっと急いでて……」

「この腕を放したら、また走る気か？」

　渚が頷うなずこうとすると、摑まれた腕に痛みが走る。爪つめが食い込むくらいに強く握にぎられていた。

「あ、ああ、いや！　廊下は走りませんので！」

「外を走るのも論外に決まってるだろ」

（え、なぜ）

　校内ならまだしも校外での行動まで、見ず知らずの生徒に規制される覚えはない。しかし男子は困こん惑わくする渚の顔には目もくれない。

（……この人も他人と目を合わせるの苦手なのかな。……だとしたら親近感……）

　と、渚は思っていたのだが。男子は渚の顔を見ないまま、空あいているほうの手を自らの顎あごに当てた。

「もしかして、転校生か？　……一度でも見ていたら、絶対に忘れないはずだが」

（そんな特とく徴ちよう的な顔してる!?　てか顔見てる!?）

　心の中では元気に突つっ込こむけれど、渚は「は、はい……」と遠えん慮りよがちに頷くのみ。

「やっぱりな。自己紹しよう介かいが遅おくれたことは謝あやまる。俺は風紀委員長の高城時雨。お前の名前は？」

（わぁ、ぽいぽい。テンプレ風紀委員長って感じ）

「え？　あ、えっと、天宮渚で──ちょちょ、ちょっと待ってください！　ど、どど、どこ行こうとしてるんですか!?」

　渚の腕を引っ張って、時雨は昇しよう降こう口ぐちとは正反対のほうへと歩き出す。

「ここは人目が多い。じっくり話すにはちゃんとした場所が必要だ。……市いち原はら。俺だ」

　渚が抗こう議ぎするも、時雨は聞き入れようとせず、何やらスマホで電話を始めた。

「悪いが、俺の代わりに黒くろ瀬せと教室の点検をしてくれないか？　あとは一年生と二年生の教室だけだ。いや、視聴覚室での作業は俺がする。ありがとう、頼んだ」

　電話を済ませると、時雨は渚の腕をより一層強く引っ張る。

「場所は確保した。行くぞ」

「い、いや、その、わわ、私には用事がありまして──」

「お前の聞き分けがよければ、すぐに終わる話だ」

（危ない臭においしかしないけど!?）

　渚の本能が危険を知らせている。だから抵抗すべく、脚を別の方向へと動かすのだが、如何いかんせん男子の力には敵かなわず、引きずられてしまう。

「うぐっ、脚が引きずられて……」

「何？　脚が？」

　渚が唸うなるように声を出すと、時雨の顔色が変わった。

「すまない。取り乱して……まさかあなたを引きずってしまうなんて」

（……。……あなた？）

　時雨の視線はいまだ渚の脚に向けられている。十秒ほど前まで渚のことを「お前」と呼んでいたのに、何かがおかしい。その何かを渚が判断する前に、時雨が渚を抱き上げた。

（噓うそ、お姫ひめ様抱っこ？　え、謎なぞの親愛イベ突とつ入にゆう？　なんで？　何これ、望んでないよ？）

　渚が脳内で言葉を散らかす中、廊下にいる女子が死にそうな声をあげる。エヴァンス王子のウインクモーションを見たときの渚の声と完全一いつ致ち。

（そう！　エヴァンス王子！　こんなことしてたらイベ始まるって！）

「お、おお、下ろしてください！　お願いします！」

「ああ、下ろしてやる」

　そう言いながら、時雨は下ろす気配も見せず廊下を歩いていく。

　渚がおとなしく頰を染めて抱かれていれば、少女漫画のワンシーンさながらというのに。時雨の腕の中で盛せい大だいに暴れまわっているため、水みず揚あげされたマグロのお披ひ露ろ目め状態だ。




　そんな羞しゆう恥ちプレイを強要され、ようやく下ろしてもらえたのは視聴覚室に着いたときだった。

　渚を適当な机の上に座すわらせるとすぐに、時雨は渚の前にひざまずく。その行動に渚がびくつくと、時雨はくすりと笑った。

（やだもうこの人コワイ）

「安心しろ。ここは風紀委員の集合場所──事前に人ひと払ばらいはしてある」

「よ、余計に不安を煽あおられたんですけ、どぅ!!」

　渚が反論しようとするも、その口を時雨が塞ふさぐ。息の根さえも止めそうな勢いで、渚の唇くちびるに手を押おし当あてた。もう片方の手は渚のふくらはぎに触ふれている。

「少し黙だまっていろ。そうすれば……悪いようにはしない」

（やばい、これ本当にまずいや──つううう!?）

　渚の全身に鳥とり肌はだが立つ。時雨は渚の口から手を離はなすと、そのまま撫でるような所作でその手を渚の太ふと腿ももに下ろした。

「……やっと、あなたに触れられる」

　そう告げると、時雨は渚の太腿を撫でながらふくらはぎに頰ずりを始めた。

（な──っ!?）

「廊下を走っているあなたを見てから、ずっと興奮が止まらないんだ。今の今まで心を抑おさえるのに必死だったよ。本当は何も考えずに飛びつきたい気持ちでいっぱいだった。でも……あなたが美しすぎるから、どうしても触さわりたくて……」

　時雨の声が、先ほどとは一変し、とてつもなく優しい声こわ色いろになる。渚はその声と、その発言内容と、そしてその視線の先にあるものから、先ほどの疑問に答えを見つけた。

（……まさか、「あなた」って私の脚のこと？　脚と会話してんの？　いや、まさか……そんな人間が、現実にいるわけない。いてほしくない）
















　渚の頭がぐるぐる回る中、精神に働きかける時雨の言葉も止まらない。

「今までだって綺き麗れいな脚は見てきた。それでも理性が崩ほう壊かいすることなんてなかったのに。こんなにも綺麗な脚が存在するなんて。……こんな気持ち初めてで、どうしたらいいか分からないんだ」

　時雨は今にも泣き出しそうな声で脚に対して言葉を連ねる。愛しさに満ちた言葉が渚の脚にのみ浴びせられていく。

「それなのに、あなたは俺を誘ゆう惑わくするみたいにその美しい姿を他の男の前に晒さらして──そう。こいつが、あなたを無む闇やみに酷こく使しして」

　脚にしか向いていなかった時雨の視線が、ようやく渚に向けられた。寸前までの熱視線はどこへやら。憎にくしみに満ちた視線が渚に刺ささる。

（まずい……ガチサイコが降臨してしまった）




　と、いう成り行きで今に至っているわけだ。冷静に思い返してみてもどこの選択肢で間ま違ちがったのかよく分からない。あえて言うなら選ぶ学校を間違えてしまった、というところだろう。しかし現実はゲームではないから、それが分かったところでロードもリセットもできないのだ。

「ハァ……ずっと俺の目の前に飾って愛したい。俺の視覚も触しよつ覚かくもすべて、あなたに支配してもらえたら……どんなに幸せか。あぁ……っ、興奮が止められない」

　時雨の息いき遣づかいは、どんどん荒くなっていく。恍こう惚こつの笑えみを浮かべ、舐なめんばかりの勢いで脚に頰をすり寄られては気持ちが悪い。イケメンであっても、それは話が違う。

　とはいえ、機き嫌げんを損そこねたら何が起きるか分からない。渚は時雨の感情を逆なでしないよう、彼の腕から静かにすり抜ぬけようと脚を動かした──のだが、逃にげ出だそうとした渚の脚は瞬しゆん時じに時雨の腕に捕まり、代わりに鋭するどい視線が向けられた。

「……邪じや魔まをするな。さっき言っただろ？　今、俺が愛しい脚に愛を伝えている最中だ。部外者はおとなしくしていろ」

「ぶ、部外者？　ええっと……？　脚は私の一部っていうか、私自身というか……？」

「自分自身、だと？　ただ胴どう体たいでつながっているだけの分際で。この美しい見事な脚と同じ存在だと言いたいのか？」

（そう、くるのか──。やっばいな、どうしよう。乙女おとめゲームでもサイコキャラとの相あい性しよう悪くてバッドにしか進まなかったんだけど……。ここは無難に話を合わせて──）

「この脚とは生まれたときからずっと一緒にいる、ので？　同じ存在、みたいな……？」

「なるほど。……俺より、この脚のことを長く知っていると自じ慢まんしたいわけか」

「いや、あの、そんなの自慢する人いますか？」

「ふっ、まあいい。お前が自慢しようとも、俺はかまわない」

　勝手に話を始めて終着させた時雨は、再び渚の脚を撫でまわす。奇妙なやり取りのせいで気持ち悪さが五割増しだ。ゾワァッと悪お寒かんが背中に走る。

　渚を睨にらみつけているときはつりあがっていた時雨の目め尻じりが、今は見ていて不安になるほど垂れ下がっている。冷れい酷こくな眼差まなざしが一いつ瞬しゆんで、溶けるほどの熱視線に変わった。

「ハア……愛しさが止まらない。あなたを今すぐ恋こい人びとにしたい。あなた以外考えられない」

「え？」

「お前じゃない」

　渚が驚きよう愕がくのあまり声をあげると、時雨はまたすぐに冷たい顔に戻って、渚を睨みつける。

　時雨が渚ではなく、渚の脚に話しかけていることはもう十分すぎるほど理解した。でも脚には口がない。答えてあげられるのは渚しかいないのだ。

「あの、私の脚にまだ恋人は早いかと……」

「早いわけないだろ。もう結けつ婚こんできる歳としだ。まあ……俺のほうがあなたを少し待たせてしまうことになるけれど」

「いやぁ……待つ気はないのでお気になさらず」

「な……っ、まさか、あなたにはもう決まった相手が？」

「いや、そうではなく……あああああっ、誰だれか通訳してください」

「こんなに綺麗なら、すでに誰かいてもおかしくないけれど。あぁ、ダメだ。……あなたが俺以外の男に抱かれる姿なんて見たくない。俺はいったいどうすれば……」

「とりあえず頭の中を緊きん急きゆうメンテしてきたらどうでしょう……」

「……いったん頭の中を整理して冷静に策を考えろ、ということか」

「さ、策は考えなくていいと思います!!」

　渚の言葉は無視して、時雨は早さつ速そく何かを思案するように顎に手を当てた。

「まずは親交を深めるところから始めるのはどうだろう」

「……溝みぞが深まりそうですね」

　渚は事実を伝えてあげる。すると時雨は渚の脚に向けていた優しい笑顔を消して、うんざり顔を渚にぶつけてきた。

「本当に減らない口だな。どうしてお前みたいなやつがこの素す晴ばらしい脚の持ち主なんだ」

「そう言われましても……両親に聞いてください」

「……ご挨あい拶さつに行け、だと？　一応、気が利きくセリフも言えるんだな」

「コミュニケーション機能のバグがひどすぎませんか？」

「まあ、挨拶の予定は考えておくとして……愛する脚と親交を深めるためには、一緒にいる時間を増やすのが一番効果的か。……でも俺は朝も放課後も風紀委員の仕事で忙いそがしくしているし……なかなか時間が──」

　そこまで口にして、時雨は閃ひらめいたように目を見開いた。

「ああ、これが一番だな。お前には風紀委員になってもらう」

「……ご冗談を」

（明日から再び不登校になるしかない人に何をおっしゃいますか）

　丁てい寧ねいに断りながら、内心で渚はそんな言葉を追加する。

「あの、もういいですか？　本当に私には用がありまして……」

「ダメだ。まだ話は終わってない」

「いや、もうお話は──」

　渚の声はそこでかき消える。渚の制服のポケット、正しくはその中のスマホから、大音量でアラームが鳴なり響ひびいた。設定曲は運動会で定番の、「天国と地じ獄ごく」の序曲だ。

　──まさにこれは競争の合図。その曲を聞いた瞬間、渚の手が素す早ばやく動いた。

「走らなきゃ！」

「走る？　待て、お前の脚は今のままで十分、むしろ今が至高だ。変な筋肉を──」

「違う！　うるさい、黙って！」

　敬語すら忘れて、渚は鬼のような形ぎよう相そうでスマホを連打し始める。

　時刻は夕方五時を回った。【愛しのプリンス様】のイベント開かい催さい時刻だ。時雨のせいで危あやうくスタートに遅れるところだった。アラームのおかげで助かった。過去の自分を誉ほめ称たたえたい気分だが、今はそれどころではない。

「おい──」

「黙ってください！　ほら脚ですよ、脚！」

　渚は時雨を黙らせるべく、彼の顔面に脚を押しつける。すると時雨は渚のことを忘れて、本能丸出しのフィーバーモードに陥おちいった。

「あなたのほうから俺を求めてくるなんて……おかしくなりそうだ……もっと俺に絡からみついて」

　ねっとりした息が脚にかかる。けれどゲームに集中している渚は、そんなことも気にせず自らの脚を売り払った。

「俺の頰とふくらはぎがこんなに密着して……今にも一体化しそうだ」

　時雨と脚による濃のう厚こうなラブストーリーが展開されているが、渚はそれさえも無視だ。

「……キスしたい、させて。こんなに俺を誘さそっておいて、お預けなんて言わないだろ？」

　脚に問いかけているみたいだが、もちろん脚は返事をしない。代返できる渚も今はゲームのイベントに夢中だ。がしかし──。

「本当に？　ああ……そこは気にしないでくれ。今はそれだけで十分だ。気持ちはあとでついてくる。いや、俺が絶対にあなたを振り向かせてみせる」

　時雨の脳内は脚との意思疎そ通つうに成功したらしい。妄もう想そうという翻ほん訳やく機が効力を発揮したようだ。そしてその妄想の赴おもむくままに時雨は渚の右脚に両手を添えた。

「うまくできるかは分からないけれど、この愛情は本物だから……俺にすべてを預けて」

　時雨の唇が渚の白い肌はだに触れる。靴くつ下したから顔を出す膝ひざ小こ僧ぞうに優しく唇を押し当てて、そのまま吸いつくように唇をすぼめた──瞬間。

「うああああっ!!　ボーダー高すぎだろ!!　ふっざけんな!!」

「ぐっふ！」

　地団太を踏んだ渚の膝ひざが見事に時雨の鼻にヒットした。

　エヴァンス王子の麗うるわしいレアカードを取るために必要なイベントポイントが鬼き畜ちくレベルだと分かって渚は怒いかり狂くるっていた。決して自分の脚が襲われたからではないのだが、時雨の目にはそんなふうに映ってしまったらしい。

「いいところで邪魔をするな！」

　時雨は鼻を押さえて渚を睨みつける。対する渚も血走った目で時雨を睨み返した。

　しかし今は本当に、時雨と揉めている場合ではないのだ。

「くっそ、もうみんな爆ばく走そうしてるし!!　とりあえず早くコンビニに行かなきゃ──」

　そうして脚を動かそうとするが、渚の脚はイケメンとラブストーリー進行中。自分が時雨に脚を売うり渡わたした事実を思い出し、渚は自分を隠かくすことなく舌打ちした。

「もうお触りタイム終了です！　エヴァンス王子が私を呼んでるので帰ります！」

「エヴァ……誰だ、そいつは。……まさかこの脚の──」

「脚じゃなくて私の嫁よめです!!　私の脚にもエヴァンス王子は渡さない!!　同どう担たん拒きよ否ひ!!」

　そう叫さけびながら渚は時雨を振り払おうとするが、時雨は渚の脚にしがみついて離れない。

「まだ話が終わってないだろ。お前が風紀委員になると言うまで俺は──」

「分かりました!!　もう先輩のお好きにどうぞ!!」

　その言葉を聞いた瞬間、時雨は渚の脚を手放した。

　反動で渚は前のめりに踏み出してしまうが、おかげでやっと家に帰れる。

「急がなきゃ！　エヴァンス王子、絶対迎むかえに行くからね！」

「だから、走るなと──」

　そんな時雨の声を背に、渚は視聴覚室を飛び出して学院をあとにした。




　ゲームイベントのことで冷静さを失っていた渚が、自分の膝についたキスマークと、自らが犯おかした最大の選択ミスに気づいたのは、ゲームのスタミナを消費し終えたときのことだった。
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　転校初日にして、かなりまずい展開を迎むかえてしまった。

　ゲームのイベントのことで頭がいっぱいで、渚なぎさはすべてを投げやってしまった。後こう悔かいは本当に先に立たなかった。

（マジでどうしよう）

　渚はスマホの画面を叩たたきながら頭を抱かかえる。ゲームに集中しすぎていたので会話はうろ覚えだが。

『まだ話が終わってないだろ。お前が風紀委員になると言うまで俺おれは──』

『ああっ、分かりました!!　もう先せん輩ぱいのお好きにどうぞ!!』

　この会話だけは鮮せん明めいに覚えている。その返答のおかげで時雨しぐれが足を放してくれたからだ。

　つまり、渚が風紀委員になるもならないも時雨の好きにしてくれ、と言ったことになる。普ふ通つうに考えれば、そう。

（でもあの人は普通じゃないし。脚フェチクレイジーサイコだし）

　もしかしたら渚とは違ちがう解かい釈しやくをしているかもしれない。もう渚はそう信じるしかない。

『オレのとびっきりの笑え顔がおで君を幸せにしてあげる！』

　スマホから聞こえるのはエヴァンス王子のキメ台詞ぜりふだ。ゲームのマイルームに飛ぶと、毎度この言葉を告げてくれる。

　エヴァンス王子の笑顔ときたら、それはそれはかわいすぎて、毎度渚を励はげましてくれていたのだけれど。その笑顔のために渚は幸せどころか不幸のどん底に向かっている。

（いや、エヴァンス王子のせいじゃない。愛する人のせいにするなんて私のバカ）

　そうしてまた、渚は自己嫌けん悪おに陥おちいる。それでもイベントを進める手は止まらない。

「あれ？　渚ちゃん、まだお風ふ呂ろ入ってなかったの？」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みにため息を吐ついた渚の耳に、優やさしい声が聞こえる。扉とびらのほうを振ふり返かえると、幼なじみの彰あきらが立っていた。たしかにいつもなら風呂は済ませている時間だが、膝ひざについたキスマークを見たくなくて入れずにいたのだ。

「彰くん！」

「今日からイベントだって言ってたから、髪かみ濡ぬれたままかなって……心配で来ちゃった」

　テヘッとでも言いそうな、照れた笑顔を見せてくれた。天使がここにいる。渚は「ごちそうさまです」と合がつ掌しようすると、すぐさま彰の胸に飛びついた。

「あはは、どうしたの？　初日は、やっぱり大変だった？」

　彰に頭を撫なでられながら、渚は今日起きてしまった悲ひ惨さんな事件について告白した。

　といっても、時雨の変態行動については口にするのもおぞましかったため「風紀委員長に目をつけられて、風紀委員にさせられてしまったかもしれない」という説明になってしまったのだが。

「それって委員長にお願いされただけでしょ？　だったら大だい丈じよう夫ぶ」

　彰は笑顔で渚の不安を洗い流してくれた。

「僕ぼくの学校とは少し違うかもしれないけど……委員長が委員を任命するなんて話聞いたことないし。渚ちゃんの好きな委員会に入ればいいんだよ」

　たしかに、彰の言う通りだ。渚の前の学校でも、委員会についてはクラス単位で委員を決めたし、委員長はあくまで進行役程度。そんな大きな権限はなかった。

「でももし、渚ちゃんが風紀委員にならないからって、その委員長が怒おこって何かしてきそうなときは、すぐに逃にげるんだよ？」

　彰は渚のことを心配してくれる。その優しさに感動している途と中ちゆうで、渚はハッとした。

（そっか、逃げればいいんだ。もう二度と、学校に行かなきゃいいんだよ！）




　しかし、かの変態はそれすらも見み越こしたかのように、先手を打って渚の前に現れた。

「おはよう。学校に行く支し度たくはできたか？」

　エヴァンス王子のために朝からイベント爆ばく走そう中だった渚は、その声を聞いて耳を疑った。

　スタミナを消費したらまた眠ねむりにつこうと思っていたのに、一気に目が覚めた。

　自分の部屋の扉が開け放たれた先──そこには時雨がいた。傍かたわらには、嬉うれしそうな父と母の姿まである。変態の侵しん入にゆうを許したのは、本来味方であるはずの両親だった。

「渚、お前……風紀委員なんて、素す晴ばらしい仕事を……もらったんだって？」

　父が泣いている。まるで嫁よめに出す日の父の図だ。感動の涙なみだなのだろうが、感動の矛ほこ先さきが間ま違ちがっている。そしてそれを聞いている渚も泣きそうだ。

「いや、違う！　まだ決まってな──」

「時雨くん、わざわざ渚のために迎えに来てくれたんだって！　いい人ねぇ、もうっ！」

　渚が訂てい正せいしようとするも、興奮気味の母が声をかぶせて聞いてくれない。時雨の見た目に騙だまされた母はデレデレ状態。母も女性だったのだと渚は悟さとる。

（両親を先に丸め込んだな！　ずるい手を使いやがって！　迎えに来ただって？　違う違う！　捕つかまえに来たんだよ、私の脚あしを！）

「どうぞお引き取りください」

「こらっ、渚！　そんな無ぶ愛あい想そうなことを言うんじゃない、まったく！　すみませんね、うちの子が。せっかく来てくれたのに」

「大丈夫ですよ。俺が好きでやっているので気にしないでください」

（外そと面づら神かよ）

　けれど、時雨の本ほん性しようなど知らない両親は喜んではしゃいでいる。

「新しい学校に君のような人がいるなら安心だ！　渚をよろしくお願いします！」

　すべてを託たくす勢いで、父は時雨に頭を下げると、母を連れて消えていった。

　部屋に、時雨を、この変態魔ま神じんを放置して。

「……おい、どうしてまだ着き替がえていないんだ」

　先ほどまでの時雨はもういない。二人きりになれば時雨の化けの皮は剝はがれ落おちる。

　時雨が足を一歩踏ふみ出だした瞬しゆん間かん、渚はヒッと喉のどを引きつらせた。

「こ、来ないでください！　変態！」

「はあ……勘かん違ちがいはやめてくれないか？　俺の頭がどう変になってもそんなだらしない格好をした女子に興味は持たないから安心しろ」

　前まえ髪がみをチョンマゲにして縁ふちの大きな眼鏡めがねにテロテロのＴシャツに赤ジャージという渚のゲーム用装備を見て、時雨は鼻で笑った。

（む──っ、ムカつく!!　けど言い返す言葉が──いや、ある!!）

「わ、私には興味ないかもしれないですけど！　で、でも私の脚には、き、キスしたじゃないですか!?」

　渚が時雨の言葉に反論すべく、昨日脚が襲おそわれかけた事実を掘ほり返かえす。すると渚を見下ろしていた時雨が、少し喉を詰つまらせた。

「……あれは、少し取り乱してしまって、悪かったと思ってる。あんなことをしておいて、説得力はないかもしれないけれど、できれば俺のことを勘違いしないでほしい」

「あの、どこ見てますか……」

　時雨の視線は赤ジャージの奥おくに潜ひそむ渚の脚に向けられている。今日も変わらず、時雨にとって渚自身は部外者だ。

「俺はちゃんと順を追ってあなたと交際したいと思ってる。……今からでもやり直すのは遅おそくないはずだ」

「いや、もう……人生そのものをやり直したほうがいいと思います」

　渚が顔面を押さえて泣きそうな声で突つっ込こむと、時雨が大きなため息を吐いた。

「はあ……お前は本当にうるさいな。まだ眠ってるお前の脚に、声をかけているだけだ。お前の返事は一言も求めていない」

（日本語なのに意味が分からない!!）

　さすがは脚フェチクレイジーサイコ。時雨は真ま面じ目めな顔で意味不明な言葉を吐はいてくる。しかし、時雨は自分の発言になんの問題も感じていないようで、やれやれと首を横に振った。

「とにかく着替えろ。遅ち刻こくするぞ」

「すみません……体調が優すぐれないので、先輩だけ行ってください」

「却きやつ下か。今の今までゲームしてた元気があるなら学校に行ける。それにお前は風紀委員になったんだから、学院の模も範はん生せいとしての自覚を持て」

「その件ですけど、昨日はとても混乱してまして……。やっぱり私、風紀委員には──」

「もうすでに先生方には話を通してある。お前は昨日めでたく風紀委員になった。おかげで転校生はこの俺に気に入られた真面目ないい子、と早くも職員室で評判だ」

（──は!?）

　その事実を告げられ、渚は目を丸くする。渚の思考回路も行動もすべて読んだうえで、風紀委員になって委員長に捕らわれる道しか残らないよう先回りしていたのだ。

「こ、困ります！　私が風紀委員なんて無理です!!　こんなやつがなったら世も末──」

「だから俺が優等生にしてやるんだ。脚のついでにお前のことも人間として最高の状態に管理する。お前の脚の将来のためにな。すでにご両親の許可も得てる」

「ふぁー」

　意味の分からない言葉も混ざってきて、渚は頭を抱える。逃げるが勝ちだったつもりが、すでに先回りされていた。渚の全身に時雨の戦略という名の弾だん丸がんがめり込んだ。

　けれど渚はこの状じよう況きように屈くつ服ぷくするほど、聞き分けのいい人間ではない。

「……わ、分かりました。……とりあえず、制服に着替えるので、出ていってください」

　時雨が部屋を出た隙すきにベランダから隣となりの部屋に移って逃げよう、という作戦だ。

　さすがに女子が着替えるとなれば、時雨も慌あわてて部屋を出ていくだろう。

　そう思って、待つこと三十秒。時雨は部屋を出ていく気配を見せない。それどころか、部屋に散らばった渚の教科書をかき集めている。

「え？　あ、あの先輩、何して……」

「今日の二年一組の授業は英国数の他、化学と日本史、世界史だ。お前の鞄かばんに入れておく」

（優しいかよ……って、そうじゃなくて！）

「で、出て行ってくださいってば！」

「気にするな。お前の着替えなど微み塵じんも興味ない」

「い、いやいやいや、興味のあるなし関係ないですよ!!　何言ってるんですか!?」

「お前のことは昨日調べ上げた。元不登校児なら学校に行きたくないあまり、俺の目を盗ぬすんでその窓から逃げる可能性もある」

（よ、読まれてる……）

「あ、あはは、やっだなあ！　せ、先輩考えすぎですよ。逃げないので出て行ってください！　さすがにセクハラですよ！」

「はっ、セクハラ？　笑わせるな。何度も言ってるだろ。お前の着替えには興味な──」

　そこまで口にして時雨は固まった。その視線は再びジャージで隠かくれた脚へと向かう。

（あ、なんか始まる）

　まだ出会って一日も経たっていないのに、慣れてしまったこの上半身と下半身への視線の移動。渚は遠い目をして、気持ち悪い発言を待った。

「着替えるということは、あなたの……裸はだかの姿を見てしまうってことか」

「……ただの素す足あしです」

「俺は、ものすごくあなたに恥はずかしい思いをさせようとしてたんじゃ……」

「……恥ずかしいのは脚より上ですよ」

　突っ込んでいる自分が虚むなしすぎて、渚は頭を抱えた。

「もうお願いですから……本当に出て行ってください……」

「そう、だな。昨日は勢い余ってキスをしてしまったけど、本当はちゃんと順を追うべきだった。……さすがにまだ裸を見る関係には早い」

「一生そんな関係にはなりません!!」

（はあ……もう精神ボロボロだけど、これでなんとか逃げられる！）

　時雨との戦いに勝利した。そう確信しながら笑顔で時雨を部屋から追い出そうとする。けれど部屋の外に出る寸前で、時雨は振り返った。

「ろくでもないことを考えているような顔だな」

「そ、そそ、そんなことないです!!　気を利きかせて出て行ってくれるなんて先輩は優しいなあって、脚が言ってます!!　私の脚が!!」

「お前の脚が俺のことをそんなふうに……？」

　時雨はまんざらでもなさそうに頰ほおを緩ゆるめる。その表情を見て渚はガッツポーズをした。

（ふっ、ちょろい）

「そうか。じゃあ……」

　時雨は薄うすく笑ってブレザーのポケットに手を忍しのばせる。不敵な笑えみを浮うかべていた渚だったが、時雨がポケットの中から取り出したそれを見て身を固くした。

「ちゃんと着替えて俺の前に現れてくれたら、ご褒ほう美びにこれをやろう」

　時雨の手には、小さなカードが乗っている。りんごのマークが目印の、それは。

「そ、それ……課金カード!?」
















　通つう称しよう・魔法のカードだ。喉から手が出るほど欲しいご褒美に、渚の全身が震ふるえた。

　渚が手を伸のばすと、時雨は渚の手の届かない高さまでカードを持ち上げた。

「これが欲しいか？」

　時雨が優しい声で問いかける。その声に対し、渚の首を縦に振る勢いは激しい。

「なら……ちゃんと着替えるんだぞ。いいな？」

　悪あく魔まの笑みを浮かべながら時雨は部屋の扉を閉める。

　パタリと扉が閉まった瞬間、渚は急いで制服を手に取った。三十秒とかからずして着替え終わり、時雨を再び部屋に迎え入れる。

「課金カード!!」

　そう叫さけびながら、渚は時雨の手に飛びつく。対する時雨も渚に課金カードを渡わたすなり、靴くつ下したを履はいた渚の脚にひざまずいた。

「おはよう。早さつ速そく、あなたを迎えに来たんだ。ハア……朝からこんな神こう々ごうしい造形美を目にできるなんて、俺は幸せ者だな」

　時雨は渚の脚に長い指を這はわせる。右膝に触ふれ、時雨は頰を染める。

「あぁ、俺の愛の証あかしもちゃんと残って……ん？　少し赤くなって──傷、だと？」

　右膝に残るキスマークに触れて時雨は満足顔から絶望顔に変へん貌ぼうする。

　昨日その痕あとを消すために全力で膝を磨みがいたゆえに膝には少し擦すり傷きずがある。そうまでしても消えはしなかったが、傷のおかげで周囲も赤くなって痕をぼかすことができた。

　そんな渚の努力に、時雨がブチギレた。

「……おい」

「っしゃあ！　これでイベ走りまくれ……ひぇっ!!」

　鬼おにの顔が目の前にあり、渚は課金カードを片手に顔を青くした。

「……いったん、そこに座すわれ」




　そうして説教されること五分。パワーワードだらけの説教でヒットポイントの尽つきた渚は、そのまま時雨に連行されるようにして学校に向かう。

（くっそぉ……課金カードのトラップさえなければ、脱だつ走そうできたのに……！）

「ほら、さっさと行くぞ」

（う、ううっ、私ってやつは!!　金に目がくらんで……っ!!　もう二度とこんな手に引っかかりませんからね……っ!!　今日だけですからね!!）

　渚が心の中でそう言い散らかしても、誰だれにも届かない。不服そうな渚の隣で時雨は満足そうに両親に挨あい拶さつをする。渚が二日目も学校に向かうことに大感激の両親は、渚の脚が人ひと質じちになっているとも知らずに盛せい大だいなお見送りをしてくれた。

（牢ろう獄ごくに向かう娘むすめをあんな笑顔で見送るなんて……！）

　そんな嘆なげきの声も当然届かない。行くと決まったからには腹をくくるしかないため、渚は渋しぶ々しぶスマホでゲームを始めた。すると──。

「おい、歩きながらスマホをいじるな」

「え……？」

　時雨が渚の腕を引いてその場に立ち止まらせる。

「で、でもゲームが……」

「どうしてもゲームしたいなら止まってしろ」

（いつまでも学校につかない!!）

　そうは思うけれど、歩きスマホはダメ、という時雨の意見はもっともなため、渚は立ち止まってゲームを再開。時雨は文句も言わず、渚のゲームを待ってくれる。

「すみません、ありが……」

　そのお礼を言おうとしたが、時雨の視線が脚に向けられているのを見て、渚は感謝ではなく、ため息を残してしまった。

　そしてロスタイムを作りながらも学校へ向かい、やっと校門に差しかかった。脚の負担になるからという理由で渚の荷物も時雨が持ってくれていたため、そこで受け取ろうとしたのだが。

「どこに行く気だ。風紀委員の仕事があるだろ」

「え？」

　困こん惑わくした顔で見つめると、時雨は「どうしてそんな顔をするのか分からない」といった顔をしている。

「さっきの説明、聞いていたか？」

「……い、いつの説明ですか」

「登校中、ずっと風紀委員の仕事を説明していただろ。まさか……ゲームに集中して聞いていなかったのか？」

　渚は頷うなずこうとしたが、時雨の顔が怖こわすぎて頷けなかった。一いつ生しよう懸けん命めい記き憶おくを掘り起こしてみれば、ねちねちと隣で風紀委員はどうだこうだと教えてくれていた気がする。本当に、気がする程度だが。

「基本は当番制で、朝は校門前にて風紀チェックと挨拶運動。放課後は落とし物のチェックに、朝の風紀チェックに引っかかった生徒のリスト作り、それから月一程度で各教室の点検や委員集会、それと……」

「ま、まま、待ってください。なんですか、その仕事量。噓うそでしょ……。それ半分くらい生徒会とか先生の仕事じゃないですか？」

　渚がうんざり顔で尋たずね返すと、時雨は少し表情を強こわ張ばらせた。けれど咳せき払ばらい一つですぐに調子を取とり戻もどす。

「それが学院の方針だ。生徒会には……生徒会の仕事がある」

「それにしても仕事多くないですか？　そんなの聞いてないです!!」

「文句を言うな。基本的に朝だけの活動で、放課後まで活動するのは幹部だけだ。だからお前は放課後は俺に脚を拝ませて、ゲームをしていればいい」

「か、帰るという選せん択たく肢しは……」

「ない」

　即そく答とうされてしまって、再び逃げ道が断たれてしまう。

（ど、どうしよう。絶対面めん倒どうだよ。無理だ、帰りたい）

　どうすればこの状況を回かい避ひできるか、渚は頭を捻ひねる。懸けん命めいに考えていると、渚は根本的な問題に気がついた。

（そもそも風紀チェックの存在がおかしいんだよ！）

「こ、この学院って『自由な校風』を売りにしてましたよね!?　校則もないのに風紀委員が何を注意するんですか!?」

「よく考えてみろ。誰も彼かれもが好き勝手やったら大変なことになるだろ。『自由』の線引きは必要。その線引きをするのが風紀委員だ」

　時雨はそう言ってため息を吐くが、渚はその意見に納なつ得とくできない。

「そ、そんなの自由なんかじゃないですよ！」

　時雨の言う通りなら、風紀委員の裁量で物事の良よし悪あしが決まるということ。しかし時雨はそんな渚の意見に首を振る。

「俺たちが注意するのは目に余る風紀の乱れであって、それで生徒を縛しばるつもりはない。人間としてしっかりすべきところを指し摘てきするだけの話だ」

　そう言って時雨は渚のスカートのポケットを指差した。そこには先ほどまで渚がゲームをしていたスマホが入っている。

「学院でのスマホ使用も、授業中以外は問題ないと考えているから注意しない。その代わり……そこ！　シャツのボタンを開けすぎだ」

　時雨は視線を横に向け、校門を過ぎ去ろうとする女子生徒を注意する。第二ボタンまで開けていた女子は時雨の指摘を受けると、時雨に頭を下げながら慌ててボタンを閉めた。

「服装が著いちじるしく乱れているのは生活の乱れにつながるから注意する。……完かん璧ぺきな自由はないかもしれないけれど、俺なりに自由を尊重しているつもりだ」

（うっ……サイコのくせに、もっともらしいこと言ってる）

　出会ってから今まで『脚ストーカー』の時雨しか見ていなかったため、風紀委員長らしい時雨の様子には違い和わ感かんしかない。

　発言もまともすぎるため突っ込むこともできず、渚はつまらなそうに口を尖とがらせた。

「というわけだから、今日の当番は急きゆう遽きよ変へん更こうして俺とお前になってる。しっかり生徒の風紀をチェックしろ」

　逃げようにも、時雨に腕うでを摑つかまれて動けない。

　渚は渋々校門を過ぎる生徒たちを見つめる。生徒たちの好こう奇きな視線が刺ささるが、おそらく転校生が珍めずらしいか、見かけない風紀委員に興味を向けただけだろうと思考を放ほう棄きした。

「……あの、先輩。この風紀チェックっていつまで……うわぁ」

　問おうとして、渚は顔を引きつらせる。

　時雨は顎あごに手を添そえたまま、生徒たちの脚を見つめていた。男子の脚まで例外なく。

「……おい、そこ。スラックスを折り曲げるな」

　ちょうど目の前を通りかかった男子を注意する。その男子はスラックスを膝ひざ下したくらいまで捲まくり上あげていた。注意を受けた男子は時雨に頭を下げてすぐにスラックスの裾すそを直す。

　とても風紀委員長らしい姿だが、時雨の脚への執しゆう着ちやくを知っているからこそ渚は他意を感じずにはいられない。

「ほら、お前もちゃんと生徒を見ろ」

「……他人と目を合わせるの苦手でして」

「別に顔を見なくても全体像は摑める」

　そう断言するだけあって、時雨はちゃんと髪かみ型がたや化け粧しようや、アクセサリー、ささいなところまでぬかりなく注意している。渚もそれを真ま似ねしてみるが、足元を見たらまったく上半身が見えない。

「先輩、無理です。……脚しか見えません」

「視野を広げろ」

（先輩にだけは言われたくない言葉だよ！）

　そう突っ込みながらも渚は時雨に倣ならって視野を広げようと試みる──が、結局生徒たちの脚しか見ることができぬまま、初めての風紀チェックは終しゆう了りようしてしまった。

「だいたい風紀チェックのやり方は分かったか？」

「先輩がすごいスキルを持ってることだけ分かりました……」

「別にすごいことはない。お前もすぐにできるようになる」

（なるのか？　……や、待て、私……このスキルは必要ない）

　渚が頭の中で自問自答を繰くり返かえす。すると、時雨が渚の隣でそわそわし始めた。

「……ど、どうしたんですか？」

「もう、そろそろ限界だ」

　時雨は額ひたいを押さえ、呼吸を乱しながら潤うるんだ瞳ひとみで渚の脚を見つめる。

「……今朝からたくさんの脚を見たのに……やっぱり最高だ。炙あぶり出だす欠点が何一つない。あなたが一番美しくて……何度もあなたに目が行ってしまって……俺はダメだな」

「ダメっていうか、もうアウトですよね」

　とはいえ、これでようやく自分の教室へ向かうことができる。そう安あん堵どした渚だが、まだ時雨は腕を放してくれない。当然鞄も返してくれない。

「あの、そろそろ解放していただきたく……」

「昼休みと放課後は視し聴ちよう覚かく室に来ること。いいな」

「──え？　いや、よくはないです」

「来ないなら迎えに行く。逃げるなよ？　走って変な筋肉をつけられたら困る」

「私は困りませんけど……」

「じゃあ逃げてもいいが、お前の脚を俺が見み紛まがうはずもない。すぐに見つかると思え」

　簡単に言うと、拒きよ否ひ権はないということらしい。そして極きわめつけがこれだ。

「じゃあ、またあとで」

　時雨は渚の足元にしゃがみ込み、渚自身には絶対に見せない笑顔を向けた。一時の別れの挨拶、だそうだ。そして渚には「絶対に逃げるなよ」と、果たし状でも突つきつけるのかと問いたくなるような言葉を投げつけて、去っていった。





[image: ]






　とんでもなく疲ひ弊へいする登校だった。しかし、渚に心休まる時間は与あたえられない。

「あ、天あま宮みやさん！」

　自分の教室に行って席に着くと、わらわらとクラスメートが渚の周りに集まった。

（なな、なんだ、なんだ!?　まだ転校生に興味持ってくれてるの!?）

　目を輝かがやかせたクラスメートを見て、渚は姿勢を正す。

「高たか城しろ先輩と一いつ緒しよに登校してたよね!?　どうして!?」

（あー……それ）

　あからさまに渚は肩かたを落とす。二人で登校したことが、すでに噂うわさになっているみたいだ。自分自身に興味を持たれるわけがないと渚も分かってはいるのだが、時雨とのことを勘違いされるのは御ご免めんだった。

「あはは。それは……」

「昨日もお姫ひめ様さま抱だっこされてたって！」

（魚の水揚あげな）

「校門で一緒に腕組んで風紀チェックしてたって！」

（捕つかまってただけな。腕を鷲わし摑づかみにされてただけな）

　周囲にはロマンチックな状況に見えていたらしい。

「そ、そんなのじゃないよ。えっと、あの先輩は脚──」

「それは！　天宮さんが、風紀委員になったからだよ！」

　渚の声にかぶせて、別の焦あせった声が降ってくる。振り返ると、後ろの席の男子が胸に手を当て、眉まゆを下げていた。息切れに加えて髪や腹も少々乱れているあたり、慌てて教室に駆かけ込んできたのだろう。

「風紀委員の仕事を説明するために二人は一緒に登校したんだよ！　ねっ!?」

　その男子が「そうだと言って！」と目で訴うつたえてきた。その視線に負けて、渚はうんうんと首を縦に振る。

「お姫様抱っこは？」

「天宮さんが足をくじいたんだよ！　大事はなかったみたいでよかったね、天宮さん！」

「え？　ああ……？」

「でも腕組んでたって」

「高城先輩は手取り足取り、風紀チェックの仕方を教えるから！　ね、天宮さん！」

「う、うん？　手取り、足取り……？」

　渚はその男子の正体も分からないまま、相あい槌づちを打つ。突っ込むところはいくつもあるだろうと渚は思うのだが、みんなは納得できたみたいだ。

「でも本当、高城先輩ってかっこいいよねぇ」

「うんうん。朝の風紀チェックとか、伏ふし目めがちに注意してる顔、めっちゃかっこいい」

（伏し目）

　ただ脚を見ているだけだというのに、好意的な解釈すぎる。

　誤解が解けぬまま新たな誤解を生んでしまったが、クラスメートたちの興味はそれで半減。クラスメートたちは「なぁんだ」とつまらなそうに踵きびすを返かえした。

　みんなすぐに渚への興味はなくしてしまう。

（……こんなもんだよね）

　渚は小さくため息を吐いた。

「ていうかなんであの変態はこんなに人気なの。風紀委員なんて生徒の敵じゃん……」

　出会ったときもそうだったが、この学院の生徒は時雨のことを慕したっているようだ。特に女子。顔がいいとはいえ、性格にあれだけの問題がある人間をどうしてそこまで慕えるのか、渚には疑問でしかないのだが。

「当たり前だよ。この学院は高城先輩あってこその学院なんだから」

　先ほど渚の会話に乱入した後ろの席の男子が、渚の独り言に返事をくれる。反応があるとは思っていなかったため、渚は肩を揺ゆらしながら後ろを振り返った。

「……えっと、誰でしたっけ？　私が風紀委員っていうのも知ってたみたいだけど……？」

　渚に視線を向けられると、その男子は胸をさすりながら一段と不安定に眉を下げた。

「あ、ごめん。俺も風紀委員で……副委員長もやってるんだ。名前は市いち原はら尚なお。よろしく」

「え、あ、よろしく。天宮渚です」

　渚と尚は律りち儀ぎに頭を下げ合って自己紹しよう介かいをした。

「昨日の放課後、風紀委員の仕事を終わらせて視聴覚室に戻ったら、高城先輩から天宮さんを風紀委員にしたって聞いて。同じクラスだから逃げないようにして……いや、気にかけてって言われてて」

「うわあ……、なるほど。大変だね……」

「大変……？　むしろその逆だよ！」

　尚に大きな声で叫ばれ、渚が肩をびくつかせる。尚も自分の声に驚おどろいて、また顔を青くしている。

「い、市原くん？」

　渚が困惑した声で呼びかけると、尚は周囲を気にしながら渚の耳に手を添えた。

「天宮さん。いい？　高城先輩に頼ってもらえるなんてすごいことだからね!?」

「……すごい？」

「いや、すごいなんて言葉じゃ足りない!!　天宮さんは昨日転校してきたばかりで知らないかもしれないけど、高城先輩は本当に素晴らしい人なんだ!!　高城先輩が正しく『自由』と『勝手』の線引きをしているから、先生たちも生徒を信しん頼らいして好きなことをさせてくれる。高城先輩が風紀委員長になってからは、特に学院の評判がよくて!!」

　だから時雨は学院の生徒に一目置かれているのだと、尚は鼻息荒あらく熱弁してくれる。たしかに今朝の風紀チェックのときに見た風紀委員長としての姿は模範的だった。

「高城先輩に対して誤解を生むような言動は慎つつしんで。……高城先輩は俺の、みんなの憧あこがれなんだから!!」

　尚は真剣な顔で、渚に頭を下げた。

「だから天宮さん、絶対に高城先輩の言うことは聞いて。昼休みと放課後はちゃんと視聴覚室に行って。いい？　分かった？」

「わ、分かった」

　尚の気迫に押されて渚は思わず頷いてしまった。

（いや、頷いちゃダメだ──）

「ちょ、ちょっと待って。今の分かったっていうのは……」

「ありがとう、天宮さん！　頼たのんだよ！」

　続きの言葉を言わせないとでも言わんばかりに、尚は声を重ねた。
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　昼休みになると、尚から笑顔で追い出されてしまったため、渚はスマホとお弁当を片手に廊ろう下かに立ち往生。しかしこのまま突っ立っていてはサイコのお迎えが来てしまう。だからといって聞き分けよく視聴覚室に赴おもむくわけにはいかない。

（……そうだ！　職員室！　別の委員会に入りたいって言えばいいんだ！　そしたら市原くんにも怒られないし！　みんな平和！）

　渚は頭上に豆電球を掲かかげ、急いで職員室へと向かった。

「し、失礼します。二年一組の天宮です。えっと、白しら井い先生はいらっしゃいますか」

　白井先生というのは担任の先生だ。渚が扉からわずかに顔を出して尋ねると、人の良さそうな教師が笑顔を向けた。

「天宮、こっちだ。どうした？」

「先生、あの……委員会のことでお話が……」

「ああ、昨日高城から聞いたよ。早速朝から風紀委員の仕事もしていたみたいだし、偉えらいなぁ」

　白井先生はそんなふうに渚を褒ほめてくる。先生の笑顔を曇くもらせるのは申し訳ないけれど、そこはしっかり訂正しなければならないのだ。

「えっと、その件なんですけど……」

「高城が気に入るくらいだから、天宮はすごく真面目なんだな」

（うわぁ……あの人、本当に先生からの信頼も厚いんだな）

　分かっていたことだが、改めてその事実を目の当たりにしてしみじみと実感する。

「前の学校のことをお父さんから聞いていたから少し心配していたんだけど、まったく問題なさそうでよかった」

　白井先生の安堵した無む邪じや気きな笑顔が、渚の反論を阻はばんでくる。しかし、渚は負けない。ここで負けてはいけない。

「わ、私……その、保健委員とかになりたいんですけど」

「え、そうなのか？　高城から天宮も同意してると聞いたんだけど……ちゃんと確かく認にんしておくべきだったな。高城には天宮の委員会脱だつ退たい書を提出するよう俺から伝えておこう」

「え……？　……委員会脱退書？」

「ああ。委員会活動は委員長の裁量に任まかされているから、委員の変更も委員長が管理することになってるんだ。まあ、形式的なものだから高城もすぐに用意してくれるさ」

（何その退部届みたいな制度。あの人がそんなもの用意してくれるわけないじゃん!!）

　そしてそんな渚に追い打ちをかけるように、職員室の扉が開いた。

「失礼します。三年一組の高城です」

　扉のほうから、その声が聞こえて渚の顔が色をなくす。

（な、なぜ、職員室に来た──!?）

「せ、せせ、先生、やっぱ今のなしで……」

「ん、どうした？　ああ、ちょうどいいところに！　高城！」

　白井先生がわざわざ手招きで時雨を召しよう喚かんする。禍まが々まがしい空気を背に感じて渚の全身から冷ひや汗あせが噴ふき出した。

「どうしました？　白井先生」

　渚の隣に並び、時雨が尋ねる。渚はにっこり笑ったまま頭上の鬼の顔を見ないように努めた。

「天宮は保健委員会に入りたかったみたいだ。脱退書を書いてやれ」

「……ああ、それは誤解ですよ。白井先生」

　時雨はそんなふうに口にしてクスリと笑った。

「彼かの女じよは保健委員も兼けん任にんしたいみたいで……。風紀委員をやめたいわけじゃありません」

（──は!?）

「ああ、なるほどな！　だからさっき『なしで』って言ったのか」

「ち、ちが──」

「はい、彼女はとても真面目なんです。風紀委員の仕事は大変ですから兼任は難しいと思うので、先生からも風紀委員一筋で頑がん張ばるように言ってくださると助かります」

　時雨はできる男の顔でぺらぺらと噓八百を並べ立てていく。

　おかげで、担任の先生に意識の高さを褒められた挙げ句、風紀委員として頑張るよう奨しよう励れいされ、気づけば時雨によって職員室から視聴覚室へと連れていかれていた。

「昼休みになったら視聴覚室に来いと言ったのに、まさか職員室にいるとはな」

　じりじりと窓まど際ぎわへと追い詰められ、渚の背中が壁かべにぶつかる。

「まあ、これで……お前は風紀委員から逃げられなくなったわけだが」

　時雨は目を眇すがめて笑う。渚には時雨の端たん正せいな顔がゲス顔に見えて仕方がない。

「あ、あんなの卑ひ怯きようですよ！　噓ばっかりじゃないですか！」

「噓？　なら、真実にすればいいだけだろ」

（うああっ!!　乙女おとめゲームならウハウハできるセリフなのに──ハッ!!）

「ゲームしなきゃ!!」

　渚はカッと目を見開く。話そっちのけでスマホを手に取ると、時雨はやれやれと首を振りながら渚の足元にひざまずいた。

「これでやっと、あなたと触れ合える」

　まるで渚がゲームを始めるのを待っていたかのような物言いで、時雨は脚に笑いかけた。

「授業中もずっとあなたのことだけを考えていた。あなたの裸を見ることができなかったからかな。……でも、段階はちゃんと踏むべきだから、我が慢まんしたんだよ」

　愛いとしの脚相手に時雨はお得意の妄もう想そう補完必ひつ須すの会話を始める。一方、渚のほうもサイコそっちのけでゲームのイベント画面を開いて絶ぜつ叫きようをかます。

「んああっ、授業聞いてるうちに順位が下がってる……っ。くっそ」

　自分のランキングを確認し、渚は唇くちびるを嚙かむ。今朝はボーダー圏けん内ないだった順位が授業を受けているあいだに、圏けん外がいへと下がってしまっていた。今の順位ではエヴァンス王子の美び麗れいカードは獲かく得とくできない。今回のイベントのエヴァンス王子は過去イベの中でも最高にかわいいのだ。エヴァンス王子推おしは全員必死。敵は二十万人。一いつ瞬しゆんの油断も命取り。

「このカード取れなかったらほんと死ぬ。マジで学校来てる場合じゃない！」

　渚が半泣きでスマホを叩いていると、そんな発言に時雨が反応した。

「……あなたの持ち主がまた変なことを言い出した。すまない、ちょっと話をしてくる」

　そして時雨は立ち上がり、渚の下半身から上半身へと話し相手を変えた。

「バカなことを言うな。学校には連れてくる。これから毎日」

「無理です。私は嫁のために部屋にこもるミッションを受注しました」

「そうしなくても済むように課金カードをくれてやっただろ。まさかなくしたのか？」

「バカにしないでください！　ありがたくコードを入力してすでにジュエルと化してエヴァンス王子のために砕くだかれましたよ！　サンキューベリーマッチ！　でも学校に行ってる以上限界がありますから!!　こんな課金じゃ負けますから!!」

「なんだと……？　そんなに熾し烈れつな戦いなのか？　イベントっていうのは」

「当ったり前ですよ!!　戦争です!!　百人いたら五人しか勝てないんですからね!!　だから学校に通ってる場合じゃないんです!!　分かってください!!　お願いします!!」

　渚はスマホを連打しながら時雨に頭を下げる。

（サイコだけど、お願いだから日本語通じて!!）

「……分かった」

　渚の祈いのりが届いて、時雨が頷いてくれた。パアッと渚が顔をきらめかせると、時雨は神しん妙みような顔つきでスマホをタップし始めた。

「この半日であの額を使い切るということは、一週間でこの額になるか……」

「……すみません、いったい何を計算してらっしゃるんですかね」

「お前がそのイベント期間中に必要とする課金額だ。お前を学校に連れてくるためなら仕方ない。俺がお前のイベントの援えん助じよをしてやる」

「……はい？」

　意味が分からないわけではない。渚は耳を疑っているのだ。

「だから、俺がそのイベントに勝てるだけの課金カードを準備してやると言ってるんだ」

　改めてはっきりと告げられ、渚は驚きよう愕がくのあまり首を横に振る。

「い、いりません！　お、お金ですよ!?　親のお金ですよ!?」

「舐なめるな。俺は美脚研究チームの主力メンバーとして多くの美脚グッズの制作に関かん与よして報ほう酬しゆうを受け取ってる人間だ。お前に払はらうお金は今朝の課金カードを含ふくめ、俺の金だ」

（美脚研究チームって何!?　その設定、何!?　……でも先輩のお金なら先輩の好きにしていいってこと──いや、お金だよ!?　ダメでしょ!?）

　渚の頭の中は完全に混乱状態に陥っている。

「人のお金なんてもらえません!!」

「今朝はもらっただろ」

「あ、あれはご褒美で……一回きりのプレゼントみたいなものだしいっかな～って……いや、今思えばよくないけど！　でも今回の額はプレゼントレベルじゃなくなりますよ!?」

「ああ。ちゃんと計算済みだ」

「金銭感覚!!」

　渚が頭を抱えるも、時雨の甘あまい誘ゆう惑わくは止まらない。

「今までそれなりに気に入った脚のブロマイドにかけていたお金が、リアルな愛する脚との時間に変わるんだから、俺にとってはいい話だ」

（いいのかそれで!?　ていうか脚のブロマイドって何!?）

「それに考え方を変えてみろ。お前がゲームに課金するのと同じで、俺もお前の脚と過ごす時間に課金する。そう思えばいい」

　頭の中では渚・悪魔バージョンが「もらっちゃえよ」とささやいてくる。渚・天使バージョンはボコボコにされながらも「それは借りを作るだけよ」と正しい意見を言ってくれている。悪魔のささやきに負けるわけにはいかないと、渚は必死にもがくけれど──。

「どうぞ、お好きに私の脚を愛めでてくださいませ」

　渚・悪魔バージョンが大勝利を収めた瞬間だった。やはり欲には逆らえなかった。

「お前の脚のためなら、本当に安いくらいだ」

　嬉しい価値観の違いだ。渚にはまったく自分の脚の良さは分からないが、それでも今は思う。昔は走るのが遅いことを罵ののしったりもしたが、やっと自らの脚と和解できるときが来た。

（私の脚、よくやった）

　渚は鼻水まで垂らしながら感動の涙を流していた。
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「はああ……」

　部屋に大きなため息が木霊こだまする。この十分間だけで、渚なぎさの口からはすでに五回もこんな気の滅め入いる息が漏もれた。

「渚ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　そんな負のオーラ漂ただよう渚に、彰あきらが心配の声をかけた。彼かれは今晩も渚のイベント爆ばく走そうの援えん助じよのために髪かみを丁てい寧ねいにブローしてくれている。

「彰くんのプライスレスな優やさしさを痛感してるだけだから、気にしないで」

　渚は遠い目をして、画面上にたくさん補ほ充じゆうされたゲーム内通貨・ジュエルを砕くだく。エヴァンス王子のためにこの数日でいくつのジュエルを粉ふん砕さいしたか分からない。その粉砕したジュエルの数＝イコール渚が時雨しぐれに脚あしを売うり渡わたした時間とも言える。

（……援助交際ってこんな気分なんだろうな。……その場合、交際してるの私の脚だけど）

　頭の中でそんなことを考えて、またしても渚はため息を吐つく。

（でも仕方なくない？　だって課金カードだよ？　脚くらいいくらでも触さわらせてやるよってなっちゃうよ？　なっちゃったんだよ!!　はい、そうです。……自じ業ごう自じ得とくです）

　自分を正当化しようと努めるも、自分の愚おろかさを痛感するのみ。

　スマホを叩たたき割わる勢いで連打しながら唸うなる渚を、彰は心配そうな顔で見つめていた。

「気にしないでって言われても、やっぱり気にしちゃうよ。渚ちゃんが風紀委員として毎日頑がん張ばってるっておじさんから聞いたけど、本当は無理してるんじゃないかって心配で……」

（彰くんは仏なのか）

　涙なみだが出るほどに優しい言葉だ。渚の悩なやみなど自業自得の産物で、悩みというのもおこがましい話。それをこんなにも心配してくれる彰には逆に罪悪感しかない。

（風紀委員の仕事なんて、クラスでの活動は市いち原はらくんがいつのまにか全部やってくれてて、放課後だってあの先せん輩ぱいが何もしなくていいって言ってくれてて……実質、朝の風紀チェックくらいだし……あれ？　私本当に何もしてない）

　学校での自分の行動を冷静に思い返して渚は絶句する。笑えるほどに何もしていない。

（のに！　これ見よがしにため息吐いて!?　彰くんに心配されて!?　私やばくないか!?　人間として終わってない!?　終わってるわ!!）

　渚は彰から離はなれ、正座をして彼の前の床に額ひたいをつける。

「な、渚ちゃん!?」

「毎回毎回、心配かけてごめんなさい。本当に彰くんにそんな顔してもらえるほど頑張ってないし、無理もできてないし。……それなのにため息なんか吐いてごめんなさい!!」

　床ゆかにねじ込む勢いで渚が土下座すると、彰が慌あわてて渚の顔を引き上げた。

「やめてよ、渚ちゃん。僕ぼくが心配したくてしてるんだから渚ちゃんは謝あやまらないで」

「彰くん……あんまり私を甘あまやかさないで。マジで調子乗るから」

「何言ってるの。僕には甘えてよ。……そしたらそのまま渚ちゃんを僕の学校に転校させるのにも都合がいいし」

「え？　何？」

「ん？　渚ちゃんが甘えてくれることが僕の幸せって話」

　彰はそう言ってにっこり笑う。

（はああ……マジ乙女おとめゲームヒーロー。……彰くんを攻こう略りやくしたい人生だった）

　家族同然に育っていなかったら、今いま頃ごろ恋こいに落ちていただろう。しかし、家族同然に育っていなければ、彰がこうして渚を妹のように気にしてくれることもないのだ。

（だって、幼なじみ割引なしに私を気にかけてくれるなんてありえないもんね……）
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「ったく、お前はなんでいつもそんなにだらしない格好をしてるんだ？　見ているだけで体がかゆくなる」

　一夜明けて、渚の部屋には彰ではなく時雨がやってきていた。ゲーム用装備（ちょんまげ前まえ髪がみ＋眼鏡めがね＋よれよれのＴシャツ＋赤ジャージ）で床に座すわり込こんでいる渚を見て、時雨は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを寄せた。

「……か、かゆくなるって、最近は毎日ちゃんとお風ふ呂ろに入ってますよ!!」

「最近は……？　入らない日があったのか……？」

「そ、そりゃあゲームが忙いそがしい日は入り損そこねて──グェッ」

　しゃがみ込んだ時雨が、渚の顎あごを摑つかんで蔑さげすむような目で見下ろしてきた。

「お前……この綺き麗れいな脚に、風呂にも入らせないなんて拷ごう問もんをしてるのか……？」

（痛い痛い痛い!!　拷問ってほどでもないでしょ!?　てか私の脚だよ!?）

「い、いや、さすがに三日以上入らなかったことは──ったたたたた!!」

　渚としては弁解しているつもりなのだが、時雨はさらに怒おこってしまう。顎が折れんばかりに握にぎられて時雨の手をバシバシと叩いた。

（やばい!!　殺される!!　瞳どう孔こう開いてるから!!　怖こわいから!!）

「い、今はちゃんと入ってますから!!　こ、これからもちゃんと毎日入りますから!!」

　そんなふうに誓ちかいを立てるが、時雨の顔は依い然ぜん怖いまま。

「お前は自分の脚の価値を分かってなさすぎる。腹立たしいくらいに」

（いったたたたた!!　無理、ギブです!!）

　さらに時雨の手に力が入り、渚の顎の骨が軋きしむ。とうとう口を動かすこともできなくなった渚に、時雨は脚教育を始めた。

「いいか？　脚は細ければいいというものでもない。骨格はもちろん、他にもたくさん大事なことがある」

（ど、どうでもいい!!）

「たとえばこの柔やわらかさ……ジャージの上からでもよく分かる」

（そりゃあ怠たい惰だな生活送ってきましたからね!!　全部脂し肪ぼうですからね!!）

「普ふ通つうなら適度な筋肉がなければ線が綺麗にならない。でもこの脚は筋肉を極限まで抑おさえながらラインに一いつ切さいの乱れがない。まさに奇き跡せきの柔らかさだ。あぁ……直じかに触りたい」

（ウヒイイイイッ!!）

　ジャージの上から脚を撫なでまわされ、渚の全身に鳥とり肌はだが立つ。しかし時雨はそんなこともおかまいなしでさらに脚教育を進めた。

「そして、その柔らかさを視覚的にも教えてくれる陶とう器きのように白い肌はだ……」

（ひ、引きこもりジャージ生活送ってたら誰だれでも白くなりますから!!）

「俺おれのキスマークがとても映はえていた。次は、その、いつキスさせてもらえるだろうか？」

　脚について語っているうちにどんどん時雨の鼻息が荒あらくなっている。

「ああ……こんなにあなたが近くにいるのに、布一枚で隠かくれてるなんて……もうっ、耐たえられない。う……ハア、キスしたい、触りたい、俺に触らせて」

　頰ほおを情熱的に赤く染めて、サイコ脚ストーカー時雨が現れた。とうとう箍たがが外はずれたらしく、時雨は渚の顎から手を離して、ジャージの裾すそを摑んだ。

（やばい、脚が犯おかされる!!）

「だ、だだだ、ダメです──っ!!」

　渚は脚に伸のびた時雨の手を両手で抑おさえる。すると、時雨が緩ゆるめた頰をキュッと引ひき締しめ、眉み間けんに深いしわを寄せた。

「……邪じや魔まするな」

「せ、先輩!!　順を追うって言ってたじゃないですか!?　ま、まだ脚の恋こい人びとになってないのに素す足あし──じゃなくて、えっと裸はだか？　裸見ちゃっていいんですか!?」

（ああああっ、なんで私がこんなこと言わなきゃいけないんだ──っ!!）

　自己嫌けん悪おに陥おちいるも、時雨はその言葉で踏ふみ止とどまってくれる。

「……っ。また、俺はあなたのことを思いすぎて理性を飛ばして……すまない。あなたを怖がらせたいわけではないのに」

　時雨は申し訳なさそうに脚に謝ってくる。渚からしてみれば、その姿がすでに怖い。

　そして時雨は不服そうに渚にも視線を向けた。

「ほら、お前はさっさと支し度たくしろ。そのだらしない格好を今すぐどうにかしてくれ」

　脚への対応とは一八〇度違う。

（まぁ、当然だよね。先輩は脚が好きなだけなんだから）




『渚ちゃん？　学校来てたっけ？』




（……私が誰かに気にかけてもらえるわけないのにね）

　結局、無条件に渚自身を気にかけてくれる人はどこにもいないのだ。





[image: ]






「先輩、ゲームしたいので止まります」

　時雨と登校するようになって渚は歩きスマホをやめた。渚が恒こう例れいのゲームストップをかけると時雨はため息を吐きながらも止まってくれる。

　そんな時雨を内心で「優しいな」などと思いながら、渚はゲーム画面に映るエヴァンス王子を見つめる。ちょうど親愛度を高めるためのイベントが発生して、選せん択たく肢しが画面に映し出された。

（はっは～ん、余裕♪　エヴァンス王子は完全攻略してるもんね）

　渚は機き嫌げんよく鼻を鳴らしながら答えの分かっている選択肢をタップしようとする。しかし、その手はピタリと止まった。

「あれ？　天あま宮みやさんだ。おはよー」

　名前を呼ばれて、渚は咄とつ嗟さにスマホをポケットに戻もどす。そしてぎこちなく、背後に視線を向けた。

「お、おはよう」

　視線の先には走ってくる女子クラスメートがいる。初日に少し話した程度だが、渚に気づいて気さくにも声をかけてくれたみたいだ。

（神か、この子。……たしか、井いの上うえさん、だったよね）

　クラスメートの名前は頑張って転校三日目で全員分覚えたが、まだいまいち顔と名前が一いつ致ちしていない。おそらく「井上さん」だったとは思うけれど、名前を間ま違ちがえるのは失礼。口にしない方が無難だ。

　そんなことを真しん剣けんに考えていれば、当然会話のテンポは遅おくれてしまう。渚がそれ以上会話を続ける気がないのだと思ったのか、井上さんは渚の隣となりに立つ時雨に視線を移す。

「高たか城しろ先輩、おはようございます」

「ああ、おはよう」

　時雨は渚の脚に向けていた視線を井上さんの脚に向ける。そしてすぐに脚から顔へと視線を移動させ、外向きの顔を繕つくろった。

「今日も天宮さんに風紀委員のお仕事教えてるんですか？」

　尚なおの必死のフォローにより、時雨が渚と登校している理由はそういうことになっている。時雨は一いつ瞬しゆん渚を見て、少し間を置いてから頷うなずいた。

「まだ慣れないことが多いからな。……お前も気にかけてやってくれ」

「はい！　でも本当に高城先輩は面倒見がいいですね！　尊敬してます！」

「別に、尊敬されるようなことはしてない。……それより、急いでるんじゃないのか？　走ってたみたいだが」

「あ！　そうです！　私今日日直で！　じゃあ私はこれで！」

「ああ、気をつけて」

　時雨は気き遣づかうような声かけをして、その女子を見送った。

　そうしてまた沈ちん黙もくが戻る。渚はそう思っていたのだが。

「……ゲーム、しないのか？」

　時雨に問われて、渚は驚おどろきながら顔を上げる。

「え？　ああ、しますよ？」

　渚はポケットから再びスマホを取り出す。その行動を時雨は不思議そうに見つめてくる。

「な、なんですか？」

「……お前がゲームを中断したのが意外だった」

　時雨は本当に驚いているみたいな声で言ってくる。しかし時雨の前にいるときの渚は風紀チェックのとき以外ずっとスマホ片手にゲームをしているのだから、そんな顔をするのも当然だ。

「……わ、私だって別に、ずっとゲームばっかりしてるわけじゃないですから」

　まったく説得力がない。時雨もそう思っているはずなのにそれ以上は詮せん索さくしてこない。脚にしか興味がないのだから詮索する必要もないのだ。

（……今はそのほうが好都合だけどね）

　渚は選びかけの選択肢をタップして、エヴァンス王子の笑え顔がおを拝おがむ。

　そんな渚を、時雨はやはり訝いぶかしげに見つめていた。
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「つ……疲つかれた」

　放課後の視し聴ちよう覚かく室に渚のそんな声が漏れる。さっきまで尚とクラスの持ち物検査をしていて、視聴覚室には今来たばかり。許容を超こえる疲ひ労ろうで机に伏ふせる渚の脚を、時雨は嬉うれしそうに膝ひざに乗せる。そうして数回渚の脚を撫でると、尚に視線を向けた。

「遅おそかったな。そんなに持ち物検査に時間がかかったのか？」

　時雨に問われた尚は、渚の脚に触ふれる時雨から目をそらして一気に顔を青くする。

「市原」

「は、はい！　大丈夫です、引いてません！　俺はどんな高城先輩でも尊敬してます！」

　つい先日、時雨のこの光景を目にしてしまってから尚は毎日こんな様子だ。かなりショックが大きかったのだろう。それも当然だ。

　時雨もそれを分かっているからか、困り顔だ。

「……俺はなんでこんなに持ち物検査に時間がかかったのかを聞いたんだが」

「え!?　あ、えっと、すみません!!　……その、天宮さんにやり方とか見るポイントとか教えながら検査してたんで、少し遅くなりました」

　尚がそう答えると、時雨はさらに問いただした。

「教えながらだったとしても、人手が増えたんだから時間は短縮されるはずだろ。……こいつの物覚えはそんなに悪いのか？」

「いや、その……」

　尚が返事に困っていると、渚はむくりと上体を起こした。

「……私が手こずったから遅くなったんです。……ごめんなさい、市原くん」

　持ち物検査が終わってからずっと謝っていた渚に、尚は苦く笑しようを返す。

「もう謝らなくていいって。慣れてないからだと思うし、それに……天宮さんはまだクラスの人とあんまり喋しやべってないから、話すだけでも緊きん張ちようしちゃうのは仕方ないと思うし」

　尚がそんなフォローをしてくれるが、余計に渚の表情は曇ってしまう。すると見かねたのか、時雨が口を開いた。

「理由は分かった。じゃあ、市原は悪いがこのまま各クラスの清せい掃そうチェックに行ってくれ。黒くろ瀬せも先に行ってるから、二人で分担してくれ」

　時雨の指示に従い、尚は顔を青くしたまま視聴覚室を出て行く。

　室内に二人だけになると、渚は頭を下げた。

「……持ち物検査すらまともにできなくて、すみません」

　無理やり風紀委員にさせられたとはいえ、全然活動できていないと気づいて、渚は渚なりに頑張ってみようと思ったのだ。──が、結局うまくいかずに他人の足を引っ張るだけだった。

　しかし、時雨はそんな渚を責めることはしなかった。

「別に謝らなくていい。持ち物検査くらいで何を手こずるのかはさっぱり分からないが、それはたいした問題じゃない」

（……フォローしてくれてる、のかな）

　渚が顔を見上げると、時雨は小さく肩をすくめた。

「それより、お前……クラスに馴な染じめてないのか？」

　時雨にそう問われて、渚の瞳ひとみが揺れる。時雨から即そく座ざに目をそらして、渚は頰をかいた。

「て、転校してきたばっかりで……まだクラスの子とあんまり話せてないだけで、別に馴染めてないということは──」

「今朝もクラスメートの前で、かなり不自然な態度をとってただろ」

「……不自然でしたか？」

「不自然だろ。俺の前ではゲームばかりしてるしベラベラいらないことまで喋るのに、クラスメートの前ではゲームもやめて、挨あい拶さつしかできてなかっただろ」

　時雨は今朝のことを掘ほり返かえす。

「それは……」

「そういえば、前の風紀チェックのときも……人の顔を見るのが苦手とか言ってたな」

　時雨はどんどん断だん片ぺん的な記き憶おくをつなぎ合わせて確信に変えていく。脚にしか興味がないはずなのに、時雨は渚のささいな一言までちゃんと覚えていた。

「わざわざ不自然な行動をとらずに、俺の前にいるときみたいにしていれば、お前ならすぐに友達くらい……」

「──別に、友達はいりません」

　渚は、静かにその言葉を吐はいた。時雨の顔を見ないまま否定の言葉を重ねる。

「……どうせ嫌きらわれるなら、最初から誰とも友達になりたくないです」

「嫌われるかどうかなんて分からないだろ」

　時雨の言葉が渚の胸に刺ささる。

「ゲームにしか興味を持てない時点で、私の人生詰つんでるんです」

　渚はそう言って自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

「ゲームと違って人は敏びん感かんで、どんなに繕っても本心なんて、すぐに分かっちゃうんですよ」




『渚ちゃんはゲームしてるほうが楽しそうだね』




「興味がなくても、努力で補えばいいってそう思って、ドラマとか、芸能人とか──みんなが好きな話を頑張って調べて、覚えて、会話に混ざれるようにして……」

　けれど調べた以上のことは語れなくて、すぐに会話が続かなくなる。

「そのくせみんなが気を遣つかってゲームの話をしてくれたら、あからさまに生き生きして聞かれてないことまでぺらぺら喋っちゃって……今までの会話は全部興味なかったんだなって、そんなの丸分かりで」

　そうして、どんどんみんなが渚のいないところで会話を弾はずませるようになった。渚が混ざろうとしても「関係ない話だよ」と笑顔で言われて。

「いつのまにかひとりぼっちになってたんです」

　会話をする価値がない人間。そんな烙らく印いんを押おされて誰も渚のことを気にかけず、興味を持たない。ひとりぼっちの世界に閉じ込められてしまう。

「最初から仲良くならなければ、嫌われることもなくて……みんなの前でゲームをしなければ、私がゲームにしか興味持てない人間なんだってバレることもなくて……」

　そんな極きよく端たんなことをしなくても、もっとうまい方法があるのかもしれない。

（でも現実はセーブもやり直すこともできないから……）

　だからそれが下へ手たくそなやり方だと分かっていても、渚は確実な方法を選んだ。せっかく校則のない学院を選んだのに、誰かに嫌われることを恐おそれて、全部を隠した。

「……なのに、先輩の前ではゲームできちゃったんですよね」

　渚は苦笑しながらスマホをポケットの中から取り出す。

　出会ったその日に、渚は時雨の目の前でゲームをした。クラスメートの前ではゲームの話すら切り上げたのに、時雨の前では一切躊ちゆう躇ちよしなかった。

「たぶん、最初から先輩が私のことを嫌いだって分かってたからなんだと思います」

　脚はともかく渚自身のことは嫌いなんだからこれ以上嫌われることはない。そう思ったから時雨の前ではゲームができたのだと、渚はそう考えていた。

「だから、私は今のままで……」

「いいって言うなら、そんな顔をするな」

　時雨はそう言って渚の頰を押しつぶす。

「な、何するんですか！」

「友達が欲しいって顔して、よくもまあそんなことが言えるな」

「別に私は──っ!!」

「俺を、利用すればいいだろ」

　時雨が渚の声にかぶせて告げる。その言葉に渚は目を丸くした。

「利用って……」

「俺は別にお前がゲームにしか興味持てないやつでも、とんでもなくだらしないやつでも、ずっとそばにいてやる。お前の脚がそこにある限り俺はお前のそばにいる」

　時雨は渚の頰から手を離して、告げた。

「お前がどんなに失敗しても、絶対俺がお前を一人にはしてやらない」

（────）

　渚は大きく目を見開いた。

「だから、クラスのやつの前でもお前らしくいればいい。仲良くしたいならすればいい。それでもしお前のことを嫌いになるやつがいても、俺がいるんだから気にするな」

「で、でも……」

「前の学校にたまたまお前のゲーム好きを理解できるやつがいなかっただけで、この学校では違うかもしれないだろ」

　時雨はそう言って、渚の目を見つめる。目をそらそうとした渚に「目をそらすな」と言って、頰に手を添そえた。

「自分らしくいることを誰も咎とがめないのに、隠す必要なんてない」

　時雨はわずかに陰かげりを帯びた瞳で渚を見つめる。

「それでも嫌われることが不安なら、そのたびに俺に会いに来い。そしたら俺がお前の脚を愛めでて、少なくとも脚だけは愛されてる自信をつけてやるから」

「あ、脚だけ愛されたって自信には──」

「ならお前とこうやって口論してやる」

　そんな言葉にも、渚の単純な心は簡単に揺れ動く。

「だから……そんな浮うかない顔するくらいなら、お前なりに頑張ってみろ」
















　その言葉も、全部渚の脚のためのもの。けれど脚のためでも、この言葉にかけた思いのどこかには渚のことを気遣う気持ちがある。それがほんの少しの気持ちでも、それをくれるのが脚しか愛せない時雨でも、自分を気にかけてくれたことが、悔くやしいけれど嬉しかった。

「……失敗したら、責任とれるんですか」

　でも素す直なおに「頑張る」と告げるのも「ありがとう」を告げるのも照れくさくて、渚の口からはそんな無ぶ愛あい想そうな言葉が飛び出してしまう。

「責任……？　そんなの、いつでもとってやる。いずれお前の脚とは結けつ婚こんするつもりだからな」

（本当に一言余計だなぁ……）

　けれどこの一言がなければ、時雨ではない。渚のそばにいてくれる時雨は渚の脚を愛してやまない時雨だ。

「せっかくこいつ以外誰もいないのに、あなたとの時間をロスしてしまうなんて……俺としたことが。決してあなたを放置していたわけじゃ……」

「……いきなり脚と喋り出さないでください」

　と注意するも、渚の声は時雨に届かない。時雨の視線も思考もすでに渚の脚のもの。

「でも、拗すねてるあなたもとてもかわいい……」

（脚が拗ねるとは）

　完全にパワーワードだ。しかし時雨は渚のため息も無視して、脚を撫でまわす。

　脚に夢中になる時雨に、渚も思うところはたくさんあるけれど。今日のところはひとまず、文句は置いて──。

「……さっきの言葉は、嬉しかったです」

　時雨は聞いていないだろう。そう思うと、本心が口から出ていく。

「たぶんすぐには素を出すなんてできないと思いますけど……」

　きっと前の学校でのことが尾おを引いて、クラスでゲームをしたり、クラスメートに話しかけたりすることはまだできないだろう。

「でもいつかは……ちゃんとクラスの人とも話せるようになって、持ち物検査もスムーズにできるようになりますから」

　渚は小さな声で呟いた。

「……そばにいるって約束、破らないでくださいね」
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　桐きりヶが崎さき学院の校門前に、車が停とまった。

　黒光りした大きな車から出てきた人物は、学院の男子制服を身につけている。

　明るい髪かみに、緩ゆるく着こなしたブレザー。風紀委員に見つかれば、一発で全身注意されそうなその男子は、一週間ぶりに見る校舎を眺ながめ、ニヤリと口角を上げた。

「帰ってきたぜ、オレの城」

　もうすでに放課後の時間を迎むかえた学院に、男子生徒は堂々と向かっていった。
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「い、嫌いやです！　絶対嫌！　それだけは本当に勘かん弁べんしてください」

　学院の視し聴ちよう覚かく室では、今日も渚なぎさの叫さけび声ごえが響ひびいている。

　渚は壁かべに貼はり付ついて、前方から襲おそいくる変態、もとい時雨しぐれを拒きよ絶ぜつする。対する時雨は、どうしてそこまで嫌がるのか理解不能といった顔をしていた。

「どうして逃にげる？　お前の脚あしに似合う衣い装しようを用意しただけだ。むしろ感謝しろ」

「な、何言ってるんですか、この変態は！」

　渚は顔を引きつらせながら、時雨の手元に視線を向ける。彼かれの右手にはデジカメ、左手には、いわく渚の脚に似合う衣装──レースでところどころが透すけているニーハイソックスが握にぎられている。これだけでお分かりいただけるだろう。

　その機能性皆かい無むな靴くつ下したを履はいた渚の脚を、写真に収めようという魂こん胆たんなのだ。

「お前が、今日は脚を好きにしていいと言ったんだ」

「だからって、そんなもの常備してると思わないですよ！　何考えてるんですか!?」

「お前の脚をいかに美しく見せるか、それしか考え──」

「ああああああ」

　渚は耳を塞ふさいで、時雨の言葉をシャットアウトする。

「脚を好きにしていい」と言ったのは本当だ。時雨の魔ま法ほうのカードのおかげで、エヴァンス王子のイベントを無事に完走することができたため、渚なりに感謝の気持ちを見せたのだ。

（それに……このあいだ変なこと言って気き遣づかわせちゃったし）

　時雨のくれた言葉が嬉うれしくて、できれば時雨の好きなものをお礼にしようと思い、「脚を好きに触さわっていい」という意味合いで脚を差し出したのだが、解かい釈しやくの相そう違いが生じてしまった。相手が脚フェチクレイジーサイコだということを渚は忘れていた。

「お前が脚の写真を撮とらせてくれるなら、俺おれの脚ブロマイドにかけていた金額が節約されて、その分課金カードをプレゼントすることだってできるんだぞ」

「そ、その手には乗りません！　耳を貸すな、私！」

　またしても渚・悪あく魔まバージョンが「課金カードのためなら脚くらい余よ裕ゆうだろ」と告げてくる。その声が大きすぎるからか、「自分を大切にして！」と告げる天使バージョンの声があまりにもか細すぎる。

「いいからこの衣装を、お前の脚に──」

「靴下って言ってください！　そして履きません！」

　と、この論争は続く。もちろん今日もこの視聴覚室には二人以外のメンツがいるわけで、この光景を目にして尚なおは安定の胃痛を起こしていた。

「俺の憧あこがれの高たか城しろ先せん輩ぱいが……ああっ、あああああっ……胃が痛い」

　憧れの風紀委員長の奇き行こうを目まの当たりにして、もはや尚はその悲しみを言葉にして表現することすらできなくなっている。

「市いち原はら先輩。見てて面めん倒どうなので、胃薬でも飲んできてください」

　尚に向かって静かに冷たい言葉を吐はいたのは風紀委員会書記の一年生、黒くろ瀬せ由ゆ紀きだ。彼かの女じよも時雨の脚フェチを知る数少ない人間の一人。そして時雨の異常な脚への執しゆう着ちやくを目の当たりにしても平然としていられる稀け有うな人間だ。

「どうして黒瀬さんはそんなに平然としてられるの!?　高城先輩がこんなにもおかしくなっちゃってるのに!!　も、もしかして黒瀬さんは高城先輩のこの変態な姿を他の生徒にバラし……!!」

「そんなことしません。私も高城先輩を尊敬している生徒の一人ですし。それに私たちが高城先輩に何かされるわけではないんですから、いいじゃないですか」

「いいの!?　おかしいとは思わないの!?」

「はあ……あんまりうるさいと黒くろ魔ま術じゆつで呪のろいますよ」

　由紀は楽しげに銀色の鏡を取り出す。彼女は真ま面じ目めな風紀委員だが、趣しゆ味み特技が黒魔術というだいぶ変わった一面を持っている。風紀委員長同様、書記まで普ふ通つうではないため、さらに尚の胃は蝕むしばまれた。

　そんなやり取りを尻しり目めに、まだ渚と時雨の攻こう防ぼうは決着がつかない。

「お前の脚も、この衣装を着たがってる。俺が美脚研究チームのツテを使ってお前の脚のためにオーダーした最高の衣装だ。絶対似合うはず──」

「そんなＳＭショップにありそうな靴下を先輩が注文したとか、ドン引きですよ!!」

「引くなら勝手に引け。俺はお前の脚のためなら、ガーターベルトだって買うつもりだ」

「買わないでください!!」

「はあ……注文が多いな、お前は。とりあえずこの衣装を脚に着させろ」

　眼前に卑ひ猥わいな靴下を押おしつけられ、渚は頭を抱かかえる。どうにかしてこの靴下を履くことを回かい避ひしなければならない。

（なんて言えば……ハッ!!）

「その靴下、私の脚のサイズに合わないと思います!!　透け透けの網あみのところがボンレスハムになっちゃいます!!」

「心配には及およばない。お前の脚のサイズはしっかり把は握あくしてオーダーしたからな」

「い、いつ採寸したんですか!?」

「ふっ、いつも触ってるんだ。サイズくらい分かるに決まってる」

　時雨は誇ほこらしげに言ってくる。が、渚からすれば堂々と答えられても困るくらいに気持ち悪いセリフだ。

「もう理由は尽つきたな」

　渚が唇くちびるを嚙かんだのを見て、時雨は嬉しそうに笑う。

（ああっ!!　この手は絶対に使いたくなかったけど!!）

「い、嫌です！　わ、私の脚もそんな趣味の悪い靴下履きたくないって言ってます！」

　脚ほんにんに断らせれば、時雨も分かってくれるかもしれない。そう思って言ってみると、時雨は見事に動どう揺ようを示した。

「なんだと……？　そんなことあるわけないだろ。話をさせろ」

　しかし次の展開は予想外。時雨はデジカメと靴下を自分のポケットに戻し、渚の脚の前にひざまずいた。ふくらはぎに優やさしく触ふれられ、身の毛がよだった渚は反射的に後ずさる。

「ヒッ……え、うわあっ！」

「おい！」

　後ろに下がった拍ひよう子しに体が机にぶつかった。渚は脚を時雨に拘こう束そくされ、そのまま床ゆかに倒れる。渚の尻餅の音が盛大に響いた。

「よかった。脚に傷はついていないみたいだ」

「いやいや、先輩が私の脚摑つかんでるから転ん──」

　渚が文句を言い終わる前に、視聴覚室の扉とびらがガラッと大きな音を立てて開いた。

　勢いよく開いたために、扉は跳はね返かえってまた閉まってしまう。

（え、何？　ものすごくダサいことが起きた気がするけど気のせい？）

　渚がそんな感想を抱いだくとともに、尚が胃の痛みをマックスに迎えて机の上に倒たおれた。

「え、市原くん。大だい丈じよう夫ぶ？」

「市原はこのままにしておけ。それよりお前もそこに座すわれ、そして一言も喋しやべるな」

　時雨は渚から離はなれて椅い子すに座る。渚も時雨に言われるまま、由紀の隣に急いで座った。

　何かが始まる──渚がそう悟さとると同時に、再び視聴覚室の扉が開いた。今度は開け放つのではなく、開けた本人が扉にしっかり手をかけている。

　明るい髪に、着き崩くずした制服。いかにも問題児ですと全身で訴うつたえかけてくる男子生徒が、時雨を見て口角を上げた。

「……待たせたな、時雨」

「いいや、待っていないから帰れ」

　対する時雨は、とても面倒そうだ。委員会の自分の仕事は終えているが、倒れた尚の分の仕事を始めている。

「オレに会いたくて仕方なかったことは分かってるぜ？　だからお前のために急いで学院に来てやった！　感謝しろよ！」

「頼たのんでいないし、もう放課後だ。むしろなぜ来た。インフルエンザだったんだろ？　ウイルスを無む闇やみに撒まき散ちらすな」

「オレをウイルス扱あつかいすんな！　もう規定の日数は休んで、完かん璧ぺきに治ってるし！」

「そうか。ウイルスと一いつ緒しよにそのバカな頭も治ればよかったのにな」

「オレはバカじゃねーし！　なんたってインフルエンザにかかったんだからな!!」

「バカでも風か邪ぜをひくんだな」

「時雨ぇ!!」

　非常にハイテンションかつ、うるさい。

　渚が半目でその男子を見つめていると、由紀が無表情のまま渚に説明してくれた。

「あの人は桐ヶ崎怜れい人とさん。高城先輩の幼なじみで、理事長のお孫さんです」

（ええっ、理事長孫……マジか）
















　桐ヶ崎怜人という名前とその肩かた書がきから想像できる姿はかなり理知的な人物なのだが、渚の目の前にいる七なな光ひかり坊ぼつちゃんは幼児並みの暴れっぷりを披ひ露ろうしている。

「でもオレはインフルエンザにかかるのは今回が人生初！　オレの免めん疫えき力りよくすげーだろ!?」

「俺は一度もかかったことがない」

「な……っ、くそっ、また負けた。これは、勝てると思ったのに！」

　怜人は敗北して悔くやしがっている。しかし勝負の内容が意味不明だ。

「時雨はもっとオレを敬え！　オレはこの学院の理事長の孫なんだぜ!?　生徒会長だぜ!?」

　やけくそのように怜人が吐いた言葉に渚は耳を疑う。

（……生徒会長？）

　渚が「あれが？」と問うように怜人を指して首を傾かしげると、由紀は静かに頷うなずいた。

「桐ヶ崎先輩は理事長のお孫さんで、生徒会長もしてます。だから本来は生徒の見本であるべきなんですけど……桐ヶ崎先輩には先生方も強く指し摘てきできないんです」

　つまり『理事長の孫』というジョブスキルにより、怜人は学院からすべてを容よう認にんされているらしい。

（何そのジョブ、めっちゃ欲ほしい！　うらやま！）

「オレが一番だ！　ふははっ！」

　まるで小学生が、いや、今時は小学生でも言わないようなことを告げて、怜人は声高らかに笑った。そんな怜人の幼よう稚ちな言葉に時雨は頭を抱えている。時雨が圧あつ倒とうされている図を、渚はこの一週間で初めて拝おがんだ。

「怜れい。いつも言っているだろ。理事長の孫という自覚があるなら、身なりを正せと──」

「うるせ！　この着こなしはカッコイイって、男子からも女子からも人気なんだぜ!?　風紀委員の言う通りに制服を着てもダセーだけじゃん！　学院の生徒も、もっと自分らしいスタイルで着き飾かざればいいんだっつの！　誰だれかに縛しばられる人生なんてつまんねーだろ！」

　本当に生徒会長か、と問いたくなる発言だ。時雨もまったく同じことを考えているようで額ひたいを押さえながら、苦言を吐いている。

「なんでこいつが生徒会長になれたんだ。この学院も終わりだな」

「時雨は生徒会長になりたかったのか？　ふははっ、ざまあ！　生徒会長はこのオレ──」

「勝手に話を歪ゆがめるな。昔から、お前の尻ぬぐいをさせられているこっちの身にもなれ。風紀委員会に来る暇ひまがあるなら、生徒会室に行け」

「生徒会室？　ああ！　今度は学院でどんなイベントを開かい催さいするか、考えろってことか！」

「余計なことは考えなくていい！」

　時雨が声を荒あららげると、怜人は機き嫌げんをよくして、またしてもうるさい笑い声をあげた。

　と、そこまでは二人の会話を静かに聞いていた渚だが、怜人の発言に固まった。

「……あ！」

（今日、イベント予告の日だ！）

　今日の五時にスマホゲームのイベント告知があるのだ。今回イベントが襲いくるのは王子様育成ゲームではなく、モンスターを育てるパズルゲーム【モンスターサーカス】のほうだ。複数ゲームをしていると、交こう互ごにイベントが始まるから大変だ。ひどいときはイベントが重なってしまう。

　渚は慌あわててスマホを取り出し、そしてまた考える。

（あ、生徒会長さんいるんだった……いや、でも先輩は堂々としてろって言ってたし……あ、そうだ。背中向けてたらゲームしてるとか分かんないし）

　渚は怜人に背を向けてスマホを取り出し、ゲームのアイコンをタップした。しかし時雨との約束を破って声を発したため、怜人の意識が渚に向かう。渚の姿とその行動を目にした瞬しゆん間かん、怜人の好こう奇き心しんに火がついてしまった。

「見ない顔だな。ここにいるってことは風紀委員だろ？　時雨の監かん視し下かで仕事もせずにスマホいじるなんて、おもしれーじゃん！」

「おい、怜。そいつには関わるな！」

「なんだ？　時雨のお気に入りか？　へぇ、ますます興味がわいたな！」

　時雨の制止の言葉も聞かず、怜人は渚のもとに歩み寄る。

　しかし、渚はすでにゲーム画面に夢中で、二人の会話など聞こえていない。

（うっわ、マジか。イベント限定レアモンスターガチャ。……うああん、石が足りない）

　ゲームのイベント内容を見て、渚はうなだれる。イベントに参加するためには、ガチャを引いて限定レアモンスターを手に入れないといけないのだが、そのガチャを引くためのアイテム『石』の数が足りていないのだ。

「なぁ、お前──って、無視すんじゃねーよ！」

（イベント開始まであと一週間。ログインボーナスを足しても……全然足りないじゃん！）

　怜人が話しかけても、渚はゲームのことで頭がいっぱいだ。現在、ガチャを引くための『石』獲かく得とく方法について脳がフル稼か働どう中。他のことに気を回していられなかった。

「オレが話しかけてんだろ！」

「怜、やめろ！　そいつに触さわ──」

「こっち向け……って」

　時雨が割って入ろうとするも、時すでに遅おそし。怜人の手が渚の二にの腕うでを摑んでいた。

「ちょっと何す──」

　二の腕を引き上げられた渚は、キッと鋭するどい目つきで怜人を睨にらむ。けれど怜人の姿をとらえると、瞬まばたきを繰くり返かえした。

（……え!?　な、ななな、なんでこの人がここに!?　マジでなんで!?）

「……なんだ？　この二の腕」

　対する怜人は渚の二の腕を摑んだまま呆ぼう然ぜんとしている。一方、時雨は大きなため息を吐いた。

「こうなる気がして、関わらせたくなかったんだ」

「せ、先輩！　これはどういう……!?」

　渚の顔が一いつ瞬しゆんで強こわ張ばる。怜人の手が二の腕を摑むだけに留とどまらず、揉もみほぐし始めた。

「服の上から触ってんのに、すっげー柔やわらかいぜ!?　めちゃくちゃタイプだ！」

　言いながら、怜人は渚のもう片方の二の腕も揉み始めた。渚は怜人を真正面にして、二の腕を完全に拘束されている。二の腕を触る怜人の顔はとても真しん剣けんだ。

（待て待て待て。この状じよう況きよう、何!?）

「怜、放せ。見ているだけで不ふ愉ゆ快かいな図だ」

　いつも同じような構図を作り上げている時雨が注意している。しかし、怜人は時雨の注意など一いつ切さい聞く気がない。

「よしっ、服脱ぬいでみろよ！　ちゃんと直じかに柔らかさを確かめてやるから！」

「な、ななな、何言ってんですか!?　あなたも変態ですか!?　幼なじみは類友ですか!?」

「やめろ。俺はここまで変態じゃない」

「い、いいい、一緒ですよ！」

　渚の頭には警報が鳴り響いている。今は時雨が冷静でいるが、時雨も同等の変態だ。

　変態に前後を押さえられている。この状況は非常にまずい。身の危険しか感じない。助けを求めようにも視聴覚室にいるのは我関せずの書記と、胃痛で気絶した副委員長だけだ。

「仕方ねーな。じゃあオレが脱がす……って、暴れんな！」

「あ、暴れますよ！　やめ──」

　抵てい抗こうしても怜人の力には敵かなわない。すると突とつ然ぜん、渚の視界がぐらりと揺ゆれた。

「……怜、何度も言わせるな。こいつに触ることも、関わることも俺は許可しない」

　時雨の声が頭上から降ってくる。渚は怜人から引きはがされるとともに、時雨の腕うでの中に収まっていた。

（う、わ……）

　いつも脚は抱だきしめられているが、渚自身が抱きしめられるのはこれが初めてだ。普通は恥はずかしがるところだが、渚は妙に感動してしまった。

「せ、先輩、これ私ですよ？　脚じゃないですよ？」

「うるさい。いいからお前は黙だまっていろ」

　時雨はそう言って、さらに渚の顔を自分の胸に押しつけた。おかげで渚は喋れなくなるばかりか、呼吸もうまくできなくなってしまった。

「時雨だけずりーぞ！　もしかして、彼女か!?」

「違ちがう。こいつの脚に告白はしたが、まだ保留だ。……その、キスはさせてもらったが」

「キ、キス!?　時雨、お前彼女でもないやつにキスするとかハレンチだぞ!!」

（突つっ込こむところはそこじゃない!!）

　しかし時雨に口を塞がれているため、渚の声は音にならない。

「初対面の女子の二の腕を揉むお前にだけは言われたくないな」

（もっともらしいこと言ってるけど、先輩も初対面の脚にキスしたからな!!）

　当然その突っ込みも届かない。

「二の腕触るのと、き、キスはちげーだろ！　キスはもっと慎しん重ちように相手を選んでするものであって……」

　怜人の声はどんどん小さくなっていく。

　不良のような見た目で「キス」という単語に顔を赤くしている様子はなんとも珍ちん妙みようだ。

「く、くっそ。……お前、キスまで済ませてんのか。……それも負けたとか、そんなかっこわりーこと絶対言いたくねーし」

（聞こえてますけどねー!!）

　怜人は見た目によらず、かなり初うい々ういしいお方であった。

「選んでキスした脚だ。分かったら、こいつのことは諦あきらめろ」

　そして時雨が勝手に話を進めていく。誤解しか生まない発言に渚の頭も大混乱状態だ。

「き、キスしたっていっても彼女じゃねーんだろ!!　じゃあ、時雨のものじゃねーし!!」

（キスしたのは脚ですけどね!?）

　あくまで相手が脚であることには突っ込まないらしい。

（幼なじみって言ってたし……この変な会話は通常モードなのか？）

　しかし渚の思いなど二人はまったく気にせず、話を進める。そして話が飛ひ躍やくした結果──。

「ってことで、そいつはオレがもらう！　なあ、お前の名前は？」

「答えなくていい」

　時雨は、渚に何も言わせないよう抱きしめたまま。渚が喋れないと悟った怜人は気絶している尚を叩たたき起おこした。

「き、ききき、桐ヶ崎先輩!?　お、俺に何か用ですか!?」

「イッチー、久しぶりだな！　あの女子の名前、教えてくれ」

　怯おびえている尚は、即そく座ざに答える。ご丁てい寧ねいにフルネームを怜人に教えた。

「サンキュ。時雨と違って、イッチーは話が分かるぜ」

　名前をゲットした怜人はご機嫌のまま時雨から渚を奪うばおうと、渚の二の腕に手を伸のばすが──。

「坊ちゃまーっ!!」

　バーンッとまたしても盛せい大だいに視聴覚室の扉が開く。

　現れたのは、スーツを着た、どこからどう見ても執しつ事じといった出いで立たちの老人だ。老骨にむち打って走ってきたのか、尋じん常じようではない息切れをしながら怜人に駆かけ寄よってくる。

「ゲッ、なんで爺じいがここにいるんだよ」

「坊ちゃま！　明日まで登校してはいけないと言ったではありませんか！　ベッドがもぬけの殻からになっていて、爺の寿じゆ命みようがどれほど縮まったことか！　明日にも寿命が来ますぞ!!」

「斎さい藤とうさん。そんなに声を荒らげると余計に寿命が縮まりますよ」

　どうやら時雨は老人と面識があるようで、気遣わしげに声をかけている。斎藤と呼ばれた老人は時雨を視界に入れると、恭うやうやしく頭を下げた。

「これはこれは時雨坊ちゃん」

（坊ちゃん）

　時雨まで「坊ちゃん」と呼ばれていることに渚は目を丸くする。この学院自体金持ちのご子息が多いと評判なのだから、時雨もそうなのかもしれない。

（やばい……私の夢が壊こわれる）

　エヴァンス王子という理想の御おん曹ぞう司し像が崩れ落ちる音がするため、渚は首を横に振ふってその件は頭から追い出した。

「まったく、時雨坊ちゃんに迷めい惑わくをかけてはいけませんといつも言っているのに!!」

「迷惑かけてねーよ！　それに、もう規定の日数は休んだだろ！」

「今日までお休みでございます！」

「俺は爺と違って時間で数えてる！　だから今日の夕方からは学校に来ていいんだ！」

「屁へ理り屈くつをおっしゃらないでくださいまし！」

　斎藤さんも怜人並みに声の大きい人だった。おかげで視聴覚室には頭がキンキンするような大声が飛とび交かって、渚の脳を揺らした。時雨も呆あきれたように額を押さえてため息を吐く。

　するとそれに気づいた斎藤さんが怜人の腕を摑んで頭を下げた。

「お邪じや魔まをしてしまい、誠まことに申し訳ございません。時雨坊ちゃん、今後とも坊ちゃまをよろしくお願いします。それでは……帰りますぞ！」

「ううっ、放せ！　爺！　オレはまだやることが……！」

「あんまり駄だ々だをこねますと、お爺様とお父様に報告せねばなりませんね！」

　そのワードが出た瞬間、怜人はしゅんとおとなしくなった。

「……今日のところは、これで帰るけど！　明日から楽しみにしとけよ！」

　渚に笑え顔がおを向けて、怜人は引きずられるように視聴覚室を出て行った。

　扉が閉まると、時雨は渚を自分の腕から解放する。やっと空気が吸いやすくなって、渚は深呼吸を繰り返した。

「なんだったんだ、今の……」

　まるで嵐あらしのように現れて二の腕を触るだけ触って消えていった怜人のことを思い返す。

「……面倒なことになったな」

　渚の目の前にいる時雨も、珍しく疲ひ弊へいした顔をしていた。

「ったく、一言も喋るなと言ったのにお前が声を出すから……」

「ほんのちょっと声出しただけですよ!?」

　とはいえ、言いつけを破ったのはたしかだ。渚が素す直なおに謝あやまると、時雨は小さく肩かたをすくめた。

「……もういい。ここで揉めても仕方ないからな」

　時雨はそう告げると、そのまま渚の足元にひざまずいた。

「……安心してくれ。怜が何をしようと、あなたは絶対に渡わたさないから」

　そして時雨は、渚の脚の前に再び例のニーハイソックスを掲かかげた。

「で、この衣装を……」

「まだ諦めてないんですか!?　嫌ったら嫌です!!」

　話がまた振り出しに戻もどって靴下論争が再開する。

　結局、ゲームイベントを控ひかえた渚は課金カードという餌えさに屈くつ服ぷくし、透け透けの靴下を履いた脚の写真を撮られてしまうのであった。
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　渚なぎさは時雨しぐれからもらった課金カードを前に、這はいつくばっていた。

（また私は、金に目がくらんで……っ）

　今いま頃ごろ、時雨は卑ひ猥わいな靴くつ下したを履はいた渚の脚を見て、鼻息を荒あらくしていることだろう。

「私ってやつは……っ！　私ってやつは……っ！」

　床ゆかを殴なぐりながら、渚は課金カードのコードをスマホに入力する。本当に懲こりないやつだ。

　そして課金カードを処理した渚は、心を落ち着けるため、いったんスマホを遠ざける。正座をして、現在の状じよう況きようを整理した。

「脚あしフェチの次は、二にの腕うでフェチって……。そんなに私の二の腕ムニムニしてるか？」

　渚は自分の二の腕を触さわる。怠たい惰だな生活を貪むさぼったため、たしかに二の腕は余った肉で柔やわらかい。しかし、あそこまで気に入られるほど、触り心地ごこちがいいとは思えない。

「分からない。フェチの考えてることは本当に分からない」

　脚フェチの相手をするだけでも心身ともに疲ひ弊へいするというのに、二の腕フェチまで加わってしまったら、完全にキャパオーバーだ。

（でもあの生徒会長さん、アホの子っぽかったし……一晩寝ねて私のことなんてすっかり忘れるってことも──）




　そんなことを考えながら、積んでいるゲームをこなし、片手間にソシャゲのスタミナを消費して、気がつけば朝日が昇のぼる頃ころ合あい。

（──しまった!!　寝る暇ひまがない!!）

　渚はすぐさま時計を確かく認にんする。いつも時雨が来る時間まであと一時間。まだ眠ねむる時間はある。

　渚は慌あわててベッドにもぐり込み、目を閉じる。しかしゲームの興奮が収まっていない状態。頭の中で「眠れ眠れ眠れ眠れ」と呪じゆ文もんを唱えてみるがまったく眠れない。

　粘ねばること約三十分。

（あ、いい感じに寝れる──）

　そう実感し、意識が消えた──瞬しゆん間かん。

　部屋の扉とびらが叩たたかれた。まだお迎むかえの時間ではないため、渚は完全に無視していたのだが、どんどん扉を叩く音がけたたましくなっている。

（うるせぇ!!）

　我が慢まんならず、渚は眼鏡めがねをかけてゲーム装備のまま扉に向かう。

（先せん輩ぱい、なんで今日に限ってこんな早──っ!?）

　渚は眠い目をこすりながら部屋の扉を開けたが、完全に覚かく醒せいする。

「ふははっ！　お前すごい格好だな！」

　目をクワッと見開いた先には時雨ではなく怜れい人とがいた。

（え……え!?　先輩がとうとう生徒会長さんに!?　いや違ちがう!!　落ち着けぃ、私!!）

「えっと……ど、どういうご用件で……」

「ん？　迎えに来た！　早く支し度たくしろよな、ナギ！」

（『ナギ』って誰だれ!?）

「え？　あ、いや、頼たのんだ覚えないです」

「オレはデリバリーじゃねぇ!!」

（そういう返し!?　え、おもしろいけど無理。今いろいろ分かんない、説明キボン──）

　説明を求めて首を回すと、怜人の背後にまたしても肩かた書がきに負けた両親がいた。

「渚……お前、生徒会長さんにも目をかけてもらえたんだって？」

　父が泣いている。そしてその隣となりにいる母が興奮気味に、渚を急せかしてくる。

「ほら、渚！　せっかく来てくださったんだからさっさと着き替がえなさい！」

（デジャブすぎる……!!）

「いや、でも先輩が迎えに──」

「……時雨なら今日は迎えには来ねーぞ。だ、だからオレが代わりに行けって言われて、迎えに来た！」

「え？」

　渚は目を丸くした。
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（先輩、なんで今日は迎えに来ないんだ……？）

　両親に追い出されて怜人の車に乗り込んだ渚は、怜人の隣に座すわって考えていた。

「うんうん、やっぱり昨日のは勘かん違ちがいじゃねーな。お前の二の腕、最高」

　怜人は満足げにブレザー越ごしに渚の二の腕に触っている。

（昨日あれだけ生徒会長さんには渡わたさないとか言ってたのに、本当に頼んだのかな？）

　二の腕を揉もまれている事実そっちのけで渚は考える。怜人に理由を聞いても、はぐらかされてしまって分からない。

（風か邪ぜとか？　でもわざわざ生徒会長さんに頼む？　……あ、先輩に直接聞けばいいのか）

　そう思って渚はスマホを取り出す──が。

（あ──私、先輩の連れん絡らく先知らないんだった……）

　スマホを片手に落ち込む。すると、怜人が慌てて渚からスマホを奪うばった。

「え……ちょ、ちょっと何するんですか!?」

「時雨とは連絡とるなよ！」

（とりたくてもとれないし!!）

　しかし怜人が渚のスマホを奪うと同時に、バイブが鳴る。それを聞いて渚も怜人も眉まゆを上げた。

「ちっ、時雨から──じゃねぇな。なんだこれ」

　怜人が渚のスマホの画面を見て眉を寄せる。その瞬間、渚はなんの通知が来たかを悟さとる。

（まずい!!　それ!!　スタミナたまった通知!!）

　渚は慌ててスマホを奪い返そうとするが、怜人はひょいと手を掲かかげてスマホを遠ざける。

「か、かかか、返してください!!」

「なんだ？　そんなに慌てて」

　怜人に尋たずねられても渚は答えない。すると余計に怜人は興味を持ってしまった。




『それでもしお前のことを嫌きらいになるやつがいても、俺おれがいるんだから気にするな』




　時雨の言葉が頭をよぎる。時雨があの言葉をくれてからもまだ渚は、クラスメートの前でゲームをできずにいる。他人と仲良くなる一歩をまだ踏ふみ出だせずにいる。

（……でも、このままじゃずっと友達なんてできないままだ）

「……えっと、それは……その、ゲームの通知で」

　渚は遠えん慮りよがちに告げる。すると怜人は目を大きく見開いた。

「……ゲーム？」

　その単語に興味を持ったのか、怜人は目を輝かがやかせた。

「やってみたい！」

「……え？　ええ？」

「これ開けばいいんだろ？」

「え、ちょ、ちょっと……」

　渚の制止の声も聞かず、怜人はスマホを操作する。そしてゲーム画面を開いて楽しそうに声をあげた。

「すげーな!!　なんか動いてるぞ!!」

「動いてるって……ゲームなんですから当然……」

「へぇ～そうなのか？　オレ、ゲームしたことねーからそういうの分かんねーし」

（マジか）

　今時ゲームをしたことのない人が存在していることに驚おどろいてしまう。しかし怜人は本当に初めてのゲームに興奮しているみたいで、楽しげにボタンを連打する。

「そんなに連打しなくても……って、え!?　待っ、そこは押おしちゃ──ああああっ!!」

【愛いとしのプリンス様】は指示された箇か所しよを適当にタップしていれば勝手に進むゲームなのだが、怜人は適当すぎて、あろうことか渚のカードボックスのカードを全部売ばい却きやくする方向で画面を連打していた。

　渚が止めなければ、渚のカードボックスは初期状態に戻もどっていたところ。冷ひや汗あせが額から流れ落ちる。

（ぷっはー、あっぶなー……レアカード保護しててよかった）

「どんだけ適当に押してるんですか！　ゲームしたいなら【プレイスタート】のところをタップするんです！」

　渚が真しん剣けんな顔で怒おこると、怜人はプハッと勢いよく噴ふき出だした。

「な──っ」

「ふははっ！　お前そういう顔できるんだな！」

「……え？」

「すげーおもしろいじゃん！　さっきまでずっと挙動不ふ審しんだったのに、いきなり人変わりすぎだろ！」

　怜人はそう言って、声に出して笑う。他人から向けられる笑え顔がおに慣れなくて、渚はすぐに目をそらした。

「おい、無視すんなよ。──ナーギ！」

「べ、別に無視してなんか……ていうか、その『ナギ』ってなんですか」

　話をそらすように、渚は今朝からずっと呼ばれているあだ名について言げん及きゆうする。すると、怜人はキョトンとした顔で渚の顔を指差した。

「渚で『ナギ』。嫌いやなのか？」

「嫌っていうか、誰かにあだ名で呼ばれるの初めてで……慣れないっていうか」

　渚がそう答えると、怜人はニヤァと嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめた。

「時雨は？　あいつはナギのこと、なんて呼ぶんだ？」

「え？　あの人は……。あれ……？」

　転校以来毎日のように一いつ緒しよにいるのに、時雨に名前を呼ばれた記き憶おくがない。

「名前呼ばれたことねーのか？」

（ない、けど……先輩が私の名前を呼ぶ必要ないもんな）

　時雨にはいつも「おい」「お前」としか呼ばれない。しかし、時雨は渚の脚にしか興味がないのだから、渚の名を呼ぶ必要はない。

「そもそも、私も先輩の名前呼びませんし……」

　よく考えてみれば渚自身も時雨のことを「先輩」としか呼んだことがなかった。それを知って余計に、怜人は笑えみを濃こくする。

「んじゃあオレのことは名前で呼べ！」

「え？　いや、いやいやいや、そんな気安く……」

「そんな堅かたいこと言うなよ！　ほら、呼べ！」

　そう言われると余計に呼びづらくなるのだが。「早く呼べ」と言わんばかりに、渚の二の腕を揉んでくる。

「れ……怜人、先輩？」

「おう！」

　渚の呼びかけに、怜人は嬉しそうに反応する。何がそこまで嬉しいのか分からない。渚が困こん惑わくした顔で見つめると、怜人は「ふははっ！」と元気に笑った。

「へへっ、時雨に勝ったぜ！　二の腕といい、ゲームといい、ナギは最高だ！　オレにたくさん『初めて』をくれる！」

　怜人はご機き嫌げんだ。




　そうして、渚と怜人を乗せた車はあっという間に学院の前で停車した。

「ほら行くぞ、ナギ」

　そう言いながら怜人が車を降りた瞬間、校門前が一気に歓かん声せいで溢あふれた。

「わぁ！　怜人先輩だぁ！」

「インフルエンザ治ったんですか!?」

　怜人の周りを一気に生徒が囲む。女子だけでなく男子までも、怜人の姿に笑顔をこぼした。変態アホの子とは思えないほどに、怜人は大人気。

「ああ！　もうすっかり治ったぜ!?　お前らも元気だったか？」

　怜人は周囲の生徒に返事をしながら、自分に近寄ってきた女子の二の腕に触る。そのナチュラルすぎる手の動きに、渚はぽかんと口を開けた。

「もう、怜人先輩！　また二の腕触ってるー！」

　触られた女子は嬉しそうだ。挙げ句の果てには、他の女子まで「私も触ってください！」と騒さわいでる始末。

（こ、これはいったい……？）

　どうやら怜人は己おのれの二の腕フェチを堂々と公表しているらしい。朝から数多あまたの女子の二の腕を物色している。渚にとっては目新しい光景だが、生徒にとっては怜人のその行動こそ常つね。むしろ、怜人の車から渚が降りてきたことのほうが珍めずらしい光景なのだ。

「あれ……。あの子、怜人先輩の車から降りてきたけど」

「ほんとだ！　……ってあれ、噂うわさの転校生でしょ？　高たか城しろ先輩と毎朝登校してるっていう風紀委員の……」

「ええっ、高城先輩の次は怜人先輩とか、うらやましすぎるんだけど！」

　嫉しつ妬とを通り越して、羨せん望ぼうの眼差まなざしが渚に突つき刺ささる。

　その視線から逃のがれようと、一歩下がると、背中が誰かとぶつかった。

「あ、すみませ……え」

　渚のすぐ後ろ、振ふり向むいた視線の先には、息切れした時雨が立っている。

「……間に合った」

「間に合った、って、え？」

　困惑していると、時雨が眉み間けんに深くしわを寄せて睨んでくる。

「なんで……先に行ったんだ」

「へ？」

（先に行った？　私が？）

　時雨の言葉の意味がすぐには理解できず、渚の頭の中がぐるぐるフル回転する。

（も、もしかして──）

　渚が怜人の『噓うそ』に気がついたとき、怜人も時雨が現れたことに気がついた。

「ちっ、時雨のやつ、もう来たのかよ！」

　時雨が渚の腕うでを引っ張る前に、怜人が渚の二の腕を摑つかんだ。

「オレと来い！　ナギ！」

「うわっ、怜人先輩!?」

「……『怜人先輩』、だと？」

　渚が怜人の名を呼んだことに、時雨が眉を寄せるが、渚はその姿を一いつ瞬しゆんしか視界に収められない。

　怜人は渚の二の腕を引っ張って、猛もうスピードで校門を駆かけ抜ぬける。

「くそっ……怜れい！　そいつを走らせるな！」

　怜人は時雨の声を無視し、渚を連れて爆ばく走そうする。

「待っ──」

「高城先輩、おはようございます」

　渚を追いかけようとする時雨の前に、朝の風紀チェック担当の風紀委員が挨あい拶さつをしに集まってくる。その声を無視できず、時雨は立ち止まる。

　そのあいだにもどんどん渚との距きよ離りは開いていく。

「ナギ！　ちゃんと走れ！　遅おそい！」

「ちょ、怜人先輩！　待って──わあああっ!!」

　渚は怜人に引きずられるようにして校舎に入った。




　上の階に着いて、完全に時雨の姿が見えなくなると、怜人は廊ろう下かを走るのをやめた。

「よしっ！　これで時雨はまいたな！」

「まいたな、じゃないですよ!!　怜人先輩、噓つきましたね!?」

　渚が困り顔で見つめると、怜人は罰ばつが悪そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「……だって、時雨がいたら絶対ナギと喋しやべらせてくれねーし」

「だ、だからって……」

「それに！　ナギは転校生なんだろ！　転校生に学院案内したり、教えたりすんのは時雨じゃなくて、理事長の孫で生徒会長のオレの役目だ！」

「いや、それは別に……怜人先輩がしなきゃいけないことでは……」

「この学院の良さとか、楽しさとか、そういうのを誰よりも知ってるオレが紹しよう介かいしないで、他に誰がすんだよ！」

　食い気味に問われて、渚は言葉を詰つまらせる。

「そ、そう言われても、別にわざわざ校内を一緒に歩いてまで紹介するほどのことは……」

「ここにはそういうのがたくさんあるだろ！　だって、ここはオレの城だぜ？」

　怜人は目をキラキラと輝かせ、自信たっぷりに笑う。

　怜人の独特な笑い声が響ひびき、この階を通りかかった男女が駆け寄ってきた。

「怜人先輩、こんにちは！」

「おう！」

「わあっ、怜人先輩だ！　俺、ずっと先輩と話したかったんです！　俺、今年入学した一年なんですけど、入学式のサプライズ、マジ感動しました！」

「それ！　私も感動しました！　あのキラキラの花って、先輩が作ったんですか!?　バズーカを持って現れたときはびっくりしましたけど、それがむしろよかったっていうか！」

「き、キラキラ……バズーカ？」

　生徒たちが興奮気味に感動を伝えているが、入学式の状況を知らない渚はついていけない。首を傾かしげていると、怜人が自じ慢まんげに胸を張った。

「せっかくの入学式だからな！　理事長の孫として、オレも学院の生徒のために、思い出に残ることをしてやろうと思って！　レプリカでも、バズーカなんて持ってきたら、みんなビックリするだろ!?　で、そこからキラキラの綺き麗れいな花びらが噴ふん射しやされたら、もっとビックリする！　ギャップってやつだな！　時雨にはめちゃくちゃ怒られたけど」

　入学式のあとはひたすら時雨に「式典で堂々と風紀を乱すな」「後こう輩はいへの悪あく影えい響きようだ」などと叱しかられてしまったらしい。

「でも俺、本当に嬉しかったです！　怜人先輩が企き画かくする行事楽しみにしてます！」

　そう言い残して、生徒たちは怜人に手を振りながら去って行った。

　校門前でもそうだったが、怜人は生徒たちにとても慕したわれている。怜人の周りには自然と人が集まってくるのだ。

「……怜人先輩って本当に生徒たちに人気なんですね」

「当ったり前だろ！　この学院の生徒はみーんなオレのことが大好きだぜ？」

　疑うこともなく、自信満々に怜人は言ってのける。

「へへっ、企画楽しみにしてる──かぁ！　次は何したらみんな喜ぶだろうな！」

　楽しげにそんなことを考え始める怜人を、渚はじっと見上げた。

「……ん？　なんだ？　ナギ」

「え……あ、いや……その、怜人先輩はすごいなって、思って」

「すごい？　何が」

「だって普ふ通つう、自分だけ楽しめればそれでいいじゃないですか。それなのにちゃんと周りの人のことまで考えて、みんなを楽しませようとして……実際に楽しませることができるって、すごいと思います」

「ん、オレのこと褒ほめてんのか？　ふははっ！　もっと褒めろ！」

　怜人は満面の笑みを浮うかべて、うるさいくらいにはしゃぎ声をあげる。バカみたいに喜んで、渚の頭をくしゃくしゃに撫なでた。

「でも、それって普通のことだろ？　自分だけ楽しんだって意味ねーし。みんなが楽しいから自分も楽しいんじゃん！」

　愉ゆ快かいそうに笑い声をあげる怜人を、渚はなんとも言えない表情で見つめる。

（普通、か……）

　怜人の言葉は、一人で楽しむことしかできない渚には、絶対に言えない言葉だった。

「怜人先輩にとっての学校は、すごく楽しいでしょうね」

「ああ！　すっごく楽しいぜ！」

　怜人は「当たり前だろ！」とでも言いたげな顔をしている。まるで学校が楽しくないやつなんているのか、とでも問いたげな顔だ。

（私には、楽しかった思い出はないけど）

　怜人のようにたくさんの人を楽しませられる世界は、きっと楽しい。ゲームにしか楽しみを見つけられなかったからこそ、渚はそんな怜人をうらやましいと思う。

「怜人先輩みたいな人になれたら、私も学校が楽しくなりますかね」

　──楽しくなりたい。そう思って渚が呟つぶやくと、怜人が腰こしをかがめて視線を合わせてきた。

「……な、なんですか？」

「楽しくなる。そうに決まってる」

　歪ゆがんだ渚の顔を見つめて、怜人はニッと笑った。

「だってこの学校にはオレがいるからな！　オレが絶対楽しくしてやる！」

　ただの言葉なのに、それがとても渚の心に響いた。

「怜人、先輩……」

　渚の心が怜人に傾かたむいたそのとき、背後から時雨の声が響いた。

「──渚！」

　振り返ると、焦あせり顔の時雨が目の前に立っていた。

「……先輩？」

（今、名前……）

　渚の意識が怜人から遠のいていく。それを察したのか、怜人がまた渚の二の腕を引っ張って自分のほうに引き寄せた。

　しかし、その行動も読んでいた時雨は、怜人の背後を指す。

「怜、後ろにご先祖の霊れいがいるぞ」

　そんな手に引っかかる人はいないだろう。そう思ったのだが、怜人はすぐに後ろを振り返った。その拍ひよう子しに怜人の拘こう束そくが弱まり、時雨がすぐさま渚の手を引いた。

「なに!?　桐きりヶが崎さき家けの誇ほこり高たかいご先祖様が!?　って、どこにもいねーし！　騙だましたな、時雨！」

「こんな手に引っかかるお前が悪い」

　時雨はそう言って、すぐ横の空き教室の中に入る。怜人も駆け込もうとするが、時雨はすぐに扉を閉め鍵かぎをかけた。

「ふざけんな、時雨！　ナギを返せ！」

「それはこっちのセリフだ。こいつは返してもらう」

　扉を挟はさんで立っている怜人に、時雨は冷たく言い放つ。ドンドンと激しく扉を叩かれているが、時雨は完全に無視だ。

「せ、先輩……これ私の上半身ですよ？」

　渚は時雨の腕の中にいる。昨日は渚の声を塞ふさぐためだったのだろうが、今は抱だきしめている理由がないはずだ。

「それくらい、分かってる」

　そう告げて時雨は渚の肩を押すようにして腕から離した。まるで渚以上に時雨のほうがこの状況に動どう揺ようしているように思えた。

「なんで、怜なんかと先に行ったんだ」

「きょ、今日は先輩が迎えに来ないって言われて……」

「……普通、噓だって分かるだろ」

「わ、分からなかったんですよ!!　怜人先輩が──」

　その名を出すと、時雨はまた渚を強く抱きしめた。

（く、苦しい!!）

「せ、先輩、息!!　息が──!!」

「怜の名前を呼ぶな……バカ」
















　時雨がポツリと呟いた。とても小さくか細い声。けれどこの至近距離にいれば、耳に届いた。

（え？）

「なんで俺のことよりも早く、怜のことを名前で呼んでるんだ」

（……先輩はいったい何を）

「なんで……たった一日で俺より心を許してるんだよ」

「先ぱ──」

「時雨のバーカ！　こっちの扉が開いてんだよ！」

　同時に後ろの扉がバーンっと勢いよく開いた。教室に入ってきた怜人は声高らかに笑う。

「……はあ、誤算だな。お前がそんな単純なことにも気づけるバカだったとは」

　時雨はため息を吐ついて、渚を背中に隠かくす。

「先輩、あの……」

　渚は時雨に声をかけようとするが、小さな声は簡単にかき消されてしまう。

「もう十分だろ！　ナギをオレに返せ！」

「こいつはお前のものじゃない」

「時雨のものでもねーだろ！」

「うるさい。ったく、学院のいたるところに、二の腕の柔らかい女子なんてたくさんいるだろ。いなければ、脂し肪ぼう分を取らせて適当な二の腕を育てろ。こいつにこだわるな」

「ふざけんな！　二の腕はただの脂肪の塊かたまりなんかじゃねーんだよ!!　太れば柔らかくなるもんでもねーし！　ナギの二の腕は特別だ！」

「特別？　……見境なくいろんな女子の二の腕を揉みしだいてるくせに、笑わせるな」

「な──っ、時雨だって脚の写真大量に集めてるじゃねーか!!」

「それは一週間以上前までの話だ。もう俺の部屋にはこの美しい脚の写真しか存在しない。愛する脚がそばにいるのに、他の脚に浮うわ気きなんてするわけないだろ」

（ど、どこを突つっ込こめばいいか分からない!!）

　もはや発言のすべてがおかしい。けれど時雨も怜人も真剣に口論を続ける。

　そうして終わらぬ口論の末、時雨は渚の前にひざまずき、その脚を優やさしく撫であげた。

「え!?　うひっ！」

「俺はこの脚のために他のすべての脚を捨てたんだ」

　渚が硬こう直ちよくするも、時雨のお触りは止まらない。そしてそれに対たい抗こうしてか怜人が、勢いよく渚の二の腕を摑んだ。

「わあ!!」

「怜！」

「じゃあオレも他の二の腕を触るのやめる！　ナギの二の腕だけ触れば文句ねーだろ！」

　時雨は脚を、怜人は渚の二の腕を摑んで睨にらみ合う。渚の胴どう体たいを挟んで火花が散った。

「いい加減にしろ。こいつはお前には渡さない」

「時雨がなんて言ったって、選ぶのはナギだ！」

　怜人にそう言われて、時雨は言葉を詰まらせる。

　今まで余よ裕ゆう綽しやく々しやくに怜人をあしらっていた時雨が、明らかに動揺した。

「自信ねーんだろ？　そうだよな！　だって、一週間以上一緒にいるのに時雨はナギに名前を呼ばれたこともねーんだろ？　ナギは別に時雨のそばにいたくているわけじゃねーんだよ！」

「れ、怜人先輩!?　別にそれとこれとは関係──」

「……だから、なんだ」

　時雨は小さくそう言って、渚の脚に腕を絡からめると、すがるように抱きしめた。

「名前を呼ばれなくても、こいつがそばにいてほしいと望まなくても……俺はこの脚を手放さない。俺がこの脚のそばにいることを、こいつは許してくれたんだ」

　渚のそばにいてくれると時雨は約束してくれた。でも渚から「そばにいてほしい」とは告げていない。時雨は渚の欲ほしい言葉をくれたのに。

「……そ、そうじゃないです。私はちゃんと先輩と──」

　名前だってそう。時雨は呼んでくれたのに、渚はまだ呼んでいない。

「私はちゃんと、『時雨先輩』と一緒にいたくてそばにいます」

　そう答えると時雨が目をまん丸に開いて、渚の顔を見上げてきた。

「……渚」

「は!?　ナギは時雨を選ぶってのかよ!?　正気かよ!?　趣しゆ味みわりーぞ!!」

「そ、そういうんじゃなくて!!」

　正直なことを言えば、自分の脚も二の腕も誰にも譲ゆずるつもりはない。だから時雨と怜人のどちらかを選べと言われたら、渚はどちらも選ばない。でももし普通の友達になってくれるなら──。

「先輩たちと、普通に仲良くなりたいって……それはダメですかね」

　俺だけはそばにいると、渚は渚らしくいればいいと言ってくれた時雨。

　渚の学校を楽しくしてくれると、そう言ってくれた怜人。

　どちらかを選ぶことは渚にはできない。

（それでも選べって言われたら……私は──）

「……仕方ねーな。ナギがそうしたいなら、オレはそれでいいぜ」

　怜人は肩かたをすくめながらそう答えた。

「まあ時雨に勝つチャンスだし、選んでもらうに越したことはねーけどさ。でも一日でこれだけ仲良くなれたんだから、あともう少し一緒にいれば──」

　怜人は渚の二の腕を引き、顔を近づけてニッと笑う。

「ナギは絶対オレのこと好きになるからな」

「──近づきすぎだ、バカ」

　時雨が怜人を引ひき離はなすと同時に、タイミングよく校内放送が流れる。

『三年一組、桐ヶ崎怜人さん。至急、職員室に来てください。繰くり返かえします』

　その放送を聞いて、怜人は「はあ!?」と顔をしかめた。

「んでだよ!!　オレ、今日はまだ何もしてねぇぞ!!」

「一週間も休んでたんだから、連絡とかあるんだろ。早く行ってこい」

「行くわけねぇだろ!!　オレはナギと交流を深め──」

「さっさと行け。……理事長に報告されるぞ」

　時雨がそう告げると、怜人はすぐに口を噤つぐむ。

「すぐ戻ってくるから、待ってろよ、ナギ！」

　怜人は名残なごり惜おしそうに渚の腕から手を離し、教室を出て行った。

「……渚」

　背後から時雨が低い声で名前を呼ぶ。渚はサーッと顔を青くしながら後ろを振り返った。

「あ、えっと……」

「本当に見境ないな。俺だけじゃなく、他の男にまで体を触らせるつもりか？」

「そ、そういうつもりじゃなく……」

「……じゃあどういうつもりだ？」

（ヒィッ!!）

　時雨の背後に怒いかりの炎ほのおが燃え上がっている。

「……お前を怜と分け合うなんて、最悪だ」

「わ、分け合うって言っても、脚は二本とも先輩のですし!!」

「当たり前だ。お前の脚は誰にも渡さない」

「……じゃあ先輩がそんなに怒る必要は──たたたっ!!」

「減らず口を叩くな。──ったく」

　時雨は渚の頰をつねりながらため息を吐く。

「ご、ごめんなさい、先輩!!　……先輩？」

　渚が声をかけても時雨は振り向かない。

「えっと……時雨先輩」

　最後にもう一度そう呼びかけると、時雨は恨うらめしそうに顔だけ向けた。

「俺の名前……覚えてたなら、もっと早く呼べ」

　気き恥はずかしげな時雨の姿が珍しくて、渚は思わず面食らってしまう。

「で、でも時雨先輩だって、私の名前全然呼ばなかったじゃないですか」

「……タイミングとかあるだろ」

「……脚なら毎日撫でまわすのに、ですか？」

「うるさい。……ほらもう、お前はゲームしてろ」

「あ！　そうだ！」

　時雨に言われて、渚はスマホを取り出す。

（──の前に）

　渚は言っておかなければいけないことを思い出した。

「あの、時雨先輩」

「……今度はなんだ？」

　時雨は渚を見ずに問いかける。その横顔をジッと見つめ、渚は口を開いた。

「今日は、先に学校に来ちゃってすみませんでした。明日からは気をつけます」

　時雨は意地でも目を合わせないとばかりに視線を動かさなかったが、

「……当たり前だ、バカ」

　その頰は微かすかに緩んでいた。
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　時を同じくして、視し聴ちよう覚かく室の向かいにある文化部の部室棟とうでは、一人の女子が双そう眼がん鏡きようを手にして、唇を嚙かんでいた。

「……天あま宮みや、渚」

　一難去らずしてまた一難。新たな波乱が渚を待っていた。
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　パズルゲームのイベントガチャを明日に控ひかえた、その日の放課後。

　風紀委員会書記の由ゆ紀きは、いつものように幹部の仕事を終えて帰ろうとする。しかし靴くつ箱ばこで自分の靴に履はき替かえると、目の前に一つ上の有名な先せん輩ぱいが立っていた。

「黒くろ瀬せ由紀さん、よね？　……黒くろ魔ま術じゆつが得意って、本当？」

　本の世界から飛び出してきたかのように綺き麗れいな女子生徒が、そんなふうに問いかけてきた。




「今日は～イベントガチャ～何が～あったるっかな～♪」

　登校前の渚なぎさは朝からご機き嫌げんだ。放課後始まるイベントガチャに思いを馳はせ、自作の歌を口ずさんでしまう。

「あぁ……いい。とてもいい、アングルだ。ふくらはぎとの相あい性しようが重要なクルーソックスもよく似合う。最高だ……」

　歌う渚の目の前ではカシャカシャとうるさくカメラを回すサイコ・時雨しぐれがいる。

　いつもは黒のハイソックスだが、今日は時雨が用意したオーダーメイドの白のクルーソックスを履はいてあげているのだ。

「よし、いいものが撮とれた。……それにしてもやけに機嫌がいいな。そんなにゲームのガチャが楽しみなのか」

「そりゃあもう！　時雨先輩の課金カードのおかげで石も補ほ充じゆうできてますしね！　あとは徳を積むだけですから！　今日だけ、なんでも言うこと聞きますよ！」

　ゲームのガチャで大当たり激レアモンスターを手に入れるため、即そく席せきではあるが渚は徳を積んでいるのだ。今日はきっといい日になる、と渚は鼻歌の調子をあげる。

　そうしてしばらく時雨と二人で過ごしていると、登校時間を告げるみたいにインターホンが鳴った。

「はよーございまーす！」

　階下からは怜れい人との大きな声が聞こえる。あれからというもの、怜人まで毎日迎むかえにくるようになった。おそらく玄げん関かん先では両親が大喜びでもてなしていることだろう。

「ナギ！　下りてこい！　学校行くぞー！」

　怜人の声を聞いて渚は階段を下りていく。そんな渚を見て時雨は大きなため息を吐ついた。




　車は滞とどこおりなく進み、時間通りに学院前にたどり着く。

　時雨は渚の脚あしを解放して先に降車し、怜人は渚の二にの腕うでを摑つかんだまま降りていく。三人での登校はいまだに注目されるものの、もはや恒こう例れいのこととして処理されていた。

「怜人先輩、本当にあの子の二の腕好きなんだね」

「高たか城しろ先輩も、転校して間もないし同じ風紀委員だから、つきっきりであの子にいろいろ教えてるんだって」

「うらやましいなぁ、私も転校生になりたーい」

　嫉しつ妬とではなく、羨せん望ぼうの声が多い。二の腕好きが知られている怜人はともかく、時雨はただの面めん倒どう見みのいいイケメンな先輩として解かい釈しやくされている。

（まあ、脚のことさえなければ本当に面倒見はいいけど……）

　渚は細くした横目で時雨を見つめる。

　今日は朝の風紀チェックの当番なので、渚は校門をくぐるとそこで立ち止まる。同じく当番の由紀もすでに校門の脇わきに立っていた。

「おはようございます、高城先輩、桐きりヶが崎さき先輩、天あま宮みや先輩」

　由紀は丁てい寧ねいに挨あい拶さつをしてくれる。渚が「おはよう」と返しながら由紀の隣となりに並ぶと、当番でない二人も渚の隣に並んだ。

「……なんで先輩たちまで並ぶんですか」

　うなだれると、時雨は当たり前だとでも言いたげな顔で渚を見下ろした。

「お前がサボらないよう監かん視しだ」

「さ、サボりませんよ！」

「なら、俺おれのことは気にするな。それより怜れい、お前はさっさと教室に行け」

「へへ～ん、オレは生徒会長だからな。たまには校門前で挨拶運動だ！」

「……どこでも声かけまくってるじゃないか」

　そういうわけで、校門前に人気者のイケメン男子二人が立っているため、女子生徒の挨拶の声がいつもの二割増し弾はずむ。

「怜人先輩、おはようございまーす！」

「よぉ！　朝から元気だなぁ、お前！　なんかいいことでもあったのか？」

　怜人は自分へ挨拶してきた生徒に話しかけ、会話を弾ませる。男女関係なく相手も選ばず、楽しげに。

（さすが、コミュ力高すぎ……）

「た、高城先輩！　お、おお、おはようございます」

「ああ、おはよう。……風紀は問題ないな。早く教室に行け」

　冷静な表情で応える時雨に、女子生徒が顔を赤らめている。

（外そと面づら相変わらず神だな。……ただのイケメン風紀委員長にしか見えないじゃん）

　怜人はともかく、時雨のこれは仮の姿。思わず「ダウト！」と叫さけんでしまいたくなる衝しよう動どうを抑おさえつつ見上げると、時雨が小さく息を吐はいて渚の頭を摑んだ。

「俺の顔じゃなくて、生徒の風紀を見ろ」

「せ、先輩の顔なんて見てませんけど!?」

　大きな勘かん違ちがいである。しかし渚が訂てい正せいすると同時に、校門の外、少し先のほうで黄色い声があがった。

（ん、なんだ？）

　声のするほうへ視線を向け、渚は目を大きく見開いた。

　渚の視線の先には──絶世の美人。渚が桐ヶ崎学院への転校を決めた、かわいい制服のモデルの女子がいる。実際の姿は、写真よりもはるかに美しい。

「今日も静しず香かちゃん綺麗だなあ」

「私もあんなふうになりたーい」

　女子たちは渚同様、その美人にうっとりモード。

「静香ちゃん……やばい、今日もめちゃくちゃかわいい」

「目が合ったら、嬉うれしすぎて俺死ぬかもしれない……」

（分かる!!）

　男子生徒の口から漏もれてしまっている心の声に、渚ももれなく頷うなずいた。冗じよう談だん抜ぬきに、目が合った瞬しゆん間かん、恋こいに落ちてしまいそうなほどに、静香と呼ばれるその女子生徒は美しい。

　しかし、彼かの女じよは溢あふれかえる称しよう賛さんの眼差まなざしのどれにも視線を返さない。一人颯さつ爽そうと校門へと向かってくる姿が、さらに好印象だった。

「時雨先輩、時雨先輩」

　渚は女子生徒を見つめながら、興奮気味に時雨のブレザーの裾すそを引っ張る。すると時雨がわずかに言葉を詰つまらせた。

「……どうした？」

「あ、あの人、学院のパンフレットに載のってましたよね!?」

「ああ……誰だか知らないのか？」

「教えてください！」

　鼻息を荒あらくすると、時雨は小さくため息を吐いた。

「……小お田だ切ぎり静香。お前と同じ二年だ」

「え……同い年!?　う、噓。……全然見たことないですよ!?」

　これほどの美人なら、学校で見かけたらすぐに気づくはず。同じ学年なら廊ろう下かですれ違う可能性も高いというのに、転校してきてからの数週間、学院で目にしたのはこれが初めてだ。

「まあ、お前にはほぼ教室と視し聴ちよう覚かく室の行き来しかさせてないからな」

「あ……。で、でも朝だって、会うのは今日が初めてです！」

　渚がそう告げると、時雨は「たしかに……」と顎あごに手を当てた。

「小田切はいつも風紀チェック前に登校するのに、今日はやけに遅おそいな……」

　時雨が思案するように呟つぶやくと、今まで静かに生徒たちをチェックしていた由紀が反応した。

「徹てつ夜やで儀ぎ式しきをしてたんだと思います」

「……儀式？」

　聞き慣れない単語に渚も時雨も眉まゆを寄せる。すると由紀は無表情に頷いた。

「昨日、小田切先輩に恋こい敵がたきを呪のろう黒魔術を聞かれて、徹夜で儀式を行わなきゃいけない強力な術式を教えたんです」

（恋敵を呪う!?）

「……何を教えてるんだ、黒瀬」

　由紀の発言に時雨は眉を寄せる。

（ていうかあんな美人でも恋敵なんているの？　呪わなくても敵なしでしょ？）

　校門前にいる男子生徒はみんな静香に釘くぎづけだ。誰だれもが静香を恋こい人びとにしたいと望むだろう。そんなことをのんきに思っていると、時雨が瞬しゆん時じに渚の腕を摑んだ。

「……時雨先輩？」

「──怜から離はなれろ。今すぐに」

　時雨が渚の腕を引こうとする。そのとき、今まで渚の隣で別の女子と話していた怜人が校門前の生徒たちの視線の先に気づいて楽しげに笑った。

「よおっ、シズ！　お前がこんな時間に登校するなんて珍めずらしーな」

　渚の二の腕を摑んだまま、怜人が静香に向かって元気に空あいている腕を振ふり上あげる。

　その声を聞いた途と端たん、今まで誰の声にも耳を傾かたむけなかった静香が、瞬時に怜人を見て笑え顔がおを咲さかせた。

（ふあああっ、めっかわ！）

　あまりの笑顔のかわいさに渚の顔面が崩ほう壊かいする。しかし──。

「おはようございます、怜人様♪」

　続いて聞こえた静香の言葉に、渚の顔が瞬時に真顔に戻もどった。

（──怜人『様』？）

　怜人を見つめ、静香はうっとりと目め尻じりを下げる。けれどもその麗うるわしい顔はすぐに消える。怜人の隣で二の腕を触さわられている渚を見た瞬間、その目尻が急激につりあがった。

（え？　何この既き視し感かん）

　時雨が脚に告白したときと似た、顔面の様変わり。そして静香は渚から視線を移し、今度は由紀に優やさしい顔を向けた。

「黒瀬さん、ありがとう。儀式、なんとかやり遂とげたわ。あとは──成功を待つだけ」

　真っ黒な笑顔を浮うかべて静香は渚を一いち瞥べつし、怜人には邪じや気きのない笑顔で頭を下げる。

（今のは、何？）
















「……遅かったか」

　時雨が額ひたいを押さえる。いまだ状じよう況きようを飲み込めていない渚に、由紀も申し訳なさそうに頭を下げてくる。

「……よく考えてみれば、小田切先輩の恋敵は、天宮先輩ですよね」

「ちょ、ちょっと待って。……え？」

　渚が混乱していると、時雨が冷静に告げてくる。

「小田切に呪われたのは、お前だぞ」

　そう言われて渚は瞬まばたきを繰り返す。

「い、いや、呪われたって……私は小田切さんの恋敵じゃ──」

「小田切の好きなやつは、怜だぞ」

　時雨がそう告げると、怜人が楽しげに反応した。

「シズの話か？　あいつ本当にオレのこと大好きだよな！　このあいだも告こくってきたぜ？」

　怜人がさらっと付け加えたセリフに渚は固まる。

「こ、このあいだも、って……怜人先輩、小田切さんのことふったんですか!?」

「当たり前じゃん。シズはいいやつだけど、すっげー二の腕硬かたいんだぜ？　オレの彼女にふさわしい二の腕じゃねーの」

「まさか二の腕が理由で、あんな美人をふったとか言わないですよね？」

　しかし怜人は当然と言いたげに「そうだぜ？」などと笑顔で答えてくる。

　──恋敵。

　その言葉が再び脳内で再生されて、渚は首をぎこちなく動かした。

「あの、由紀ちゃん。その黒魔術って……」

「……かけた人以外解けない、相手を不幸にする強力な呪いです。すみません。黒魔術に興味をもたれたことが嬉しくて、小田切先輩が誰を呪うか、考えてませんでした……」

　いつも無表情・無関心の由紀が青ざめている。それがさらに渚の不安を煽あおった。

　しかし今のところまだ渚は不幸に陥おちいっていない。

（大だい丈じよう夫ぶ、いやきっと大丈夫だよ！　呪われたのは私じゃないよ！　ガチャのためとはいえ私徳積んでるし！　第一、黒魔術なんてそんな──）




　そんなものは存在しないと、次の日の朝まで渚は信じていた。

「やばい……噓うそ……噓だと言ってくれ」

　朝日を浴びた部屋の中。渚の部屋にはコードを失った課金カードの残ざん骸がいが散らばっている。部屋の主は床ゆかに這はいつくばって、絶望に沈しずんでいた。

　渚はわなわなと唇くちびるを震ふるわせながら、スマホの画面を見つめていた。

「何これ。何十連ガチャ回したと思ってる？　たぶん二十回は余よ裕ゆうでボタン押おしたよ？　つまり二百連だよ？　二百回全部ドブとかある？　お問い合わせ案件だよ？　え……本当に黒魔術？　私の端たん末まつにまだ限定モンスター配信されてないだけじゃね？　不具合でしょ？　不具合と言って。ふははっ笑えねぇ」

　怜人の笑い方を真ま似ねしてみたが、全然笑えない。尽つくせる限りの手は尽くしたはずだった。スマホのお清めもして、スマホに向かって何度もお辞じ儀ぎをして、挙げ句の果てには彰あきらにボタンを押してもらったにもかかわらず、一いつ切さいイベント限定モンスターも恒こう常じよう激レアモンスターも現れなかった。渚の手元に金はない。

　大爆ばく死し確変中。渚の精神も崩壊中。

「どうしよう、無理。息できない。本当になんで？　イベモンスター確率アップでしょ！　アップしてよ！　うああっ、私がモンスターになりそうだよ!!」

　渚は死に絶える前のゴキブリのごとく、気持ち悪い動きで床の上をのたうちまわる。

「うああああっ!!　イベモンスター来てよぉぉぉお!!　なんで来ないのぉぉおお!!　私の何がいけないのぉぉぉお!!　無理、無理、無理ぃぃいあああああっ」

　床を叩たたきながら渚が世の不条理を嘆なげいていると、インターホンの音が鳴り、その数秒後に部屋の扉とびらがノックされた。

「準備はできてるか」

　常連客のような物言いで、時雨が渚の部屋を開けた。

「……なんだ、この散らかりようは。一人でカルタでもしたのか？」

　時雨は価値をなくした課金カードと、それが貼はり付つけられていた台紙が散らばっているのを見て、的外れな指し摘てきをしてくる。

「課金カードでカルタなんてするわけないですよ。バカにしてますか？　もう私のヒットポイント尽きてるんで、追い打ちかけないでください」

「例のガチャか。こんなに課金したのか？　それで結果は……惨ざん敗ぱい、と」

　追い打ちをかけるな、と言っているのに、時雨はわざわざ事実を口にしてくる。そして渚の頭がプツッと音を立てた。

「ああ、そうですよ。爆死しましたよ。それがなんですか。こんなの余裕ですよ。今から、ゾンビゲームの隠かくしミッション、十秒クリアの実じつ況きよう動画をあげて広告収入を課金カードに変えれば、またガチャを引けるんですから。ノープロブレム、オールオッケーです」

「朝から饒じよう舌ぜつだな。それだけ元気なら、大丈夫だ。学校へ行く準備を始めろ」

「ひぃっ！」

　学校、という単語を聞いて渚は喉のどを引きつらせる。今の状態で学院に行けば、おそらく静香にガチャ運もろとも呪い殺される。

「嫌いやです、無理無理無理。あの学院にはサタンがいます。行ったら呪い殺されます。不ふ可か抗こう力りよくコワイ。今日は休ませてください。願わくば永遠に！　フォーエヴァー！」

「……小田切か。でももし呪われているんだったら、家にいても解けるものじゃない」

「いいえ！　怜人先輩が私のこと忘れてくれたら解けます！　絶対！」

「解けなかったらどうするんだ。永遠にお前の大好きなゲームが呪われたままだぞ」

　もっともな意見に渚の肩かたが揺ゆれる。その動どう揺ようを時雨は見み逃のがさなかった。

「学校に行って、小田切と話し合うのが一番だろ。それに、小田切に嫌きらわれたままでいいのか？」

　時雨の言葉に渚は俯うつむいてしまう。誰かに嫌われたまま放置してしまえば、前の学校にいた頃ころの渚と同じだ。

「……それは、嫌です」

　答えると、時雨が渚の頭に手を載せた。

「なら、行くぞ。……大丈夫、俺も協力してやるから」

（……時雨先輩）

　渚は俯いていた顔を上げる。すると時雨が徐おもむろにポケットから白のニーハイソックスを取り出した。

「……ちょっと待ってください。……それと引き換えに協力するとか言わないですよね？」

「いいや、お前が小田切と対決するために俺が必死に選んだ勝負靴くつ下しただ」

（勝負靴下って何!?　勝負下着的な!?）

「……ああ、これが今日のあなたの衣い装しようだ」

「か、勝手に脚と喋しやべりださないでください！」

　そんな抗こう議ぎを無視して、時雨は頰ほおを染めながら渚のジャージの裾に手をかける。

「ああ、そんなに気負わないで……まだあなたの裸はだかを見ていい関係じゃないことは分かっているからちゃんと目は瞑つぶるよ。……生殺しにされている気はするけれど」

「分かりました！　じ、自分で履きますから！」

「恥はずかしい？　……そんなに肌はだを強こわ張ばらせて、いじらしいな」

「鳥とり肌はだですよ!!　見て分かりますよね!?」

「そんな可か愛わいらしい反応を見せられたら、俺が……興奮するだろ」

　そう言って時雨は鼻息荒く、渚のジャージの裾をめくりあげようとする。が、その前に渚が時雨の頭を勢いよく叩いた。

「──っ!!　何するんだ、バカ。いい雰ふん囲い気きだったのに邪じや魔まして」

「じ、自分で履くって、脚がそう言ってますから!!　先輩、外で待っててください!!」

　渚が靴下を奪うばうと、時雨は残念そうにしながらも満足げに頰を緩ゆるめた。

「やっと行く気になったか？」

　少しだけ優しい声こわ音ねで聞かれて、渚は小さく頷く。

「……行って、小田切さんに呪いを解いてもらってガチャで激レア引きます」

　渚は部屋の外へと時雨の背中を押し出しながら宣言した。

「だから……小田切さんに会いに行くの、ついてきてほしいです」




　これ以上の反感を買うまいと、怜人が迎えに来る前に渚は家を出発した。

　登校途と中ちゆうに電柱にぶつかったり、横断歩道で転びそうになったりしたが、時雨の手を借りながらなんとか生きて学院までたどり着くことに成功。

　時刻はいつも渚が登校する時間とさほど変わりない。普ふ段だん通どおりならば、静香はすでに学校に着いている時間帯だという。

　校門を潜くぐり抜ぬけた渚は時雨とともに静香が属する二年三組の教室に直行した。

「し、失礼しまー……っ、おうっ」

　そろりと覗のぞき込こむように顔だけ教室の中に突つっ込こんで、渚は奇き妙みような声をあげる。

「……天宮さん」

　運がいいのか悪いのか、静香が目の前にいた。どうやら今、教室を出て行こうとしていたところらしい。静香に睨にらまれて、渚は反射的に顔を下に向ける。すると静香の手にしているスマホの画面が見えてしまった。

（怜人様フォルダ……）

　写真のフォルダ名が目に飛び込んで、渚は目を瞬かせる。絶ぜつ妙みように怜人の目線がカメラから外はずれている写真が並んでいる。

（こ、これって……隠し撮り？　ていうか、たぶんこれ！　私が見ちゃいけないやつ！）

　渚は反射的に顔を上げる。麗しい顔をきつく歪ゆがませた静香の顔が目の前にあった。

（綺麗なのに！　めちゃくちゃ好きな顔なのに！　怖こわい！）

　気け圧おされていると、時雨が渚を背に隠した。

「睨みすぎだ、小田切」

「高城さんには関係ないでしょう？　それより、私は写真部の部室に行きたいので、そこどいてもらえません？」

　静香はそう言って、時雨と渚のあいだをかき分けようとする。

「お、おお、小田切さん、待ってください！　私、小田切さんにお話が……」

　渚がそう告げたとき、廊下をドタバタと走ってくる忙せわしない音が聞こえてきた。

（待って。なんか、これ……すごく、嫌な予感が……）

「いた──っ！　ナギ！　時雨！　なんでオレを置いていったんだよ!?」

　その声とともに、走ってきた怜人がその勢いのまま渚の両の二の腕を摑んで、背後からのしかかってきた。

「れ、怜人先輩!?」

（まずい！　小田切さんの目の前でこれは──！）

　渚が恐おそる恐おそる静香の顔に視線を向けると、鬼おにのような形相が目に映った。

（あああああああっ！　やばい、ほんとやばい！）

「怜、渚を放せ」

「んでだよ!?　登校時間に触れなかった分、今触らせろ！」

　怜人は置いていかれたことが相当ショックだったらしく、その寂さびしさからか激しく二の腕に触ってくる。時雨に引きはがされそうになると、さらに渚に身を寄せてきた。

「れ、れれ、怜人先輩、放してください！」

「ナギの二の腕はオレに揉もまれるためにあるんじゃねーのかよ！」

「ち、違ちがいます!!」

（どうしようどうしよう、小田切さんの顔コワイ、死ぬ、怜人先輩マジで離れて！）

　渚が必死に抵てい抗こうする中、その光景に耐たえられなくなったのか、静香が大きく深呼吸をする。そして静香はこれ以上なく綺麗な笑顔を怜人に向けた。

「怜人様、天宮さんも嫌がっていることですし、放してあげたらいいじゃないですか。代わりに……私の二の腕を、怜人様に……」

　静香が照てれくさそうにしながら、怜人に自分の腕を差し出そうとする。しかし、怜人は「はあ!?」と声をあげて、渚の二の腕を静香に見せつけるように掲かかげた。

（な……っ!?）

「オレはナギの二の腕が触りてーんだよ！　シズの二の腕は細すぎるし、硬いし、全然代わりになんねーだろうが！　いいか!?　ナギの二の腕はシズと違って……」

（フオオオオッ!?　怜人先輩、何言ってくれてんですか!?）

「怜人先輩、ストップ！　う、ひぃっ！」

　渚が怜人の暴言を止めようとするが、時すでに遅し。静香がメラメラと怨おん念ねんの炎ほのおを燃やしながら、渚を睨みつけた。

「……どうして、まだその子ばっかり。……もっと、呪わなきゃダメってことね」

「んんん!?」

（マジで殺される!!　ガチャ運もろとも!!　ちょ、待って!!）

　静香は渚たちを突き飛ばし、教室を出て行く。渚もそれを追いかけようとするが、怜人が二の腕を摑んで放さない。

「怜人先輩、放し……っ！」

「ったく世話が焼ける。……動くなよ」

　渚が怜人を引きはがすべくもがいていると、時雨が背後から抱だきしめてくる。

「──し、時雨先輩!?」

　時雨は渚の体をしっかりとホールドし、そのまま蹴けり飛ばす勢いで怜人を引きはがす。渚を助けると、時雨は怜人の前に立ちはだかった。

「時雨、何すんだよ!!　あ──ナギ、待て!!」

「行け、渚。怜は俺が止める」

　アニメで聞いたようなセリフが時雨の口から紡つむがれる。渚は感動しつつ、主人公になった気持ちで大きく頷いた。しかし渚が静香を追いかけるべく、足を踏ふみ出だしたそのとき──。

「ただし廊下を走るなよ。……もし転こけたりしたら許さないからな」

（そのセリフは余計です！）




　渚は時雨の言いつけを守り、早歩きで静香を捜さがす。捜すと言っても、行き先は先ほど静香が言っていたから把は握あく済ずみ。

（小田切さんは部室に行くって言ってたよね）

　廊下で近くを通りかかった人の良さそうな女子に話しかけ、写真部の部室の場所を聞き出す。そうして渚は敵の居城──写真部の部室にたどり着くと、深呼吸をした。

（これ以上呪われたら死ぬ。絶対に呪いを解いてもらわなきゃ……頑がん張ばれ私。これはノーコンクエスト、もう失敗するなよ、私！）

「し、失礼します！　──ヒェッ！」

　渚は勢いよく部室の扉を開ける。が、その中の様子を見て思わず喉に息を吸すい込こんだ。部室の中には写真が散らばっている。それも、鎖さ骨こつに焦しよう点てんを当てられた写真ばかりだ。

「……こんなところまで追いかけてきて、何」

　振り返った静香が憎ぞう悪おに満ちた視線をぶつけてくる。目力が強すぎて、すでに渚のヒットポイントは赤ランプを点てん滅めつさせ始めた。

「あ、ああ、あの、さっきはごめんなさい！　こ、この通り謝あやまりますのでこれ以上呪わないでください！　で、できれば呪いも解いてください！　お願いします！　後ご生しようです！」

「謝るから呪いを解いて？　じゃああなたが私に謝ったら、怜人様があなたの二の腕を嫌いになってくれるの？　違うでしょ？　そんなの取引にならない」

「じゃ、じゃあ、なんでもしますから！」

「なんでも？」

「はい、なんでも！」

「なら……その二の腕を私にちょうだい？」

　静香が柔やわらかな笑顔を浮かべる。渚は目を瞬かせ、静香の放った言葉を咀そ嚼しやくした。

（二の腕を、ちょうだい？）

「あ、えっと。腕をあげるって、それはさすがに……」

「無理なら、呪いは解かない」

（無茶振りすぎる!!）

　渚が顔を真っ青にしても、静香は情けをかけてはくれない。渚が二の腕を引ひき渡わたさない限り、呪いを解く気はないのだ。

「あなたから二の腕を奪えば、あなたは怜人様に愛あい想そをつかされる。私はその二の腕で怜人様に愛してもらえるわ」

（そうくるかああああっ!!）

「で、でで、でも怜人先輩は本当に二の腕が好きなだけで、その持ち主には興味ないんですよ!?」

「二の腕が好きってことはあなたのことも好きってことでしょ！」

「それは違います!!」

　そのことだけは堂々と否定できる。食い気味に反論すると、静香は渚の反応に驚おどろいたようで目をわずかに丸くした。

「二の腕を好きになってもらったって、自分は好きになってもらえないんですよ!?　一に二の腕、二に二の腕、三四がなくて五に他の子の二の腕って感じですよ!?　永遠に自分の二の腕をライバル視することになってもいいんですか!?」

「それでもいいわよ！　それでもいいから私は怜人様のそばにいたいの！」

（……お、小田切さん）

「私は本当に怜人様が好きなの……。大好きで大好きで、何度も告白したの……。それなのに、二の腕のせいでふられて……」

（……怜人先輩、やっぱりアホだ）

　これほどの美人を二の腕が理由でふる怜人の心境など渚には到とう底てい分からない。静香が好きと言ってくれたなら、どんな男だろうと両手を広げてウェルカムだろうに。

　しかしそんな渚の心境をよそに静香は今にも呪い殺しそうな目で睨にらんでくる。

「二の腕が好きなだけ？　贅ぜい沢たくないい方しないで。二の腕が好きになってもらえるなら、それだけで十分じゃない。二の腕すら好きになってもらえない女がここにいるのに！」

　それほどの気持ちを傾けて怜人のことを想おもう、そんな静香からしたら渚は本当に贅沢なのかもしれない。

（小田切さんの気持ちも分かるけど……でも……）

「怜人様の一番好きなものを与あたえてあげられるあなたが……うらやましいのよ」

　静香が綺麗な唇を嚙かみしめる。その姿を渚はジッと見つめた。

（……こんなに想ってるのに、二の腕だけなんて……ダメだと思う）

「やっぱり、二の腕じゃなくて小田切さん自身を好きになってもらわなきゃダメですよ」

　たしかに静香の言う通り、パーツだけでも求めてもらえるならそれでいいのかもしれない。けれどそれだけしか好きになってもらえないなら、もし他にいいパーツが現れたらすぐに用済みになって捨てられてしまう。

「それができたら苦労してないわよ!!　怜人様は二の腕以外好きには──」

「なるかもしれないじゃないですか！　い、一いつ緒しよに考えましょうよ！」

　渚はそう言って静香の手を握にぎる。

「私も一緒に考えます！　怜人先輩が二の腕じゃなく好きになってくれる方法はないか、一緒に探しますから！」

　渚にそう言われて、静香は言葉を詰まらせる。静香の心が揺れているこのチャンスを逃のがしたくない。

「だ、だから……私を呪うよりも、自分を好きになってもらう方法を考えませんか!?」

　真しん剣けんな顔で告げる渚を見て、静香は気まずそうに目をそらした。

「……私は天宮さんのこと呪ったのよ？　そんな人間に、なんでそんなこと言えるのよ……」

　不幸になりたくないだけなら、こんなことは言えない。静香に謝ったのも、こうして食い下がったのも、すべてはゲームのためだけれど、でもそれ以上に渚は──。

「小田切さんと……仲良くなりたいって思ったからです」

　静香に嫌われたままでいたくない。この学院に入りたいと思わせてくれた静香と仲良くなりたいから。

「それに、私も変わらないといけないですから。パーツだけじゃない自分になりたいですから」

　今はまだ時雨や怜人はそばにいてくれる。でもいつか本当に渚以外にいいパーツが見つかったときに、一人にならなくて済むように──。

「小田切さんと一緒にいたら、私も小田切さんみたいなまっすぐな人になれる気がするんです。だから……」

　渚はまっすぐ静香の目を見つめる。

「まずは呪いを、解いてください」

（お願い、小田切さん）

　これ以上呪われるわけにはいかない。ガチャにも、静香にも、これ以上嫌われたくないから──。渚は土下座をすべく膝ひざを折る。

「──バカが」

　瞬間、勢いよく部室の扉が開いた。同時に、腕を引っ張られる。

「……し、時雨先輩!?」

　顔を上げると、時雨が渚の腕を摑んで目の前に立っていた。

「脚を……汚きたない床につけようとするな」

　時雨が困り顔で見下ろしている。渚の頭の中ではたくさんの疑問が飛とび交かっていた。

「な、なんで先輩が!?　い、いつから……!?」

「ついさっきだ。──でも、間に合ってよかった。土下座するなんてバカなのか」

「ば、バカって言わないでくださいよ!!　今一番大事な局面──ハッ!!　時雨先輩が来たってことは、れ、怜人先輩もここに──!?」

　時雨と離れた状況を思い出して、渚は顔を青くする。今ここに怜人が登場したらややこしくなること間ま違ちがいなしだ。しかし、時雨はゆっくりと首を横に振った。

「安心しろ。怜にはお前が視聴覚室に行ったと伝えた。絶対ここには来ない」

「……な、なんと」

　さすがは時雨、策士だ。

　そんな二人のやり取りを見て、静香がポソリと呟いた。

「……なるほどね」

　静香は渚に近づいて耳元に唇を寄せる。

「……天宮さんが変わりたい理由って、高城さんなのね」

（んんんんん!?）

　静香が小声で言ってきたとんでもない発言に渚は思わずむせてしまう。大きく咳せき込こむと、時雨が渚の背中に手を回してきた。

「おい、渚。どうした」

「ブッフォ!!　ゴホゴホッ!!　せ、背中撫なでなくていいです!!」

　咳き込みながら時雨の介かい抱ほうを拒きよ絶ぜつする。そんな渚の姿に静香は愉ゆ快かいそうに笑顔を見せた。

「そうならそうと先に言ってくれればいいのに」

「いや、そうじゃなくてですね!!」

「だからあんなに怜人様のこと拒きよ否ひしてたのね」

（待って待って！　誤解がすごい！）

「お、おお、小田切さん、落ち着いて！」

「そんなに慌あわてなくてもいいわよ。そういうことなら……さっきの話、乗ってあげる♪」

　静香はそう言うと、渚にウインクする。まさかすんなりと提案に乗ってくれるとは思っていなかったため、渚は大きく目を見開いた。

「今日から同志ね。お互たがい、好きな人のために頑張りましょう」

「い、いや、好きな人の話は違ちが──!!」

「あ、もうすぐ予よ鈴れいが鳴るわね。……詳くわしい話はまた今度しましょ♪　──な・ぎ・さ」

　静香は笑顔で言って、部室から出て行ってしまった。静香に名前を呼ばれたことが嬉しくて、渚は反射的にへらへらと手を振って見送ってしまう。

「──ハッ!!　否定し損そこねた!!」

　それに気づいても、もうこの部屋の中には時雨しかいない。

「あ、ああっ、美人の笑顔に目がくらんで──」

「……随ずい分ぶん、仲良くなったな」

　渚が頭をかき乱すと、時雨は驚いたような声で呟いた。

「え？　ああ、えっと……それは、その」

　頷いていいのか分からない。当初の目的であった『静香に呪いを解いてもらう』はおそらく成功したみたいだけれど、仲良くなったのかと聞かれると悩なやましい。けれど──。

「……一応、和解はできたみたいです」

「お前が一人で解決するなんて明日は嵐あらしだな」

「ひ、ひどい!!　──わわっ!!」

　反論すべく顔を上げるが時雨に手を載せられ、下を向くように抑えつけられた。

「冗談だ。……よかったな」

　時雨の優しい声が降りてくる。渚が静香と和解できても時雨に得はないのに、なぜか優しくしてくれる。

　それが、くすぐったいほど、嬉しくて──。

「ありがとう、ございます……」

　この優しさを毎日もらえる自分になろうと、渚は思った。
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　その後、静香から呪いを解いてもらった渚は時雨と怜人、そして静香のスマホに紹しよう介かいボーナスを送りつけて石をかき集め、決死の十連ガチャを回し──。

「イベモンスターあーんど激レアモンスター召しよう喚かん！　っしゃ!!」

　結果、十体中六体が渚の欲ほつするモンスターという、稀まれに見る大勝利を収めたのだった。
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「ああっ、まただ！」

　お風ふ呂ろを済ませた渚なぎさは、いつものように彰あきらに髪かみを整えてもらいながらスマホを操作する。しかし、先ほどから度たび々たびこんな嘆なげきをあげているのだ。

「あれ？　珍めずらしいね。渚ちゃんがゲーム以外の画面を開いてるなんて」

　渚の髪を櫛くしで梳とかしながら、彰が感かん嘆たんするように呟つぶやいた。渚の手にするスマホには常とは違ちがい、メッセージアプリが開かれている。

「違うんだよ、彰くん。現在進行形でゲームしてるんだよ」

「でも今開いてるの、メッセージアプリだよね？」

　その通り。しかし、渚がゲームをしているのも本当だ。

　渚のスマホはメッセージが来ると、画面の上部に通知がくるよう設定されているのだが、ゲームをしている際にその通知を誤ってタップしてしまうと、ゲーム画面からメッセージアプリに飛んでしまうのだ。

　今までメッセージが頻ひん繁ぱんに来ることはなかったため、なんの支障もなかったのだが。

「通知をオフにしなきゃ。ゲームに集中できない」

　と、言っているそばからメッセージが届く。相手は怜れい人とだ。

　ちなみに内容は毎回本当に皆無だ。買ったばかりのスタンプを試ためしに使ってみたり、今日の夕飯の写真と感想が送られてきたり、と様々だが内容がないことに変わりはない。

（私のメッセージアプリはブログじゃないんだけど……）

　渚はため息を吐つきながら、ゲームアプリに戻もどる。画面の上部にあるゲームスタート画面を押そうとすると、またしてもメッセージの通知が来てしまった。

（なんで!?　怜人先せん輩ぱいのメッセージは通知オフにしたはずなのに！）

　不思議に思って相手の名前を確かく認にんすると、今度は怜人ではなく静しず香かからだった。

【渚、明日はいつもと違う髪かみ型がたに挑ちよう戦せんしてみましょ！　きっと高たか城しろさんもいつもと違う渚にドキッとするわ！】

（ブログの次はモテる秘ひ訣けつ特集!!）

　雑誌の特集ページの見出しを飾かざりそうな文章が送られてきている。

　あのあとも幾いく度どとなく誤解を解こうとしているのだが、いまだ静香は渚の「違う」という言葉を一いつ切さい信じてくれない。否定イコール照てれ隠かくしという、静香の少女漫まん画が脳が弊へい害がいになっているのだ。

　おかげさまで、毎日「好きな人を振ふり向むかせるために頑がん張ばろう」という趣しゆ旨しのメッセージが来るほどに、静香と仲良くなっていた。

【静香……何度も言うけどね。私は時雨しぐれ先輩のこと好きじゃないよ？】

【いい加減認めなさいよ。好きじゃないって自分に言い聞かせてるだけでしょ】

（そんなことするのは、少女漫画のヒロインだけ!!　好きなものは好きって言うから!!）

　やはり渚の否定の言葉は静香に届かない。

　そしてしばらくその手のやり取りをしたあと、静香は美容のため早はや寝ねについた。もちろん渚も早く寝ねるように言われているが、ゲームがあるため約束は守れていない。

「よし……これでゲームができる」

　静香とのやり取りに一段落ついて、渚はゲーム画面に戻る。いろいろあったが先日ガチャに勝利することができたため、渚はイベントクエストを回るのに忙いそがしいのだ。

「……渚ちゃん、なんだか楽しそうだね」

「まあね！　一時はこのイベント参加できないかもだったし！」

「いや、ゲームの話じゃなくて……」

　そこまで言って、彰は浮かない顔をしながら「なんでもない」と話を切る。そしてゲーム画面を見ながら、渚の好きな話題を振った。

　渚がゲームの話を一方的に彰に伝え始めると、ゲームはボスフロアに突とつ入にゆうした。超ちよう高難度クエストのボス相手に意い気き込ごむと、そこでまたメッセージの通知に引っかかった。

「くああああっ!!　誰だれだ……静香は寝たはずだけど、言い忘れたことでもあったのかな」

　そんな疑問を抱いだきながらメッセージを確認すると、相手は静香ではなく時雨だった。

　時雨とは怜人の一件以降、念のために連れん絡らく先を交こう換かんしていたが、怜人と違って用もなく連絡はしてこない人だ。

（……なんだろ）

　少し気になりつつ、渚はメッセージを読む。

【明日の放課後は集会があるから、一応そのことだけ頭に入れておいてくれ】

　丁てい寧ねいに明日の連絡事じ項こうを伝えてくれたらしい。渚はすぐに【了りよう解かいです】と文章を打ち込むが、送信する前に新たなメッセージが届く。それを目にして、渚は白目をむいた。

【それとお前の脚あしに伝えてくれ。おやすみ、ゆっくり休んで】

　やはり時雨は時雨だった。いい加減それにも慣れてしまい、渚は無む駄だに突つっ込こむことをやめて、耳を塞ふさいだ猿さるのスタンプだけを送った。
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　そういうわけで、渚の日常は着実に賑にぎやかになっている。

「眠ねむい……」

　放課後、渚は視し聴ちよう覚かく室の机に伏ふせる。徹てつ夜やでコンシューマＲＰＧとソシャゲのクエストを回っていたため、今すぐにでも眠れそうなほど体力は限界値を迎むかえていた。

「ふははっ！　ナギの目の下のクマ、すっげーぞ！」

「ちょっと、渚！　怜人様が話しかけてくれてるのに寝る気!?　ていうか夜よ更ふかしはダメって言ってるのにまた徹夜したの!?　信じらんない!!」

　転校当初は風紀委員の幹部と静かに過ごしていた視聴覚室が、今ではこんなにも騒さわがしい。渚がいるという理由で怜人が視聴覚室に入いり浸びたり、渚と一いつ緒しよに女磨みがきをするという理由で静香まで加わってしまったのだ。

「ごめんって……早く寝るつもりだったんだけど……ゲームのセーブ地点にたどり着くたびにもう少し行けるかなって思ってたらいつのまにか朝になってたよね……」

「なってたよね、じゃないわよ!!」

　静香は頰ほおを膨ふくらませながら自らの二にの腕うでを揉もむ。二の腕を好かれても意味はないとは言ったものの、怜人に好かれるためのきっかけとして、やはり二の腕は柔やわらかいに越こしたことはない。ということで、今は渚がネットの力を借りて見つけた『二の腕が柔らかくなるほぐし方』を実じつ践せん中なのだ。

「あ、そういえば。シズ、お前ナギに二の腕柔らかくなるよう手伝ってもらってんだろ？　オレが触さわって確認してやるよ」

「え!?　私の二の腕は、まだ怜人様の二の腕チェックを受けられるような二の腕じゃ……」

　静香は拒きよ否ひするが、怜人は興きよう味み津しん々しん。左手で渚の二の腕を摑つかんだまま右手を静香の二の腕に伸のばす。すると、静香の顔面がボッと真っ赤に染まった。

「ふははっ、おもしれーくらいに硬かたいな！　やっぱりナギのが一番だ！」

「怜人様の顔が、目の、前に……ああっ」

「静香……ほら」

　渚がポケットティッシュを与あたえると、静香はそれで鼻を押さえつつ悶もだえた。

　渚と過ごすことにより、こうして怜人と共に過ごせるようになったため、渚の二の腕が怜人に愛めでられることにも寛かん容ようになった。

　この調子でいけば静香が渚を嫉しつ妬とで呪のろう事態は二度と発生しないだろう。

　そんなふうに三人で話していると、時雨が大きなため息を吐いた。

「渚、寝るな。……もうすぐ集会が始まる」

　昨晩連絡されていた通り、今日は月一の、風紀委員全体での集会。風紀違い反はん者を減らすための対策についての話し合いや、落とし物の周知などをする集会らしい。

　もうじきこの視聴覚室も人で溢あふれるため、渚はゲームをせずに待機しているのだ。

「……で、お前たち二人は邪じや魔まだからさっさと帰れ」

「俺おれは理事長の孫で生徒会長だから、好きなところにいていいんだよ！　ついでだから風紀委員の仕事を見学してやるぜ！」

「でた……怜人先輩の七光スキル」

「見学しなくていいから、出て行け」

　しかし時雨の言うことなど聞かず、怜人は渚の隣となりに座すわってその二の腕を堪たん能のうする。そんな二人の姿を見て、時雨は大きく舌打ちをした。

「俺が集会の進行で何もできないからって見せつけてくるのもたいがいにしろ」

「なんだ？　時雨、うらやましいのか!?　ふははっ、ざまあ!!」

「……怜、お前あとで覚えていろ」

　時雨は捨すてゼリフを残し、なんとか渚の脚から目をそらし、その視線を静香に向けた。

「……小お田だ切ぎり、お前も部活に行け」

「あら、高城さん。写真部の私が一眼レフで撮とった力作、欲しくありませんの？」

　賄わい賂ろのように静香が数枚の写真を差し出す。なにげなくそれを見た渚は、目を見開いた。

「ちょ、ちょっと待って、静香。私の脚なんていつ撮ったの!?」

「仕方ないな。……今日だけここに居い座すわることを許してやる」

「な、何が仕方ないんですか！　チョロすぎでしょう！」

　渚の突っ込みなど無視して、時雨は静香の撮った写真を満足そうに見つめる。一方、静香は「協力してあげたわよ♡」とでも言いたげに渚に向かってウインクを飛ばしてくる。

（なんで得意げなの!!）

　しかしそんなことを叫さけぶ気力もなく、渚は机に突っ伏した。

　そんなことをしているうちに、どんどん視聴覚室が生徒で賑わい始めた。

「わぁっ、怜人先輩と静香先輩がいる！」

「ああっ!!　静香ちゃんに話しかけたい!!　けど……今から風紀委員の集会だし」

　さすがは人気者。真面目な風紀委員たちも、部外者の存在を素す直なおに喜んでいる始末。

「はあ……もう好きにしろ。その代わり、集会中は騒ぎを起こすなよ」

　時雨は渋しぶ々しぶといった様子で前に向かう。

　そうして集会が始まった。

「そろそろ衣ころも替がえ移行期間が始まる。各生徒、自分の好きなように制服を着き崩くずし始めるから各クラスの風紀委員はしっかり注意すること」

　時雨がそう告げると、渚の隣に座る風紀違反常習犯が声高らかに笑った。

「やっとその時期かーっ！　ナギ、移行期間になったらすぐに夏服着ろよ!?」

「いやあ……私は二の腕とかあんまり出したくないんですけど」

「なんでだよ！」

「れ、怜人様！　渚の代わりにはなりませんけど！　わ、私が真っ先に夏服にしますから！　二の腕を最大限に露ろ出しゆつしますから！」

「うーん、シズの二の腕はなあ……」

　静香の宣言に怜人は微び妙みような反応をするが、それを聞いていた周囲の男子生徒たちが過か敏びんに反応する。

「静香ちゃんの、薄うす着ぎ……」

　そんなことを呟いて頰を染める。それが普ふ通つうの男子の反応だ。

「静かにしろ、会議中だぞ」

　時雨が注意すると、男子たちはすぐに口を閉じる。しかし一番うるさい問題児は耳を貸さない。

「いやあ、夏服はほんっと最高だよな♪　袖そでに邪魔されずに二の腕が揉めるし、揉むたびに形が変わんのもよく分かるし♪　冬も二の腕の生き地じが薄うすい制服にしたほうが絶対いい。あ、そうだ。今度じーちゃんに言ってみるか」

「怜人様がプロデュースする制服、ぜひ着たいです！」

「そこの部外者二人は黙だまれ。それか、出て行け」

　しかしそんな言葉で出て行くような二人ではない。時雨は部外者を放置して次の議題に移ろうとする。しかし次の議題も怜人を刺し激げきする話であるため、時雨は頭を抱かかえた。

「……全校朝礼において、生徒会長の挨あい拶さつ時の暴走を止められるよう風紀委員の配置を考えようと思うが」

「止められるもんなら止めてみろよ。次の全校朝礼には、しっかりお前らの度ど肝ぎもを抜ぬく最高に楽しい挨拶を考え──」

「考えるな。野次を入れるな。そして真ま面じ目めな挨拶をしろ」

　怜人は全校朝礼ですら、生徒を楽しませようと必死らしい。渚が転校してきてからはまだ全校朝礼がないため、怜人がいったい何をしでかしているのか分からない。渚の知る限りでは、全校朝礼など立ったまま寝る技を訓練するイベントでしかないのだが。

「怜人様の挨拶、私いつも楽しみにしてます!!　前回も、体育館の天てん井じようのライトからバンジージャンプをしながらの挨拶……あのときの勝ち気な笑え顔がお──ああっ、思い出しただけでも、すごく、かっこよかったです!!」

　静香は鼻を押さえながらグーサインを怜人に送る。その静香の感想を聞いて、風紀委員の女子たちが遠えん慮りよがちに頷うなずいていた。

「ば、バンジージャンプってどうやって……」

「知りたいか？　あれはまず──」

「説明しなくていいから黙れ」

　時雨は冷たく言い放ち、話し合いを進める。その後も怜人と静香の妨ぼう害がいにあいつつ、やっと最後の議題に入った。

「風紀違反を減らすための今月の対策を考えてもらう。合同の案でもいいから話し合ってくれ。案を出したら各自解散」

　時雨がそう呼びかけ、風紀委員たちが真面目に対策を考え始めた。

「渚、お前も考えろ。話し合う相手がいないなら俺が相手になってやる」

　ひとまず司会役を終えて、時雨が渚のもとに戻ってくる。怜人に二の腕を揉まれながら、渚はげっそりした顔で呟いた。

「……いきなり言われても、思いつかないですよ」

「前の学校では風紀委員がどんな活動をしてたか知らないか？」

　考えやすいように時雨がアドバイスをくれるが、渚は目を瞑つぶって微妙な顔をする。

「……前の学校のことはあんまり覚えてません。……あ、でも前にプレイしたＲＰＧでは風紀チェックに五回引っかかるとペナルティーで区内のゴミ拾いさせられましたよ。いやあ、あれは大変でした。わざと風紀違反してゴミ拾いに参加しないと人間パラメーターが上がらなくて。それなのに風紀違反のミッションがかなり面めん倒どうで……」

「なるほど、区内のゴミ拾いか」

「最後まで聞いてくださいよ!!」

「この学院も五回違反したら反省文と廊ろう下か掃そう除じをするように規定してるが……もう少しペナルティーを強化するか」

　ゲームの話はスルーするが、時雨は渚の案を積極的に取り入れようと思案する。しかし怜人がそれに猛もう反はん対たいした。

「反省文と廊下掃除だけでもだりーのに、もっと増やす気かよ!?」

「え……、怜人先輩ってちゃんとペナルティーこなしてるんですか」

「仕方ねーだろ。時雨が反省文と掃除終わるまでオレに首輪つけて逃にがさねーんだ」

（ふぁお、学院に腐ふ女じよ子しがいたらたまんないご褒ほう美びだな）

「怜人様と、首輪の共演……」

（静香もか）

　妄もう想そうを始めた静香を見て渚は半笑いを浮うかべた。

　そうしてちゃんと風紀委員の役目を果たし、渚は机に伏せる。時雨も風紀委員全員の案をまとめるため、進行役に戻った。

「ゲームの話してるときは元気なのにね」

　机と同化した渚を見つめ、静香がどこか感心するように呟く。

「ゲームは……好きだから」

　躊躇ためらいがちに答えると、怜人が渚の二の腕を触りながら頰ほお杖づえをついた。

「ナギはほんと好きだよなぁ、ゲーム」

「怜人先輩、声大きいです……」

「でも本当に渚はゲーム好きよね？　何がそんなに楽しいの？」

　怜人に続けて静香も質問してくる。しかし渚は目をそらした。

「渚？」

「……ゲームに興味ない人が聞いても、楽しくないよ」

「勝手に決めつけんな。たしかにゲームに興味はねーけど、ナギには興味ある。だから聞いてんだ。ほら、話せ」

　怜人が渚のほうへと身を乗り出してくる。静香も興味津々に身を乗り出す。そんな顔をされたら話したくなってしまう。

（ああ……もうっ、私ってやつは──）

「……ゲームの楽しさは本当にいろいろですよ。据すえ置おきゲームとソシャゲでも楽しみ方は違うし、ＲＰＧかシミュレーションかとか、ゲームのジャンルでもだいぶ違うんです」

　一度口を開けば、渚のゲーム談義は止まらない。

「たとえば据え置きゲームならやり込み要素が強いから結構苦戦するステージとか出てくるんですけど、それを頑張ってコンプリートしたらすごい達成感があるんです。これが言い表しようのないくらい気持ちよくて、一日でも早くコンプリートしたくて徹夜します」

「ああ、たしかにコンプリートって響ひびきいいわよね。怜人様のアルバムを完成させたときは快感だったもの。もう一冊作りたくなるし、早く完成させたくてもっと写真集めちゃう」

「え、それめっちゃ分かる。今やってるソシャゲの王子様育成ゲームがそんな感じなんだよね。レアカードのアルバム全部埋うめられたらとか考えるとマジでたまんない」

「埋められたら、じゃなくて埋めるのよ。アルバムは埋めるためにあるんだから」

「神か」

　静香は写真、渚はゲームと、二人して別の視点で話しているのだが、不思議なことに見事な意気投合をみせた。

「んー、オレは写真なんて集めねーからなぁ」

「じゃ、じゃあ二の腕図ず鑑かんとかあったら集めたくなりません？　いろんな柔らかさの二の腕を発見しろ、みたいな」

「なんだそれ、すっげーおもしろそうじゃん」

「怜人先輩が前にした私のゲーム、あれがそんな感じで、カードを集めて育てるんです」

「てことは、いろんな二の腕集めてオレ好みに育てるって感じか。うわっ、すげーやりたい。そんなゲームあんのか!?」

「残念ながらまだ二の腕育成ゲームはないですね。でもゲーム界かい隈わいの経済が回れば、そんなゲームが開発される日も遠くないはずです」

「すっげーな。なんでもゲームにできんのか」

「そうですよ。ゲームは誰にでも楽しめるようになってるんです!!」

（ああ、やばい、どうしよう、話したいことたくさん出てくる）

　論点は若じやつ干かんズレているが、ゲームの話を聞いて相あい槌づちを打ってくれるのが嬉うれしくて、渚は目をきらめかせた。

　ゲームの話をして盛り上がってくれた人は二人が初めてで、だからこそもっと聞いてほしくて、今まで話せなかったゲームの楽しい話題が渚の頭の中に溢れた。

「でもゲームの楽しいところはそれだけじゃなくて！」
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「……いつまで話してるんだ。もう帰るぞ」

　時雨の声で渚は我に返る。夢中で話していると、いつのまにか視聴覚室には渚たちしかいなくなっていた。

「え……わっ、もう誰もいない!!　は、早く言ってくださいよ!!」

　このメンツ以外に生徒がいないなら、人目を気にせずゲームができる。渚は慌あわててロスタイムを取り戻すべくスマホを取り出した。そんな渚の代わりに、時雨が渚の荷物をまとめ、帰かえり支じ度たくを済ませる。

　渚と時雨が一緒に帰ると分かると、静香は嬉しそうに頰を緩ゆるめて席を立った。

「渚が帰るなら、私も写真部に行こうかしら。……怜人様ももう帰りますよね？」

「おう！　また明日な、シズ」

「は、はい！　ま、また明日！」

　静香は怜人の挨拶に笑顔で返事をすると、スキップで部活に向かった。

　そうして怜人も一緒に帰るべく支度を始めたのだが。

「怜、お前は一人で帰れ」

「はあ!?　なんでだよ」

「言っただろ。あとで覚えてろって。俺が触れないあいだ、お前はずっと触ってたんだ。お前もその気持ちを味わえ。渚の二の腕は没ぼつ収しゆう」

「ふざけんな！　おい、ナギ！　なんか問題出せ。答えられたほうがナギと一緒に帰れるってことでどうだ！」

　怜人は自信たっぷり。時雨も負ける気はないらしく、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで受けて立つ様子。

（問題出せって言われても、頭回ってないし……）

「えっと、じゃあ、私の身長で」

「なんだよ、その問題!!　ナギの身長なんて知るか!!」

「一五六・三センチだ」

　分からないと叫ぶ怜人の隣で、時雨が即そく答とうする。

　まさかミリまで正確に把は握あくしているとは思わず、渚は驚きよう愕がくした。
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　渚は勝負に勝った時雨と一緒に下校することになった。

「ふああ……予想外にいっぱい喋しやべったし、帰ったら爆ばく睡すいコースだな。ゲームのスタミナ回復する時間にタイマーかけて起きよ」

　渚はのんきに呟いて、大きなあくびをする。眠すぎてふらついていると、時雨が渚の前に座り込んだ。

「……何、してるんですか？」

「そのままだと転こけそうだからな。おんぶしてやる」

「い、嫌いやですよ。恥はずかしい！」

「……っ、このままじゃ俺がお前の脚に触れないだろ」

「そっちが本音ですね!!」

「うるさい。今日はずっとお預けだったから、今すぐ触りたいんだ。いいから乗れ」

　時雨は無理やり渚の脚を背中に抱えた。その反動で上半身が倒たおれそうになったため、渚は反射的に時雨の首に腕を回していた。

「あっぶなーっ！　時雨先輩！」

「あぁ、やっぱりいいな。すごくいい。普ふ段だんあまり触れない太ふと腿ももの裏に触ふれられる。柔らかくて、ずっと抱えていたい」

「こ、こんな恥ずかしいおんぶ初めてですよ。勘かん弁べんしてください」

　街中を歩く人たちの視線が痛すぎて、渚は俯うつむいたまま顔を上げられない。おかげで時雨の顔が近くなった。

「もっと密着して、俺を脚で縛しばっていいんだぞ」

　時雨のパワーワードを真まに受けていたら精神が削けずられる。そう判断して、渚はおとなしく時雨の首に腕を回したままスマホでゲームを始めた。

（あ、でも歩いてるときよりゲームしやすい）

　自分で歩いていないため、ゲーム以外に気を配らなくて済む。周囲の視線は気になるものの、無心になればいいこと。容易たやすい話だ。

　時雨が脚に夢中になっているあいだ、渚は渚で時雨の背中でゲームを満まん喫きつする。

「……お前は本当に、ゲームのことになると楽しそうだな」

　おんぶされている事実をもはや忘れかけていた頃ころ、時雨が渚の脚ではなく渚自身に意識を向けた。その呟きを聞いた渚は、ゲームから時雨へと視線を移す。

「さっき怜たちと話してたのも、どうせゲームの話だろ」

「そうなんですよ！　まさかあの二人とゲームの話で楽しめると思ってなかったんですけど、意外と普通に話せて！」

　絶対に理解されないだろうと思っていた渚のゲームに対する思いを、怜人と静香は理解してくれた。

「先輩が前に言ってた通りでした」

　ゲーム好きを隠したままでいたらこの喜びも一生分からないままだっただろう。

「今、ゲームの話で楽しめてるのは、先輩のおかげですね」

　渚はそう言って笑いかける。

「ありがとうございます」

　渚がそう告げると、時雨は目を大きく見開いた。

「先輩？」

「……別に、なんでもない。……それよりほら、ゲームクリアになってるぞ」

「え……あ、ほんとだ!!」

　時雨が指し示す渚のスマホには【ミッションクリア】の文字が浮かび上がっている。その文字を見れば、渚はすぐにスマホの画面に食いついてしまう。

「よっしゃあ！　【森しん羅らの理ことわりに集つどいし巨きよ人じん兵へい】パーフェクトクリア♪　へっへへ～ん」

　ゲーム片手に渚はカラカラと笑う。

　そんな渚を横目に見て、時雨は困り顔で笑っていた。
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　六月に入り、梅つ雨ゆを迎むかえた。ただでさえ湿しつ気けと蒸むし暑あつさで気だるい季節だというのに、渚なぎさの目の前にはさらに気だるい物体・参考書の山が立たち塞ふさがっている。

「……ああ、無理。登場人物の心情答えろとか無理。そんなの分かるんだったら人生苦労してない……」

　渚は現代文の問題を解きながら激しく貧びん乏ぼうゆすりをする。小刻みに苛いら立だちのビートを刻んでいると、隣となりから手が伸のびてきた。

「やめろ。脚あしに変な負ふ荷かをかけるな」

　もちろん、手の主は時雨しぐれだ。渚の膝ひざに手を置いて貧乏ゆすりを止める。

　二人がいるのは図書室。そのため、時雨は渚の脚を膝に乗せることはせず、隣に座すわるだけで我が慢まんしているという状じよう況きようだ。

「なんなんですか……この『課題学習週間』って」

「この時期はテストもなくて生徒がだらけるから、大量の宿題や課題を出して気を引ひき締しめさせるために学院が設けたものだ」

「気を引き締めるって、こんなじめじめした空気で引き締まるわけないですよ……。ゲームのイベント時期にかぶせてくるし最悪です……」

「かぶせたのはむしろゲームのほうだろ」

　時雨の冷静な返しに渚は唸うなり声をあげる。今週が課題学習週間であることはあらかじめ決定していたこと。そして【愛いとしのプリンス様】のイベントが始まったのは一昨日おとといのこと。

　最さい推おしイベでないことがせめてもの救いだ。とはいえ、準推しのイベであるから気を抜ぬくこともできない。

「諸行無常ですよ。ほんともう……無理。イベント回りたいのに」

「課題に集中しろ。どうせ今日まで引き伸ばして、全然終わってないんだろ？　家にいたらゲームしかしないだろうと思ってわざわざ図書室まで連れ出したんだから」

　その通り。課題が月曜日に出されてから、提出日前日の今日に至るまで「明日やろう」を繰くり返かえしてきたため、課題はまったく終わっていない。今日も時雨に言われなければ、一日ゲームをして夜中に泡あわを吹ふくところだっただろう。

「でも、なんであの二人までここにいるんですか？」

「……それは俺おれも聞きたい」

　渚の質問に時雨も困り顔をする。渚と時雨が勉強する丸テーブルには、他にもう二人座っているのだ。

「いるに決まってんだろ。オレだけ仲間外はずれにすんなよな！」

「そうですよ。勉強はみんなでしたほうがはかどりますし！」

　怜れい人とと静しず香かがそれぞれ不平を述べてくる。時雨と二人で図書室に来たはずなのだが、いつのまにか怜人と静香まで合流していた。

「あ……でも、よく考えてみれば渚は高たか城しろさんと二人きりのほうがよかったわよね。……考えが足りなかったわ、ごめ──」

「そうじゃない」

　渚が静香の発言を遮さえぎってそう答えると、静香はおもしろくなさそうに肩かたをすくめた。

「それに……みんなで集まるのが嫌いやなわけじゃないし」

　付け加えるようにして渚が小さな声で伝えると、静香は嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめた。

　そしてそんな二人の会話をまったく気にも留とめずに怜人がはしゃぎ声をあげ、

「今日もナギの二にの腕うでは絶好調だな～♪　ふにふにのくせに、絶妙にオレの指を弾こうとするこのバランスがたまんねーな。マジで夏が楽しみだ」

　鼻歌まじりに言って渚の二の腕の感触を味わう。その様子を見て、時雨の視線のキレが増した。

「……怜。渚を触さわってないで、勉強しろ」

「してるだろ！　なあ、シズ！」

「は、はい。怜人様は今日もかっこよくて、麗うるわしくて……」

「小お田だ切ぎり、お前はなんの話をしてるんだ」

　この四人がそろって勉強がはかどるわけもなく、頻ひん繁ぱんに脱だつ線せんしてしまっているのだ。

「ていうか怜人先せん輩ぱいもちゃんと課題とかするんですね」

　渚がペンをくるくると回しながら感心すると、怜人は自じ慢まんげに胸を張って笑った。

「するわけねーじゃん。今日はみんながいるから楽しそうだと思って来ただけだし！」

「ちゃんと勉強しろ」

「オレはしなくても理事長の孫だから怒おこられねーもん」

「……ああっ!!　ドヤ顔の怜人様かっこいい!!」

　鼻を押さえながら悶もん絶ぜつする静香に、渚は呆あきれ顔を向ける。今の会話のどこにもかっこいい要素はなかったのだが、怜人の言動すべてがかっこいいというフィルターが静香にはかかっているのだろう。

「他人が怒らなくても俺が毎度怒っているだろうが。いい加減自分でしっかり……」

「時雨が怒っても何も怖こわくねーし！　悔くやしかったらオレを怖がらせてみろ！」

　怜人が子どものような挑ちよう発はつをするため、時雨は無言のままにシャープペンシルの芯しんを折った。

（う、ヒィッ!!）

「ま、まあまあ、今日は怜人先輩も勉強するみたいですし！　いい傾けい向こうじゃないですか！」

「……うるさい。だいたい、お前もいつまで怜に二の腕揉もませてるんだ」

「えぇ……いつものことじゃないですか。揉むなって言っても怜人先輩揉みますし」

「……俺が触れないのに、怜が触ってるのが腹立つ」

「へっ、ざまぁ！」

　怜人が愉ゆ快かいそうに時雨を煽あおる。時雨も怜人に売られた喧けん嘩かは買うらしく、向かいに座る怜人の顔面に手を伸ばした。

「い、いててててっ!!　いてーよ、放せ！」

　時雨が怜人の頰を思いっきりつねると、静香が身を乗り出して止めにかかる。

「高城さん、やめてあげてください！　怜人様が痛がっててかわいそうです！　ああっ!!　私の二の腕が柔やわらかければ私のを触ってくださいって言えるのに!!」

　仲ちゆう裁さいに入ろうとしていたはずなのだが、静香はいつのまにか自分の二の腕の硬かたさを嘆なげき始めていた。

（カオスだな、これ）

「し、時雨先輩、怜人先輩のほっぺた放してあげてください」

「……怜をかばうな。だいたいお前は怜に甘あますぎる」

「そんなことはないと思いますけど……」

　とばっちりで渚まで怒られてしまう。すると怜人が渚の二の腕を引き寄せた。

「ナギを怒んなよ！」

「怒らせてる張本人は黙だまれ」

「ほんっと時雨は短気だな！　ナギのことになると特にケチだし！」

　怜人がそう告げると、時雨の肩がびくりと揺ゆれた。目をそらしながら、小さな声で反論する。

「……別に普ふ通つうだ」

（え）

　いつもなら「渚の脚に関してだけだ」などと堂々と言ってのけるのに、今日の時雨は少し違ちがった。時雨の反応を見て、怜人はおもしろくなさそうに唇くちびるを尖とがらせ、静香は「ふふっ♡」と嬉しそうに頰を染めた。

（……時雨先輩、熱でもあるのかな）

　渚は心配そうに見つめる。すると渚のパーカーのポケットが小刻みに震ふるえだした。もちろん、それはゲームに関する通知だ。

「あ。スタミナたまる時間なのでちょっとゲームしてきます」

　渚はスマホを片手に図書室を出て行こうとするが、二の腕とともに怜人まで引っついてくる。

「オレも行く！」

「え？　スタミナ消費するだけですから、来なくていいですよ」

「そうだ、怜。お前はここで勉強していろ。俺が一いつ緒しよに行く」

「いや、どっちも来なくていいですから！」

「じゃあ、みんなで行きましょう？」

　という静香の提案により、四人で休憩タイムを迎えることになった。
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「渚、何が飲みたい？」

　校内の長なが椅い子すに座ってゲームをしようとすると、時雨がそう問いかけてきた。

「え？　あ、えっと……お茶で」

「オレは炭酸！」

「私はビタミンジュースで！」

「お前らには聞いてない」

　便乗注文に時雨はため息を返す。けれどもちゃんと買う気はあるみたいで「仕方ないな」と言って、奥おくにある自動販はん売ばい機に向かう。

「高城さん、渚だけに聞いたわよ？　よかったわね♪」

「いや、別にそんな……」

　渚よりも静香のほうがはるかに嬉しそうだ。しかし渚も方向性は違うけれど、時雨のことを考えていた。

（さっきの怜人先輩への返しといい、なんか今日の先輩はやけに私に対して優やさしいよね）

　本来はそれを喜ぶのが正しい反応なのかもしれないが、渚はむしろ不安を感じてしまう。

（時雨先輩はまあ優しいけど、一に脚、二に脚、三四も脚で、もはや百まで脚な人だよ？　私が悩なやんでるとかでもないのに優しくするとか、病気かも）

　そんなことを思いながら時雨のことを見つめていると、怜人が渚の目を隠かくした。

「な……っ!?」

「時雨のことばっか見んな。オレがそばにいるんだからオレを見ろよ」

「それなら怜人先輩のことガン見してる子がそこに……」

　視界を塞がれたまま渚は勘かんで静香を指す。その静香はというと、スマホを掲かかげて真剣な顔をしている。

「私はいつでもどこでも怜人様のことを見つめてます!!」

（それはなんか怖い!!）

「当然！　オレはいつだって誰だれにだって注目されてーの！　だから一緒にいる以上、オレを見てなきゃ嫌なんだよ」

（現実でこんなオレ様発言を聞くことになろうとは……）

　怜人の手に遮られて見えないが、おそらく静香はこの発言に悩のう殺さつされたことだろう。この世のものとは思えないうめき声が一いつ瞬しゆん聞こえたのは十中八九静香のものだ。

「はぁ……分かりました。怜人先輩のこともちゃんと見ま……っ!?」

　面めん倒どうくさくなって渚が投げやりに答えようとすると、その頭に冷たいものが載のる。同時に怜人の手が離れ、渚の視界が一気に開けた。

「時雨先輩。……あ、お茶ありがとうございます」

　渚が顔を上げると、時雨が全員分の飲み物を持って戻もどってきていた。渚の頭上にはお茶のペットボトルが載っている。怜人も時雨に飲み物を渡わたされて渚から手を離したみたいだ。

「ちっ。戻ってくるのがはえーよ、時雨」

「飲み物を買うくらいでそんなに時間がかかるわけないだろ。バカか」

「バカじゃねー……って、おい！　なんで割り込むんだよ!!　あっち行け!!」

　時雨は怜人のことを押しのけて渚の隣に座る。

「先輩、こっちの隣空あいてますよ……？」

　反対隣にも座るスペースはある。脚の隣に座りたいのなら、わざわざ怜人を押しのける必要はない。だから渚が気き遣づかってそう教えてあげると、時雨は不服そうに渚のことを見下ろした。

（え。なんで!?）

「時雨せんぱ……」

「……画面に何か出てるぞ」

　時雨は渚の声にかぶせて、渚のスマホの画面を指す。無意識下にタップしていたため、イベントミッションが開かれていることに気づいていなかった。

「あ……！　ヤバス！　先輩ありがとうございます！　危うくミッション中止ボタン押すとこでした！」

　渚は言いかけたことも忘れて、ゲームに専念する。

　時雨はお茶を飲みながら、そんな渚の姿を見つめていた。
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「……よしっ。雨降り出す前に終わったあ！」

　薄うす暗ぐらい空を見上げ、渚はガッツポーズをする。今日は傘かさを持ってきていなかったので、雨が降らないうちに帰ろうと思っていたのだ。

「ったく、梅雨入りしたんだから傘くらい持ち歩け」

「荷物は最小限がモットーです!!　スマホ持つとき邪じや魔まですからね!!」

　渚が胸を張って告げると、時雨は小さなため息を吐く。

「というか、そんなに雨を心配してたなら、怜たちと一緒に帰ればよかったんじゃないのか？」

　集中力が切れた怜人と課題を先に済ませた静香は、渚たちが帰る少し前に帰っていた。

「静香と怜人先輩を二人きりにしてあげたかったんです」

　静香が横にいても、怜人は渚の二の腕にばかりかまってしまう。静香のために怜人と自分の二の腕を引き離さないといけないのに、なかなか難しい。

　だからせめて、少しでも二人きりにしてあげようと思ったのだ。

「先輩こそ、先に帰らなくてよかったんですか？　だいぶ早い段階で課題終わってたみたいですけど」

　時雨は怜人たちが帰る頃ころには与あたえられていた課題を終えていた。途と中ちゆうから渚の脚だけをじっと見つめていたため、渚はそれを知っている。

　時雨はまたため息を吐いて、持っていた単語帳を渚の頭にトンっと載せた。

「──った!!」

「大げさな。痛くないだろ」

「痛くないですけど!!　でも叩たたく必要ありました!?」

「うるさいな。……ほら」

　時雨は、渚に視線をくれる。

「一緒に帰るぞ」
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　渚は時雨の隣でお決まりのように立ち止まる。二人のあいだに会話はなくて、その代わりに響ひびくのは渚がゲームをタップする音。

「……キャラ的にボーダー低いと思ってたけど、あんまりランキング上がんないな」

　ゲーム画面をタップしながら渚は独り言を呟つぶやく。そうは言ってもスタミナがたまるごとにしっかり消費しているため、そこそこのランキングではあるが──。

（推しイベだったら許されない怠たい慢まんだ）

　推しイベなら絶対に全国ランキング三千位以内に入らなければならないという渚の中の鉄の掟おきてがあるため、準推しイベとはいえ今の順位は渚にとっては最低ランクだ。

「はあ……学校用とゲーム用で私が二人欲しい」

「お前みたいなのが二人もいたら面倒だな」

「先輩にだけは言われたくないです」

　渚はゲームをタップしながら即そく座ざに返し、「あ」と愉快な声をあげる。

「でも私が二人ってことは先輩の好きな脚が四本になりますね」

　自分の脚が四本並んでるところを想像すると、なんともいえない気持ちになる。でもきっと時雨は鼻息を荒あらくするだろう──と思っていたのだが。

「……たしかに、それは悪くないな」

（あれ……？）

　嬉しそうにはしているけれど、渚が思っていたような反応はない。渚が首を傾かたむけて時雨の顔を覗のぞき込こもうとすると、時雨は渚の顔を押し返す。

「さっさとゲームを済ませろ」

「顔押されて画面が見えませんよ!!」

　渚はそう反論しながら勘を頼りに画面をタップする。そして十分にスタミナを消費し終えると、スマホをポケットにしまった。

「もういいのか？」

「はい！　ばっちりスタミナは使い切ったんで。それより……先輩こそ、今日ほぼ脚に触ってないですけどいいんですか？」

　休日は会っていないのだから、一日触らないくらいどうってことない話だ。けれどそばにいるのに触らないのは、今日が初めてな気がした。

（あ、でも……これじゃあ）

「別に触ってほしいとかじゃないですよ!!」

　弁解するように告げると、時雨は目を細めて渚を見下ろした。

「わざわざ言わなくても分かってる」

　これまた意外な返しだ。「そんなにあなたは触ふれてほしかったのか」などと脚に喋しやべりだすと想像していたのだが。

「まあ、触れないのは仕方ないだろ。外に出てるんだから」

　その返しに渚はとうとう目を丸くしてしまう。マヌケな顔をした渚を見て、時雨は困ったように眉まゆを下げた。

「なんだ？　その顔は」

「時雨先輩、今日やっぱり熱でもあるんじゃないですか!?」

「……どういう意味だ」

「だって脚の話してるのに先輩の返事が普通なんですもん!!」

「俺はもともと普通──って、お前何して……っ」

　渚は時雨の腕を引っ張り背伸びをする。時雨の額ひたいに手を当て、その顔を覗き込んだ。

「熱は微び妙みようかな……。んん？　え、先輩めっちゃ顔赤いですよ？　本当に大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　どんどん赤くなっていく時雨の顔を見て渚は心配そうに眉を寄せる。すると、時雨が突とつ然ぜんそんな渚の顔をわし摑づかみにした。

「ブォッ!!　先輩!?　なんで!?」

「なんでじゃない。……顔が近すぎる」

（近いって……たしかに近いけど。え？　そんなに私の顔近くで見たくない？　そんなに害のある顔!?）

　渚が背伸びをやめると、時雨は深い息を吐はきながら渚の顔から手を離す。

「す、すみません。お目汚ししてしまいまして……」

「違う。そうじゃないだろ」

「え？」

　渚はゆっくり顔を上げる。再び渚の目に映る時雨の顔はまだ薄赤く染まったまま、複雑そうに歪ゆがんでいる。

「ったく……お前は、なんでそんなにも俺を」

　時雨が苦しげにそう呟いた──瞬しゆん間かん。

「──雨」

　渚の顔に、雫しずくが落ちてきた。

　雨が降る、と悟さとったときにはすでに叩きつけるように雨が降り始めていた。

「う、噓うそ!?　まだ家に帰りついてないのに!!」

「こっちに来い」

　時雨が慌あわてる渚の腕を引いて傘かさに入れてくれた。しかし折おり畳たたみ傘がさに二人は窮きゆう屈くつで、ぴったり寄より添そっても濡れてしまう。

「くううっ、あともう少し早く出るべきだった──!!」

「後こう悔かいしても遅おそいだろ。……とりあえず、雨宿りするぞ」

　渚は時雨に言われるまま、通りかかった公園に駆かけ込こんだ。

　東あずま屋やのベンチに腰こしかけて、渚がびしょ濡ぬれの鞄かばんの中からハンカチを見つけ出そうと頑がん張ばっていると、頭にふわりと何かが載った。

（──ん？）

　顔を上げると時雨の顔が間近にあって渚は目を丸くした。

「ヒッ！」

「なんだその声は。人が頭拭ふいてやろうとしてるのに」

「な、なんでですか!?」

「濡れてるからだろ。バカなのに風か邪ぜひくぞ」

　さすがと言うべきかタオルを持ち歩いていたらしい。時雨はため息を吐きながらも、自分の頭より先に渚の頭を拭く。時雨がそんな気遣いをしてくれることが照れくさくて、渚は時雨の手の中でもがいた。

「じ、自分で拭けます！」

「いいからジッとして……おい、バカ、暴れるな──渚！」

「うわっ！」

　ジタバタ暴れたがゆえに、つるん、と脚を滑すべらせて渚は地面に尻しり餅もちをつく。時雨が渚の腕を摑んでくれたおかげでド派手に転こけずには済んだけれど──。

（いったた……）

「……大丈夫か？」

　時雨が渚の前にしゃがみ込む。渚は反射的に自分の脚を確かく認にんした。お尻しりから転んだため、脚は無事だ。

（せ、セーフ!!）

「脚は怪け我がしてないみたいです!!」

　ドヤ顔とグーサインで答えるが、時雨は渚の腕を摑んだまま「バカ」と息を漏もらすように告げる。

「な──っ、なんでバカなんですか!!」

「今俺が心配してるのは、脚じゃなくて……っ！」

　その言葉に渚は目を丸くする。時雨も己おのれが放った言葉に、固まった。
















（脚じゃ、なくて……？）

　脚ではなく、渚自身を心配した。今のは間ま違ちがいなく、そういうこと。

「……時雨、先輩？」

　渚の不安げな声が雨の中に木霊こだまする。

　今日の時雨は、とことん時雨らしくなかった。
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　渚なぎさは家に帰って着き替がえると、自分の部屋でゲームのスタミナを消費する。けれどスマホを叩たたきながらも頭の中はゲームに集中しきれていなかった。

（時雨しぐれ先せん輩ぱい……大だい丈じよう夫ぶかな？）

　あのあと、時雨は自分の傘かさを置いたまま、土ど砂しや降ぶりの中を走って行ってしまった。渚の静止の声も聞かず、渚から逃にげるように──。

（もし風か邪ぜとか、ひいてたら……）




『脚あしじゃなくて……！』




　時雨と別れた直前のことを思い出して、手がピタリと止まる。

（時雨先輩が脚より私を心配したって、やばいよね……？　やばいと思う）

　今まで時雨の最優先事じ項こうは渚の脚だった。極きよく端たんな話をすれば、渚の顔面と渚の脚──両者が同時に危険に晒さらされた場合、時雨が助けるのは絶対に渚の脚のはずなのだ。

　渚はゲームアプリを閉じて、メッセージアプリを開く。

【傘、ありがとうございます。……先輩は大丈夫でしたか？】

　渚はそんな文章を打ち込んで時雨に送信すると、またゲーム画面を開いた。

（ていうか、今日はずっと様子がおかしかったよね……）

　脚に対する反応もいつもより悪かった。今までなら理性を簡単に吹ふき飛とばしていたはずの状じよう況きようでも、まったくそうならなかった。

（脚の話しても全然興奮してなかったし……そうだよ！　あのときだって脚も濡ぬれてたのに、私の頭拭ふいてたし──!!）

　そうして渚はある推論にたどり着く。

（先輩、私の脚に飽あきた……？）
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「バッカじゃないの？」

　昼休み、写真部の部室にて渚の話を聞いた静しず香かが心底呆あきれるような声でそう言った。

「高たか城しろさんが渚の脚に飽きるわけないでしょ？　もし飽きてたら今いま頃ごろ槍やりでも降ってるわよ」

「槍は降ってないけど、大雨洪こう水ずい警報出てるよ!!」

「梅つ雨ゆ入りしたものね」

　静香は渚の発言に冷静に突つっ込こみを入れて、真しん剣けんに取り合ってくれない。

　しかし、今の渚はそう思う証しよう拠こを持ち合わせているのだ。

「これ見て!!」

　渚はスマホを掲かかげる。そこには昨日渚が時雨に送ったメッセージの返信が表示されていた。

「【明日からしばらく迎むかえに行けない】……仕方ないじゃない。高城さん、今日お休みなんでしょ？　学院中その話で持ちきりだもの」

　模も範はん生で皆勤していた時雨が学院を休んだ。それは速報のように、学院中で噂うわさされている。今朝渚を迎えに来た怜れい人とも、時雨が休むという事実に声を裏返したくらいだ。

「渚に傘を貸して風邪ひいちゃったのね。相合傘して帰ればよかったのに」

「わ、私と時雨先輩のあいだにそんなのはいらないの!!　そうじゃなくて、時雨先輩がしばらく私の脚に会わないって宣言してるんだよ!?」

「風邪が治るまでってことでしょ？」

「時雨先輩がそんなに休むわけないじゃん！　そもそも風邪で休んでるかも疑わしいよ！　それなのに『しばらく』って変でしょ！」

「じゃあなんでなのよ」

「……脚に飽きちゃったから、私と顔合わせづらいとか」

「はいはい」

「聞いて!?」

　静香は「聞いてるわよ」と適当に答えて、机の上に並べた写真を物色し始める。

「静香……さっきからその写真、何？」

　写っているのはもちろん怜人だ。

「何って……昨日の怜人様♡　渚が気を利きかせて一いつ緒しよに帰らせてくれたから、存分にいい写真が撮とれたの♪　これなんて、とってもかっこいいでしょ？」

　さすがは写真部。怜人のいいところだけを抜ぬき出だしたような、絶妙なアングルで撮っている。

「すごい……やっぱ静香って写真撮るのうまいね」

「当然。だから、よく高城さんも渚の脚の写真を売ってくれって頼たのんでくるわよ？」

「え？」

　視し聴ちよう覚かく室に居い座すわるための賄わい賂ろとして静香が時雨に渚の脚の写真を渡わたしているのは知っていたが──その話は初耳だ。

「なんつー売買してるの!!」

「お金は取ってないわよ。高城さんは無料で渡すものじゃないって謎なぞに怒おこってくるけど」

「うわ、めっちゃ言いそう。めんどくさい顧こ客きやくだね」

「ほんとに。でもまあ、そういうわけで一いつ切さい渚の脚には飽きてないわね」

　静香はつまらなそうに息を吐はく。しかしそうなると時雨の行動の意味が説明できない。

「だって先輩が脚じゃなくて私の心配したんだよ!?　脚より先に私の頭拭いたんだよ!?」

「なんなの？　のろけたいの？　いい加減怒るわよ？」

「ち、違ちがう!!　考えてみてよ！　あの時雨先輩だよ!?　脳内脚だらけの時雨先輩!!　脚フェチクレイジーサイコ時雨先輩!!」

「せめて日本語で喋しやべって」

　渚の暴走を止めるべく、静香がその一言でいったん冷静になる時間を与あたえる。

「要するに脚に飽きたんじゃなくて、渚も高城さんに好かれたって話でしょ？」

「ないないないないない!!」

「はいはい、おめでとう。また黒くろ瀬せさんに黒くろ魔ま術じゆつ聞いて呪のろいたいくらいうらやましいわよ」

「呪わないで!!」

「呪わないわよ、もう」

　静香はそう言って机に頰ほお杖づえをつく。

「最初は呪っちゃったけど……今は渚のこと好きだもの」

（……静香）

　その言葉が素す直なおに嬉うれしい。渚が目を輝かがやかせると、静香が言葉を付け加えた。

「だから心から祝福するわよ」

「そ、それは祝わなくていい!!　時雨先輩が脚と同レベで人を好きになるわけないし!!」

　あくまで認めようとしない渚に静香はやれやれと首を横に振ふった。

「もしそうなら、脚より自分を好きになってもらってまた一緒にいてもらうしかないでしょ」

「べ、別に私は……」

「だって今までの話をまとめると、渚は高城さんと一緒にいたいんでしょ？　でも脚を飽きられたらそばにいてくれない。それが嫌いやだから自分から離はなれようとしてる。……ね？」

　言い返す言葉がない。難しい顔をする渚を見て、静香は肩かたをすくめた。

「渚が言ったんじゃない。変わりたいって。パーツだけじゃない自分になりたいって。今がそのチャンスなんじゃないの」

　静香が渚に笑いかける。

「少なくとも、私はパーツとか関係なく、なんにでもまっすぐな渚が好きよ。それはきっと高城さんだって思ってるはずだから。渚はもう少し自分に自信持ちなさい」

（静香のほうが私なんかより、ずっとまっすぐ──）

　そこまで考えて渚は「ああ」と納なつ得とくした。静香がまっすぐな子だからこそ──。

「静香と一緒にいるから、私も静香みたいにまっすぐな子に近づけてるのかな」

　そして渚は静香の目を見て、笑え顔がおを返した。

「……ありがとう、静香。私も頑がん張ばってみる」
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　その次の日も、そのまた次の日も時雨は学校に来なかった。

　学院の風紀を統とう率そつしていた時雨がいなくなった今、副委員長である尚なおが風紀委員長代理として行動しなければならないのだが──。

「ああっ……高城先輩がいないだけで、こんなに風紀違い反はんが増えるなんて……さすが高城先輩って言いたいけど、俺おれの処理能力がまったく追いつかない……胃が、胃が痛いよぉ」

　泣き出しそうな声が渚の後ろの席から聞こえてくる。いつもは時雨が放課後の時間だけで終わらせている仕事を、尚は通常の休み時間まで潰つぶしてやっているのだ。

「……い、市いち原はらくん大丈夫？」

「大丈夫じゃないけど……天あま宮みやさんは気にしなくていいよ。これは幹部の仕事だから」

　そう言って、尚は一人で全部抱かかえ込こもうとする。それもいつもの渚なら「大変だねぇ」とか「頑がん張ばれ」なんていう無責任な言葉で投げやってしまうけれど──。

「……わ、私も手伝うよ」

「え？」

　渚は尚の机に積んである風紀違反者リストの名めい簿ぼと今朝の風紀チェックのリストを手に取る。

「二人でやったほうが……早いでしょ？」

「でも、いいの？」

「いいよ。だって……私も風紀委員だし」

　静香に頑張ることを約束したけれど、実際「頑張る」という言葉はとても抽ちゆう象しよう的で、何をしたらいいのか自分でも分からなかった。だから渚はまず風紀委員として、その仕事を全まつとうできるようになろうと目標を定めた。

「みなさん、こ、これから、も、持ち物検査をします」

　転校してきてすぐの頃ころ、コミュ障を存分に発揮して手こずってしまった仕事。

「……だ、大丈夫だね。……えっと、でも漫まん画がとか持ってきすぎ、かな」

　クラスメートの目を見て、ちゃんと注意すべきところを注意する。あのときはそれだけのことが全然できなかったけれど──。

「で、でも……その漫画、めっちゃ楽しいよね」

　そんな一言を告げられるようになった。

　まだ緊きん張ちようして、声が低くムフフと笑い出しそうな不ふ審しんな喋り方になるけれど、渚なりにクラスメートに歩み寄ろうと頑張ってみた。

「え？　天宮さん、これ読んだことあるの？　全然興味なさそうなのに!!」

　勇気を出して話しかけてみれば、意外とみんな、渚に興味を持ってくれた。
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　家に帰ってからは、あろうことか渚はゲームをせずにメッセージアプリを見つめていた。

　文章を打っては消してを繰くり返かえし、ため息を吐いた。

（……時雨先輩、いつになったら学校来るかな）

　時雨はずっと学校を休んでいて、おかげで日に日に風紀違反者の数も増えて尚の胃痛が限界に達してきている。

　明日も来なければ、時雨は一週間近く学校に来ないことになる。

（まだ、風邪治らないとか？　だとしたら私のせいだし……）

　予想通り、渚の脚に飽きて顔を合わせるのが気まずいから休んでいるのだとしたら──。

（それも結局、私のせい……だよね）

　渚はメッセージに【風邪、治りましたか？】と書いてみる。でも、もし休んでいる理由が風邪じゃないなら──と考えて、渚はまた文章を打ち直す。

（……先輩が来ないから市原くんの胃痛が限度を超こえてます……いや、これはなんか喧けん嘩か売ってるし）

　そうしてまた打ち直して、渚はため息を吐く。

「……渚ちゃん、どうしたの？」

　後ろで渚の髪かみをブローしていた彰あきらが、そんな様子を見かねたのか、遠えん慮りよがちに尋たずねてきた。渚がきょとん顔で振り返ると、彰は苦く笑しようした。

「渚ちゃんがゲームもせずにメッセージアプリとにらめっこしてる姿なんて、なかなか見ないから。……あ、でも文面は見てないから安心して」

　彰は優やさしく笑いかけてくれる。その笑顔を見たら、少しだけ心が軽くなった気がした。

「ちょっと、委員長が最近学校休んでるから心配で……何かメッセージ送ろうかなって思ったんだけど。そういうの送ったことないから、なんて書けばいいか分かんなくて」

　彰はそんな渚の言葉に、目を丸くしたまま固まった。

「……彰くん？」

「あ……ごめんね。まさか、渚ちゃんがそんなこと言うなんて思わなくて……」

　彰はすぐに申し訳なさそうな顔をして謝あやまってくる。

　けれど彰がそんな顔をするのも当然。ほんの数カ月前まで不登校だった渚が、今は学校に来ない時雨のことを心配しているのだ。

「……その、来ない理由がたぶん私のせいだから。それもちゃんと謝らないとって思って」

　渚は自分の部屋に置いている時雨の折おり畳たたみ傘がさを見つめて顔をしかめる。

　でもそんな渚にも、彰はやっぱり驚おどろいた顔を見せた。

「変わったね、渚ちゃん」

「え？」

「だって前はそういうことで悩なやんだら……それを忘れるようにゲームしてたから」

　嫌なことがあったら、いつだってゲームに逃げていた。ゲームをしていれば幸せだったから。どんなに現実で嫌なことがあっても、悩んでも、ゲームの中では全部解決できて、その世界に浸ひたっていれば頭を抱える必要はなかった。

「でも今回はゲームに逃げずに、ちゃんと考えてる」

　渚ですら気づかない変化に気づいた彰は、渚の頭を撫なでた。

「渚ちゃんがゲームより優先するくらい、今の学校は渚ちゃんの大好きな場所なんだなぁ。……って、結構前から気づいてたけど」

「わ、私、大好きなんて言ってた？」

　学校が楽しいなどと彰に言ったことはない。むしろ彰には悪口しか言った記憶がない。

「言ってない。でも分かるよ。だって渚ちゃん、前の学校のときはいつも『楽しかった』としか言わなかったんだよ？　僕ぼくやおじさんたちを心配させないように」

　その通り。前の学校では、渚はいつも「今日も楽しかった」と言っていた。そうすれば誰だれも心配しないと思っていたから。

「そりゃあ今は学校の悪口もたくさん聞くけど、不満があるってことは、それだけ期待してるからじゃない？　毎日いろんなことがあって、実は楽しいんだろうなって。日に日にメッセージアプリを見てる時間が増えたことも、渚ちゃんの友達が増えたことも、僕は全部知ってる」

　渚以上に、彰は知っていた。渚が今の学校を楽しんでいることを。

「ちょっと嫉しつ妬としちゃうくらいにね」

　そう言って、彰はドライヤーのスイッチを切る。渚の髪の毛を綺き麗れいに整えると「はい、できた」と渚を自分の膝ひざ下したから解放する。

「委員長が、ちゃんと学校に来てくれるといいね」

　彰は優しい言葉をくれる。

「ありがとう、彰くん」

　渚が無む邪じや気きな笑顔を返すと、彰は目をそらして苦く笑った。

「本当に……悔しいな」

　そんな言葉を小さく漏もらして──。
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　彰が自宅に戻もどり、渚はベッドに体たい操そう座ずわりになって、スマホを見つめていた。

（……変わった、か）

　スマホの画面に触ふれる。ずっと、渚がスマホに触さわるのはゲームをするためだけだった。

　ゲームの容量確保のために、メッセージアプリを消そうとしたことだってある。

　けれど今は──。

【渚、ちゃんと高城さんに連れん絡らくするのよ！　アピールは大事！】

　的外れな、静香からのメッセージや。

【天宮さん、今日は仕事手伝ってくれてありがとう。できれば明日もお願いしたいです】

　尚からのメッセージ。この数日で少し交流したクラスメートからのメッセージも。

【ナギ、明日もオレはちゃんと迎えに行くからな！】

　怜人からの元気なメッセージも。渚のスマホにはゲームではない幸せの通知が届く。

　でも、この幸せをくれたのは──。

（……時雨先輩だから）

　そう思ったら、自然と時雨に送るべきメッセージは浮うかんできた。

【先輩が来るの、待ってます】

　ただ一言。渚の思いが詰つまった言葉を、送信した。





[image: ]






「ナーギ、ゲームもしないでなにスマホとにらめっこしてんだ？」

　月曜日、登校する車内で怜人が二にの腕うでに触りながら不思議そうに渚のスマホの画面を覗のぞき込こむ。渚は、ひたすら液えき晶しようを光らせては消してを繰り返している。

（……時雨先輩から返信来なかったな）

　返信が欲しくて送ったわけではないけれど、来ないと悲しい。

「それより、朝の全校集会、楽しみにしとけよ、ナギ！　時雨がいないんだからド派手に盛り上がろうぜ！」

「ああ……今日って全校集会でしたね」

　金曜の放課後、風紀委員の仕事を手伝っていたとき、尚が胃を押さえていたのを思い出す。

　時雨なしで、怜人の奇き行こうを止めるのは不可能だろう。それ以前に──。

（時雨先輩がいないから、服装違反も多いし、今日は大変だろうな）

「にしても時雨のやつ、いつまで休むつもりだろうな？　そろそろナギの脚不足で死ぬんじゃねぇか？」

　怜人は楽しげに笑い声をあげる。しかしそれを聞いた渚は表か情おを曇くもらせた。

「ふははっ！　って……どした？　ナギ」

「時雨先輩は、まだ私の脚のこと好きでいてくれてますかね？」

　会いにも来なければ、返信もくれない。その現実が渚に不安を植えつける。

　渚が浮かない顔をしていると、怜人はさらに笑い声を大きくした。

「なんで笑うんですか！」

「だって時雨がナギの脚に飽きるわけねーじゃん」

「わ、分からないですよ!!」

「ナギはバッカだなぁ！　そんなに簡単に飽きるくらいの脚なら、時雨が人格崩ほう壊かいするほどハマらねぇよ」

「そ、それは……勢いとか」

　渚がそう告げると、怜人は首を横に振る。

「あいつ、どんなに好みの脚を見ても平然としてたんだぜ？　なのに、ナギの脚だけは好きだって伝えずにはいられなかった。それって、もうめちゃくちゃ好きってことじゃん」

　渚に出会うまでは抑おさえられていた感情が、渚の脚の前では制御できなかった。

「それだけ時雨にとってナギの脚は特別ってこと。んで、そんな脚の持ち主であるナギは……絶対に手放せねー女子ってことだよ」

　怜人は座席のシートに背を預ける。

「こんなこと言ったらナギが時雨にばっかりかまいそうだからイヤだったんだけど……特別だぞ？」

　そう言って、怜人は渚の頭をくしゃくしゃに撫でた。

「ま、そうなったときはまた時雨からナギを奪うばうだけだけどな」

　怜人は悪びれもせず、ニッと笑う。そんな怜人の笑顔に、渚はほっとしてしまう。

「怜人先輩と喋ってると……元気が出てきます」

　渚がそう告げると、怜人は「当ったり前！」と笑った。

「だって、オレがナギを楽しくさせてやるって約束したんだからな！」

　そう言って笑う怜人につられて、渚も小さな笑い声を漏らした。
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「高城先輩がいないのに、大丈夫ですかね」

　全校朝礼が行われる体育館で、由ゆ紀きが珍めずらしく不安げに呟つぶやく。尚もその言葉に頷うなずいて胃を摩さすっている。時雨はやはり学校に来ていないのだ。

　だから時雨なしで風紀委員たちは朝礼前に全校生徒の風紀チェックをして、なおかつ怜人の奇行を止めなければならない──。

（本当に、時雨先輩がいないと……みんな気が緩ゆるんじゃうんだろうな）

　時雨は校則のないこの学院の規き範はんだった。学院中に彼かれの目が張はり巡めぐらされていたから、それに対たい抗こうして風紀違反をする人間は怜人だけに留とどめられていた。

　時雨が一週間不在だっただけで、今体育館の中にいる生徒たちだけでも、服装にかなり変化がある。シャツのボタンを悪ぶって開けてみたり、スカート丈たけを短くしたり、好き勝手に着崩している。

「ああっ、来た人からどんどん対処していかないと!!　風紀委員はチェックリストを持って、手分けしてチェックをしてください！」

　尚が指示を出し、各クラスの風紀委員が体育館の中を歩き回る。渚も、みんなと同じように服装違反や髪かみ型がたの違反を炙あぶり出していく。

「あ、あの、ぼ、ボタンは少なくとも第二ボタンまでは留とめてください」

　けれど渚の注意を聞いても、その女子はボタンを留めようとしない。

「別にいいじゃん。ていうか、高城先輩以外の風紀委員なんて全然怖くないし」

「こ、怖いとか怖くないとかの問題ではなくて、ですね？」

　渚は頑張ってくらいつくが、全校生徒が一いつ致ち団結して風紀委員に抵てい抗こうしている。おかげでどの委員も風紀チェックに悪あく戦せん苦く闘とうしている状態だ。

（まずい……こんなとき、時雨先輩なら──）




『人間としてしっかりすべきところを指し摘てきするだけの話だ』




「だ、だらしない格好してたら、生活がだらしなくなりますよ!!」

　渚が大きな声で叫さけぶ。今まで他人の前で出したことのないくらいの声量で体育館中に、自分の声を響ひびかせる。

「だ、だから──」

「即そつ刻こく、全員服装を正せ」

　渚の声に合わせて、凜りんとした声が体育館に響く。声だけで生徒たちの空気を変える、この声は──。

「時雨、先輩」

　開け放たれた体育館の扉とびらの向こうに、時雨が立っている。

　委員長の登場に、風紀委員全員肩を撫でおろす。

「風紀委員は直ただちに違反者の名前を記録しろ。……今日の違反者は全員、一発生徒指導だ」

　時雨の厳しい言葉を聞いた瞬しゆん間かん、生徒たちは風紀委員に見つかるまいと我先に服装を正し始める。

「高城先輩、すみません！」

　尚が時雨に駆かけ寄よって何度も頭を下げる。けれど時雨は尚を咎とがめはしない。

「長く休んですまない。あとは怜れいのことも含ふくめ、全部俺に任まかせろ」

　時雨はそう言って、まっすぐ渚のもとに歩み寄る。

　そして、渚の脚ではなく、渚の目を見つめた。

「す、すみません。ちゃんと仕事できてなくて……」

　言い終わる前に、時雨の手が渚の肩に乗る。

「上出来だ」

　そんな優しい言葉を告げて、一週間ぶりに復活した風紀委員長が生徒たちの風紀を見事に取とり締しまった。
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　時雨しぐれの復帰で、桐きりヶが崎さき学院に秩ちつ序じよが戻もどってきた。

「くっそぉ!!　時雨が来なきゃ、オレの『クールビズ作戦』が成功したのに!!」

「水みず浸びたし作戦の間ま違ちがいだろ、バカが」

　時雨は冷静に指し摘てきして、ため息を吐つく。怜れい人との今回の奇き行こうは体育館に噴ふん射しやヘッドを取り付けて、全校生徒に水浴びをさせようというもの。

　時雨が体育館のいたるところに設置されたそれに気づいたおかげで、今回の全校朝礼は何事もなく無事終しゆう了りよう。時雨の風紀委員長としての株がまた上がるのみだった。

「……じゃあ、俺おれは先生方に今朝の風紀違い反はんのリストを提出してくる。残りの仕事は二人に任まかせる」

　時雨は視し聴ちよう覚かく室で仕事をする尚なおと由ゆ紀きに言い渡わたして、扉とびらへ向かう。

（……あ）

　一いつ瞬しゆんだけ目が合うけれど、時雨はそのまま視聴覚室を出て行く。

　時雨とはあの体育館で話した一言以外、まだ何も話していない。時雨が出て行った扉を渚なぎさが見つめていると、静しず香かが肘ひじをつついてきた。

「追いかけなさいよ。まだ、ちゃんと話してないんでしょ？」

　静香はそう告げると、渚の二にの腕うでをホールドしている怜人に声をかける。

「怜人様、その、私の二の腕をチェックしてほしいです」

「いきなりなんだ？　シズの二の腕チェックなら昨日……」

「お願いします！」

　静香が怜人に二の腕を差し出す。すると、怜人は戸と惑まどいながらも渚から手を離はなして静香の二の腕にその手を伸のばす。

　その隙すきをついて、時雨を追いかけるべく渚は立ち上がり視聴覚室を出て行く。怜人の静止の声が聞こえたけれど、渚はそれを無視して先を急いだ。
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「時雨先せん輩ぱい！」

　視聴覚室を出て少し歩いた先の廊ろう下かに時雨の姿がある。渚が呼ぶと、時雨はなぜか振ふり向むくことなく歩く速度を上げた。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　渚は慌あわてて、廊下を走りだす。すると時雨は足音で渚が走っていることに気がついたのか、慌てた顔で振り返る。

「は、走るな！」

「じゃあ先輩こそ止ま──う、うわあ!!」

　運動音おん痴ちのくせに懸けん命めいに走ってみたため、渚の脚あしがもつれる──が。

「すぐ転ぶんだから、走るな。──バカ」

　一週間ぶりに聞く、時雨の『バカ』が心に響ひびく。転びそうになった渚を時雨が正面から受け止めてくれていた。

「おい、渚。聞いてるのか？　おい、なぎ──」

「なんで……『脚に筋肉がつくだろ』って怒おこらないんですかぁ」

　渚はくしゃくしゃになった顔を上げる。あまりにもひどい渚の顔を見て、時雨はギョッと目を丸くした。

「な、何泣いてるんだ……お前。まさか、今ので怪け我がしたのか？」

「してませんよ！　してませんけど……」

　時雨はやっぱり渚の脚を心配しなかった。今までは渚の脚に筋肉がつくのが嫌いやだから走るなと言っていたのに。それすら時雨は言ってくれない。

「脚に飽あきたからって……無視しないでください」

「な──っ、飽きてなんか……」

　そう答えようとして、時雨は前方から聞こえる生徒たちの声に気づく。

「ちょっと、来い」

　時雨に手を引かれて渚はすぐ近くの空き教室に入った。

　時雨は渚を空き教室の机に座すわらせると、ポケットの中からハンカチを取り出して渚の濡ぬれた顔をグイグイと拭ぬぐい始めた。

「ちょ、先輩雑すぎ!!　もうちょっと丁てい寧ねいに!!」

「……泣なきやんだか？」

　時雨は渚の顔からハンカチを離して、泣き顔を覗のぞき込こむ。ぐすんぐすんと鼻を鳴らしながら、渚はもう泣いてないと頷うなずいた。

「ったく……」

　時雨は困ったように息を吐いて、渚の頭に手を載のせた。

「お前の脚に飽きるわけないだろ。どこをどう勘かん違ちがいしたら、そんな話になるんだ」

「だって先輩、このあいだ脚じゃなくて私の心配したじゃないですか。今だって、転びそうになったのに『脚を怪我したらどうするんだ！』って言わないし……」

　時雨が簡単に渚の脚に飽きるわけがない。

　怜人もそう言ってくれたけれど、転校してきてからずっと、時雨が向ける脚への愛情を見てきたからこそ、分かるのだ。

「脚のこと『あなた』っていう回数も減ったし、最初の頃ころみたいにすぐキスしようとしたり、頰ほおずりしたり、そんなことも全然しなくなったから……だから」

　脚に飽きたに決まってる。そう渚が告げると、時雨は頭痛を鎮しずめるみたいに額ひたいを押さえた。

「なんでお前は……そんなふうに湾わん曲きよくした受け取り方しかできないんだ」

「だ、だって先輩は私の脚だけを……」

「それだけでこんなに一いつ緒しよにいられるわけないだろ。……いい加減気づけ」

　時雨はそう言って、渚の頰をつねった。

「い、痛い痛い、痛いです!!　ブスになりますよ!!」

「もともと顔は脚に負けてるんだから安心しろ」

「ひどい！」

　渚が時雨の腕を摑つかもうとすると、時雨がその手を摑み返した。

「な……っ」

「……お前は自分がどれだけ俺の心をかき乱してるか、知らなすぎる」

　時雨は渚の目の前に顔を寄せて、まっすぐ渚を見つめた。

「目を見るのが苦手とか言ってたのに、いつのまにかちゃんと見れるようになって……」

　時雨に言われて渚も気づく。いつから人の目を見て喋しやべれるようになっていたのだろう。

「お前は脚だけが好きな俺を受け入れて……そばにいる理由をくれたんだ」

（……時雨先輩）

「ささいなことを『ありがとう』と言ってくれたり、『先輩のおかげだ』って笑ったり……ひねくれてるくせに、肝かん心じんなところが腹立たしいくらい真まっ直すぐで」

　無む邪じや気きな渚の姿を時雨は何度も見た。

「挙げ句、俺のために自分より脚の心配をして……本当にお前はバカだ。そんなお前だから、どんどん俺の心は脚だけじゃなくてお前の言動にも揺ゆさぶられたんだ」

　時雨は渚の額に自らの額をくっつける。

「渚のそばにいることが、日を追うごとに大切になってたんだ」
















　脚への想おもいと同じくらい、渚のそばにいることが時雨の『大切』になっていた。

「それに気づいて、動どう揺ようして……脚以外に興味なんて持ったこともないから、どうしたらいいのか分からなくて……お前と顔を合わせるのが怖こわかったんだ」

　時雨の気持ちが触れあった額と手から流れこんでくる。

　そんな感覚がもどかしくて、渚は時雨から離れようとするけれど、それを時雨が許さなかった。

「先輩……なんか、恥はずかしいです。これ」

「うるさい。俺だって恥ずかしい」

　なら放せばいいじゃないか、とすぐそこまで言葉は出かかっているのに、声にならない。

「渚」

　何も言えない渚に、時雨は言葉を重ねる。

「【待ってる】って言ってくれて……ありがとう」

　昨日送った渚のメッセージはしっかりと時雨に、時雨の心に届いていた。

　その事実を知った瞬しゆん間かん、渚の肩かたからスッと力が抜ぬけていく。

「……渚？」

「なんだか……ホッとして」

　言葉にすると、それが体中に広がって、渚の顔に笑えみがこぼれた。

（ああ、やっぱりそう）

「先輩よりもずっと、私のほうが心の中乱されまくりですよ」

　渚はそう口にしてはにかむ。

「時雨先輩。私ね、先輩に脚が飽きられちゃったらどうしようって思って……先輩に愛あい想そつかされないようにこの一週間すごく頑がん張ばったんです」

　他の人から見たら全然頑張ったうちに入らないかもしれないけれど、それでも渚は渚なりに、この一週間自分にできることを考え努力してみた。

「でもそしたら、先輩の言った通り、少しだけ友達ができて……」

　クラスメートと少しだけお喋りができるようになった。けれどそれは全部、時雨の言葉があったからできたこと。

　今までのことも、怜人と仲良くなれたのも、静香と仲良くなれたのも、もとをたどればすべて時雨につながる。

「私が嬉うれしいと思うことはやっぱり時雨先輩のおかげで見つけられるんです」

　渚の笑顔の先には今も時雨がいる。ささいなことなど一つもない。嬉しいと思えることも笑顔でいられることも、全てが渚の幸せだから。

「だから私には時雨先輩がいなきゃ、ダメなんです」

　時雨がいるから、努力しようと思える。努力することを怖くないと思える。

「ね、時雨先輩」

　始まりは脚だった。時雨が約束してくれたのも、渚の脚のそばにいることだったから。

「これからもずっと、私のそばにいてください」

　その言葉を、渚は時雨の目を見て告げられる。そらさずにまっすぐ見つめて、そして渚は時雨の前に手を差し出す。

「……お前が、それを望んでくれるなら」

　脚ではなく、渚自身に向けてそう告げて、時雨は渚の手に自らの手を重ねた。

（……よかった。これで、一件落着──）

　渚のスカートでスマホが小刻みに震ふるえだす。もちろん、それはゲームの通知だ。

　渚は青くなった。

「なんだ……またゲームの通知か？」

「ヤバイ」

　渚は慌ててスマホを取り出し、ゲーム画面を開く。渚の予想が正しければ、その通知はイベント終了まで一日を切ったことを知らせるべく、自分で設定したものだ。

「全然何も回収できてないのに、最終日に突とつ入にゆうしてしまった──!!」

　ここ最近、時雨のことで悩なやまされたためにゲームが全然できていなかった。

「ヤバイ、ヤバイ！　戦わなきゃ!!　今からでも遅おそくない!!」

　時雨の呆あきれたため息が聞こえる。けれど、横目に見上げた時雨の顔は、どこか楽しげに緩ゆるんでいた。
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「な……っ」

　一週間ぶりに渚なぎさを迎むかえに来た時雨しぐれは、渚のゲーム用装備を見て絶句する。渚はコンシューマＲＰＧのセーブポイントを探しながら画面上の街中を散策しつつ、時雨に視線を向ける。

（もう見慣れてるよね、この格好。……一週間空あいて、時雨先せん輩ぱいの潔けつ癖ぺきが復活した？）

　そんなふうに不思議に思っていると、時雨の顔がどんどん赤く染まり始めた。

（なぜ赤くな──あ）

　渚は時雨の顔がん貌ぼうの変化で事態に気づく。自らの脚あし元もとを見てまずいと察するが、時すでに遅おそし。

「どうして、そんな裸はだかも同然の格好で俺おれのことを待っているんだ。……あなたは」

　部屋に入って五分ともたず、時雨の理性のネジがぶっとんだ。その理由は渚の寝ね間ま着きにある。今まで長い赤ジャージを穿はいていた渚だが、いい加減この湿しつ度どに我が慢まんならなくなり、中学のときの紺こん色いろの半パンを履いているのだ。

　つまり自おのずと素す足あしが丸見えになってしまっているわけで。時雨の言葉を借りれば、現在脚はほぼ裸。人間で言うと下着しかつけていない状じよう況きよう。

「そんな姿であなたをずっと待たせていたなんて……。男としてそこは──」

「すみません、私が悪かったです!!　マジで謝あやまりますからそこから動かないでください!!　むしろ出て行ってください!!　脚にちゃんと長い靴くつ下した履かせておきますので!!」

「待て、余計なことはしなくていい！」

　逃にげようと渚は立ち上がるが、すでに時雨が渚の脚を抱かかえていた。

「ひ──うううぅ!!」

　時雨が渚の脚に手を這はわせる。久しぶりの感覚に、渚の全身の毛が逆立っていく。

「ああ、たまらない。そんなに恥はずかしがって、いじらしい……」

「せ、先輩!!　待って!!」

「本当に、綺き麗れいだ。またあなたに触ふれられることが嬉うれしくて、興奮が抑おさえきれない」

（抑えて──────!!　誰だれかこの変態を取とり押おさえて─────!!）

　そうして時雨の唇くちびるが渚の素足に触れようとした瞬しゆん間かん──。

「高たか城しろくん、すまないね。渚が騒さわいでるようだけど大だい丈じよう夫ぶかい？」

「ええ、大丈夫です」

（誰!?　ほんと誰!?　一いつ瞬しゆんで委員長モードに変わるの!?）

　渚の声を聞きつけて部屋にやってきた父だが、瞬間的に脚から離はなれて模も範はん生せいモードに入った時雨にまんまと騙だまされる。

「まったく、渚。迷めい惑わくをかけるんじゃない！　いつまでそんな格好でいるんだ。早く着き替がえなさい！　高城くん、渚を今後ともよろしくお願いするよ」

「はい、これからも……一生どこまでもお世話するつもりですので大丈夫ですよ」

（──お、重すぎる!!）

　そうして父が階下に下りていくと、時雨は渚の脚に再び話を始める。

「とうとう俺たちが愛し合うことをご両親が公こう認にんしてくれた。やっぱり、キスするなら今日が一番いい日だと思う」

「勝手に記念日にしないでください!!　もうっ、着替えますから!!」

　渚はそう言って、時雨の顔面に枕まくらを投げつける。しかし時雨は余よ裕ゆう綽しやく々しやくでその枕を跳はね除のけた。

「ならさっさと着替えろ。ちなみに今日の俺の気分は白のアンクレットソックスだ」

「リクエストなんて受け付けてませんよ!!　もう、早く出てください!!」

　そうして渚は扉とびらを閉めてまた一息。

（とりあえず制服着る前に、靴下履こう。念のために）

　渚は靴下箱を漁あさり、いつもの黒のハイソックスを手にする、けれど──。




『白のアンクレット』




　箱の奥おく底そこに沈しずんでいた時雨リクエストの靴下をすくいあげ、渚はそれを脚に履かせてあげる。

　脚がほぼ丸見えで、あまり好きではない靴下だけど。

（……たまにはリクエストを聞いてあげてもいいのかな、なんてね）

　脚を見て喜ぶ時雨の姿を想像したら、それも悪くない気がした。
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　こんにちは。穂ほつ兎とここあです。

「委員長は××がお好き」、いかがだったでしょうか。

　今回は「変態」を追求したい！　という思いで、このお話を書かせていただきました。

　最初に書いたときは時雨しぐれが変態に特化しすぎて、格好良さが微み塵じんもないという変態特化型の彼だったのですが、担当様のよきアドバイスと、双ふた葉ば先生の美しいイラスト効果でイケメン風紀委員長の外面が構築されました。一安心。

　本当に、双葉先生のイラストが綺き麗れいすぎて「こんな変態とアホの子ばかりだけどいいのか？」と頭を抱えました。実生活でもイラストを見るたびに心が癒いやされ、個人的に、本当にとても感謝しています。時雨ではないですが、渚なぎさの脚を何度も舐なめ回すように見つめる日々でした。




　そんな感じで出来上がった今作は、イケメンといえど残念なキャラクターばかり。

　ですが、彼らのことを考える毎日は意外と楽しかったです。

　まず、時雨のフェチへの向き合い方。これを考えるために、私も自分のフェチについて考えてみました。ちなみに私は声フェチで、夜に好きな声のＣＤを聴いて眠るのが日課です。たまに興こう奮ふんして眠れずに目を見開いたまま朝を迎えることもあります。（笑）

　声フェチとはいっても、軽度なので。ある程度なら好きな声を聴いても「ああ、いい声だな」って思うくらい（にやけることはします）で済むのです。──が、たまにとんでもなくドストライクな声にヒットすると、所かまわず深いため息とともに机だったり床だったりを殴なぐりながら頭を抱えます。いい声を聴くために我を忘れてＣＤを買っていたりするんですが、近くにいい声の人がいたら録音させてほしいと思うんです。そんなことを考えたときに、「あ、時雨はこれだ！」とあの残念な風紀委員長が出来上がりました。（笑）

　そういうふうにすんなりイメージが入った時雨とは対称的に、渚は苦労しました。さすが主人公、作者の手にも負えないなかなかの問題児でした。

　私もゲームは好きでよくＲＰＧだったり乙女おとめゲームだったりをコンプリートするまで徹てつ夜やするんですが。ゲーマーの人はこんなもんじゃないだろう、とゲームの向き合い方に関して、特に悩まされました。ゲーマーだったり、キャラ愛の根深い人は、睡眠時間を削けずったり腕が壊こわれるまでスマホに指を這はわせたりといった努力プラス課金をしてるんだろうな、と。もしくはそれ以上の何かを賭かけてイベントに臨いどんでいるかもしれない、と。

　私も一度だけ、とあるソシャゲに全身全霊をかけてイベント期間を過ごしたことがあるのですが、あれは精神的にも身体的にもキツイ、恐怖の二週間でした。常に自分のランキングが下がることに怯おびえてゲーム画面を開いていた日々。でもその苦しさゆえに、推おしキャラのカードがマイルームにいる喜びは何にも変えられない喜びでした。これが中毒だな、と。でも同時に、毎回はできないなと思いました。

　だからイベントのたびにランキングボーナスだったりイベントの上位称号だったりを持ってるユーザーさんを見かけるたび、すごいなと心から尊敬します。それを知っているからこそ、渚のゲームへの姿勢は物足りないかもしれない、とすごく考えたんですけど……。でもゲームへの向き合い方も十人十色なので、渚は渚だなと思って、最後は思いのままに書かせていただきました。ゲームが好き、その心を大事にしました。




　そういうわけで、この作品はたくさん悩んで、そのうえで楽しく書きました。自分のことも見つめ直せる作品でもありました。私の思いが詰まった作品なので、キャラクターもストーリーも全部楽しんでいただけたら幸いですし、特に渚と時雨の会話劇を楽しんでもらえたら嬉しいです。




　長くなりましたが、最後に……。この作品の在り方を一緒に考えてくださった担当様、キャラクターを「ただの変態」と思わせない美しい姿に描いてくださった双葉先生、そしてお手に取ってくださった読者の皆様に感謝の気持ちを述べさせていただきます。




　心から。本当に、本当に、ありがとうございます。




　また、皆様にこうして物語を送る日が来ることを願っています。





穂兎ここあ
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「へぇ！　この学院って水泳の授業ないんですね！」

　渚なぎさはスマホを片手に夏休みまでの行事予定表を確認して喜びの声を上げる。すると渚の膝ひざに残念そうなため息が落ちた。

「ああ、残念ながらな」

　時雨しぐれは今日も渚の脚あしを自みずからの膝の上に乗せたまま、残念そうな顔を愛いとしの脚に向けていた。しかしその息はわずかに荒い。

「あぁ、あなたが泳ぐ姿はきっとどんな美術品よりも美しいはず……いや、待てよ。つまりあなたはその綺き麗れいな裸はだかを、他の男にも見せるということか？」

「……水着ですから普通脚は出しますね」

「な……っ。他の男があなたの裸を目にするなんて、ありえない。そこら中の男があなたの美しさに冷静さを失って──大変だ。あなたの貞てい操そうが危ない」

「危ないのは先輩の頭でしょう」

「俺が絶対にあなたを守る。……でも、水も滴したたるあなたの姿を俺にだけは見せてほしい」

「全然うまくないですからね!?」

　渚がどんなに突っ込もうとも、時雨の視線は脚に向いたまま。脚との妄もう想そう会話が続いて渚本人との会話はかみ合わない。

「しかし、いくら俺が相手でも、理由もなく裸を見せるのはあなたも恥はずかしいか。……ああ、そうだ。プライベートビーチを使えばいい」

（プライベートビーチって……マジで存在するの？　ゲームかよ！）

「そうと決まれば、早速、お前の脚に似合う水着を選ぶとするか」

　時雨はスマホで検索し、「こんなのはどうだ」と渚に意見を求めてくる。やっと渚との会話に切り替わったけれど、内容が内容であるため、渚は頭を抱えた。

「選ばなくていいです。水着なんて着れるお腹じゃないし、胸とか悲しいんで」

「安心しろ。上には目がいかない」

「ひどい!!」

「うるさいな。……いいから、夏休みも時間を空けておけ」

「いやぁ、それが……ゲームの予定が詰まってまして。それこそ、【愛いとしのプリンス様】の水着イベが来そうで……っ、どうしよう。エヴァンス王子の水着カードとかヤバイ。無理、死ぬ」

　来たる夏のイベントの予想で渚の頭が満たされる。

「暑い夏が始まる……。というわけで、脚と先せん輩ぱいを会わせるために水着着てる暇ひまはな──ふぐっ」

　丁重にお断りしようとすると時雨に顎あごを摑つかまれてしまう。

（実力行使は卑ひ怯きよう──!!）

　抵抗すべく時雨の手を叩こうとすると、時雨がわずかに頰ほおを赤くして、小さく口を開いた。

「……その、休みの間もたまにはお前の顔を見てやろうと思って誘ってるんだろ」

　鈍にぶい女だな、と付け加えられて、渚はきょとん顔を返す。すると時雨は渚の顎から手を放し、深い息を吐いて渚のことを見つめた。

「で、……俺の誘いを断るのか？」

　その聞き方こそ、卑怯だ。渚はスマホをタップする手を止め、ぎこちなく頷うなずく。

「あの、えっと、行きたい……です」

　そう答えると、時雨は嬉しそうに薄く笑む。

　その姿を見たら、苦手だった夏の暑さが少しだけ愛おしくなってしまった。

















著

穂兎ここあ

Cocoa Hotto




梅干しとカフェオレが好物。

人生も梅干しとともに干からび気味……だったのですが！

舞台なるものに、はまりまして人生のキラキラが復活しました。

推しキャラの名前をつぶやきながら眠ると夢に出てきてくれるのが最近の喜びです。










イラスト

双葉はづき

Haduki Futaba




男子は腕にフェティシズムを感じます。

ひたすら七分丈の服を着せたい。

もちろん女子は脚です！



















イラスト／双葉はづき

デザイン／長谷川有香（ムシカゴグラフィクス）
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